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「確かに言った。あいつは、『あたしがタイムトラベラー……。ジョン・タイターだよ』とな」

　静かに岡おか部べは呟つぶやく。

　阿あ万ま音ね鈴すず羽は──阿万音さんの告白の言葉。

　自身が、未来から来たジョン・タイターであると告げた言葉を。

　それを聞く私と橋はし田だの胸中には、ただ驚おどろきがあった。

　いや……、〝ただ〟というのは間ま違ちがいだ。訂てい正せいする必要がある。橋田はともかくとして、岡部の話を聞く私の心の内には、すでに確信に近い気持ちがあったからだ。

　ダイバージェンス、それに世せ界かい線せんという概がい念ねん。

　時間と、タイムマシンに関する知識。……加えて、落ち着き払はらって〝世界を救う方法〟を口にしたという事実。

　そのすべては、彼女が我々の及およびもつかない真実を持っているということを示している。そして、まったく同様にその真実の片へん鱗りんを私たちに告げ続けていた人物がもうひとりいた。

　そう、ジョン・タイター。

『＠ちゃんねる』に現われて、タイムマシンと世界線の概念、さらにはＳＥＲＮセルンとこの世界の未来について語った人物。

　普ふ通つうに考えれば、同じ情報を持ち、それを発信しているふたりの人物が無関係であるはずはない。その上で、『＠ちゃんねる』が匿とく名めい掲けい示じ板ばんで、そこに書き込む人物がいくらでも別の名を名乗れる以上、両者が同一人物である可能性は非常に高くなる。

　だめ押しで言えば、タイムマシンで過去に来ている人物の数が極少であることは、タイターの発言から簡単に類推の付くことだ。もし多人数で行動しているなら、そこにはある種の組織性が生まれる。

　しかしタイターの言にはそうした要素が皆かい無むだった。

　これは〝彼〟が少人数のグループのトップか、または末まつ端たんの跳はねっ返り。あるいは単独行動中の人物であることを意味している。結果、消去法的に彼女とタイターが同一人物と考える方が無理は少ない。

　おそらく、〝この時〟──岡部が体験した時間軸じくでの私もそう考えたはずだ。

「なるほどね……」

　納なつ得とくの言葉を口にする私に、岡部は続けて語り始めた。

「鈴羽は……、自分の生きていた時代──２０３６年はＳＥＲＮに支配された管理社会、ディストピアだと言った。人々は自由を奪うばわれ、死んだように暮らしている。逆らう者はみな、殺されたと……」

　ややうつむきがちに、平板な声こわ音ねで話す岡部。

　私も橋田も、そんな彼から目を離はなせないまま、その言葉に聞き入っていた。

「あいつは……、そんな世界でＳＥＲＮの支配から人々を解放するために戦う、レジスタンスの一員だったらしい」

「その、レジスタンスが……なんでこの現代に？」

　橋田が岡部に問う。その声に、岡部はゆっくりと顔を上げ、橋田を見た。

　何故なぜか、その眼まな差ざしが揺ゆれている。

　涙なみだがこぼれそうな……、それなのにその涙ももう枯かれ果ててしまっているかのような……、そんな表情を岡部は浮うかべていた。

「世界を──いや、未来を変えるためだ。鈴羽はそのために、〝父親〟の作ったタイムマシンで過去に来た。俺たちの今いる、この２０１０年に……」

　そうして彼は再び語り出す。

　岡部の経験した、〝ここ〟とは違ちがう時間、違う世界線での物語を……。




　　　　☆




　阿万音さんの告白。

　それを聞いた岡部は、何かが自分の中で崩くずれ去ったような気分だったという。まるで、世界そのものが崩ほう壊かいしたような……。そんな感覚を味わったそうだ。

　いくら岡部が厨ちゆう二に病びよう的言動を繰くり返していても、彼はそれに染まりきった人間ではない。

　岡部には岡部なりの常識と社会とのつき合い方、距きよ離り感かんの保ち方があるだけのことで、多少は科学に幻げん想そうを見たとしても、それは大方の人々のそれからそこまで乖かい離りしたものではなかった。

　タイムトラベラーの存在を信じてはいても、それが目の前にいて、自分に話しかけてくるとまでは普通、思わない。人間の夢想にも程度があって、岡部のそれは社会生活が送れなくなったり、パパみたいな破は滅めつ的状じよう況きように陥おちいるほどではないのだ。

　──そもそも彼の厨二病的側面が、まゆりを守るために生じたものである以上、彼女を守れなくなるような状態になるはずはない。

　しかし彼の直面している現状は、そうしたそれまでの岡部の現実からすれば、かなり飛ひ躍やくしたものだったと言える。

　いや、まゆりが何度も理り不ふ尽じんな死を迎むかえ、それを防ぐために時間跳ちよう躍やくを繰り返すというのも、確かに常識からは飛躍した状況ではある。だがそこで、さらに未来人が目の前に現われるなどと誰だれが思うだろうか？

　少なくとも岡部はこの瞬しゆん間かんまで、そんな事態を夢にも思っていなかったそうだ。

　──ちなみに、後に彼は「繰り返される時間跳躍の中で、なんで自分はジョン・タイターに助けを求めようと考えなかったんだろうな」と述じゆつ懐かいしている。そこは人間心理の深遠なところといえるのかもしれない。

　自分が未来人、ジョン・タイターである。

　普通なら、そんな告白を受けたところで人はまともに対応することはできないだろう。しかしある意味で、岡部は普通の人間ではなかった。

「では！　『＠ちゃんねる』に書き込んだことはすべて……」

　当たり前の人間なら、ここでそんなことを尋たずねはしない。岡部曰いわくでは、混乱していたためだったそうだ。ただ、それを問われた阿万音さんは、平然と応こたえた。

「うん、ほとんどは真実」

　おそらくは、岡部の混乱になど彼女は気づいていなかったろう。

　だから阿万音さんは即そく答とうし、逆にそれが〝この時の私〟のある言葉を引き出した。

「だけど、ＳＥＲＮは研究機関であって権力を持つ統治機関じゃないわ」

　そうだ。

　これは未いまだに私自身が、現在も持ち続けている疑問だ。

　何故、ＳＥＲＮがあたかも人類を統治する機関として振ふる舞まうようになったのか？

　絶対的な前提として、ＳＥＲＮは一研究機関なのだ。

　確かに多くの予算と高い科学技術、世界最高の頭脳を誇ほこる存在ではあるが、何処どこまで行こうとそれは研究機関としてのものに過ぎない。

　確かに橋田のハッキングによって、ＳＥＲＮの背後には３００人委員会と呼ばれる陰いん謀ぼう組織が存在することは分かっている。けれど、２０３６年を支配しているのは阿万音さんの言動を信じる限り、３００人委員会ではなく、ＳＥＲＮなのだ。

　橋田が探さぐり当てたＳＥＲＮ側の資料を見る限りでは、３００人委員会は既き存そん国家を傀かい儡らいとして世界支配を行なうこともできたように思える。

　しかしそれにも関かかわらず、わざわざ３００人委員会は統治を専門としているわけではないＳＥＲＮを矢や面おもてに立たせ、世界支配の中ちゆう枢すうを担になわせているのだ。陰謀として考えても、道理として考えても、あまり納得のできない事じ項こうだった。

　……とは言え、結局この私の疑問は解答を得られずに終わることとなる。その原因は、続けてこの時間軸の私が口にした次の一言だった。

「私は何度もネット上で、ジョン・タイターにそう訴うつたえてきた」

　……。

　…………。

　………………言うなよ、おい。

　不用意な、あまりにも不用意な一言。

　それは、〝ある場所〟における私の正体をさらけ出してしまうに等しい、心底から不用意な発言であった。

　おそらくこの時の私は、その言葉を発している途と中ちゆうで自分がどれだけ致ち命めい的てきなミスを犯おかしたか、すでに気づいていたことだろう。でも、一度口にしてしまった言葉は途中で止めることはできない。

　多分、私は思ったはずだ。

　できれば、今自分が口にした言葉の意味に気づかないで欲しいと。

　今ここで岡部から話を聞いているだけの私が、頭を抱かかえてのたうち回りたいのだから、そうに決まっている。

　けれど現実は無情だった。この時、岡部はこう言ったそうだ。

「……待て！　ということはお前、あの時、『＠ちゃんねる』にいた『栗くり悟ご飯はんとカメハメ波は』か!?」




　　　　☆




「……待て！　ということはお前、あの時、『＠ちゃんねる』にいた『栗悟飯とカメハメ波』か!?」

　薄うす暗ぐらい、閉へい鎖さされたラジ館の最上階の一室。

　そこでその岡部の問いを耳にした時の私の気持ちはどんなものだったろうか？

　間違いなく、逃にげ出したかった。

　推測でも何でもなく、ほぼ確定的な事実として、〝この時の私〟は逃げ出したかったはずだ。

　──でなければ、穴を掘ほってそこに潜もぐりたかったはずだ。

　好きな人に＠ちゃんねらーと気づかれているだけでも相当いたたまれないのに、しかもコテハンまで知られるって、どんな羞しゆう恥ちプレイだ！

　さらに言えば、私はそのコテハンで目の前にいるふたりの書き込みを煽あおって、問とい詰つめて、こき下ろすことまでやっている。

　悪意があったわけでは……、いや、違う。あの時点では悪意があった。反省しよう。

　ともかく、はっきり言ってまだ裸はだかを見られた時の方がマシだったことは間ま違ちがいない。自分の素す性じようを隠かくしての掲けい示じ板ばんの書き込みなど、プライベート中のプライベート。それこそ心の中をさらけ出したようなものだ。

　実際、この時間軸での私は指し摘てきされると同時に顔を背そむけ、薄暗い部屋の中でもはっきり分かるほどに顔を赤くして、弁解するように言ったという。

「タイターの中の人が名乗り出たんだから、私も名乗り出ないとフェアじゃないでしょ……」

　ちなみに、〝中の人〟とは＠ちゃんねる語で「書き込みをした人物」や「コテハンの現実世界での姿」、「アニメなどである役を演じている声優本人」などのことを指していう言葉だ。

　こんな言葉を交えて弁解する以上、私も相当混乱していたのだろう。

　っっつ、ああああああああああ！

　もう、本当に〝この時の私〟は何やってんのよ!?

　正直、これまで培つちかってきた社会人としてのポーカーフェイス技術に感謝というところだ。でなければ、もっと取り乱してしどろもどろになっていたことは想像に難かたくない。

　いや、もしかするとそばに阿万音さんがいるからかろうじて外面を取り繕つくろえただけで、岡部しかいなかったら、もっとひどいことになっていたかもしれない。

　──そもそも、私はコテハンの『栗悟飯とカメハメ波』で岡部のことについて相談するスレッドまで立てたことがある。もう情報の海の彼方かなたに消えてしまったと思うが、それでもそれを知られていたらと思うと気が気ではない……。

　しかし、だ。

　この時の岡部は、〝私〟の言に深く突つっ込みはしなかった。むしろ感かん嘆たんするように息を漏もらし、打ち震ふるえるような口調で口を開いたという。

「ならば俺も倣ならおう。俺は鳳ほう凰おう院いん凶きよう真まという真名で……！」

「それは知ってる」

　しかしその言は、にべもなく〝この時の私〟と阿万音さんが異口同音に放った声に遮さえぎられたそうだ。

　──なお、岡部はこれを私と橋田に話している時も、やや残念そうだった。

　けれど同時に、この時間軸じくの私は二重の意味でその岡部の言に助けられたことだろう。

　ひとつは、その言動がようやく岡部に元の調子が戻もどってきたことを意味していたからだ。

　まゆりがＳＥＲＮのラウンダーにより殺害され、その死が世界線の収束によって確定を迎えて以降、岡部からはこうした厨二病的な言動が消え失うせていた。それが戻ってきたということは、ようやく彼の心理に余よ裕ゆうが生まれたことの証明と言える。

　そしてもうひとつは、彼がこうして場を違う方向に持っていかなければ、私は羞しゆう恥ち心しんと動どう揺ようからどんどんと失態を重ね、さらにわけの分からない状況に突とつ入にゆうしていた可能性があったということだ。

　後から話を聞く今の私からしてみれば、もしかするとある程度は意識的に岡部が私に助け船を出してくれたのではないかという、そんな感想さえ抱いだけた。

　もちろん、真実は岡部の胸中にしかないことだが、それでもそう思えたのだ。




　　　　☆




「ＳＥＲＮはタイムマシンの開発に成功したの。時間という四つ目の次元に干かん渉しようできる、唯ゆい一いつの存在となったことで、世界の秩ちつ序じよを塗ぬり替かえた」

　静かな口調で、阿万音さんはタイムマシンに触ふれながら何かに思いを馳はせるようにそう呟つぶやいたという。

　一いつ般ぱんに、我々の住む世界は三次元で構成されているといわれる。

　零ゼロ次元の点から始まり、次に線で構成される一次元、その線が縦横に重なって面を構成することで成り立つ二次元、そしてそこに高さの概がい念ねんが加わって構成されるのが立体である三次元だ。

　阿万音さんがいう〝四つ目の次元〟とは、この縦横高さの立体である三次元にもう一次元の時間を加えたミンコフスキー空間の概念から来ている。

　これはドイツの数学者ミンコフスキーが、アインシュタインの特とく殊しゆ相対性理論を読み解くに際して考えたものだ。彼は三次元空間と時間を組み合わせた時空の概念を用いることで、アインシュタインの理論を簡素に説明することに成功した。

　──この説明は衝しよう撃げき的でしかも分かりやすく、ミンコフスキー以降、一般の人々の間では四次元とは三次元と時間を組み合わせた時空のことを表わすと考えられるようになったほどだ。ちなみに実際にはそこまで物事は単純ではない。

　以前にハイデガーのことについて言げん及きゆうしたように、人は時間の流れの観念なしには何も論理的にものを考えることができない生き物だ。いや、そもそも論理自体が時間という存在を下した敷じきにしたものと断定すべきなのかもしれない。

　少なくとも我々の生きるこの世界において、時間の存在は絶対的なものだ。

　それを自由に操あやつれる者があるとしたら、その人物は確かに時間と同じく絶対的な力を持っていると考えていいだろう。

　単に記き憶おくを過去に跳とばせるだけの、私が開発したタイムリープマシンでさえ、岡部は何度も時間を行き来して様々な事象に干渉してきた。

　もしも実際に、生きている人間を過去に運ぶことのできるタイムマシンが存在したとしたなら、それで引き起こせる事象は想像を絶するものとなるに違ちがいない。

　もっとも、私自身は未だにタイムマシンについて否定的な部分がある。

　何処まで行こうとも、情報ならともかく、やはり人間が特異点を越こえて無事でいられるという認にん識しきにはなれないのだ。

　おそらく、阿万音さんの説明を聞いていたこの時の私も同じ気持ちでいたことだろう。だから多分、次に彼女が話した内容にも〝今の私〟と同様に非常なショックを受けたはずだ。

「そして牧まき瀬せ紅く莉り栖すは……。ＳＥＲＮのタイムマシン開発に最も貢こう献けんした人物。『タイムマシンの母』として崇あがめられている」

　このことを岡部から聞かされ、私は息が止まるかと思った。

　今でこそ、未来ガジェット研究所のタイムマシン研究に参加している私だけれど、本来はタイムマシンを心底から嫌きらっていたのだ。

　それまでも、パパと会うために思考実験や考証を重ねてみたりはしていたが、原則的にタイムトラベルそのものについて懐かい疑ぎ的な立場であることは変わっていない。

　だが、それ以上に。

　私が阿万音さんの言葉を受け入れがたく思ったのは、この私が「ＳＥＲＮのタイムマシン開発に最も貢献した」という部分だった。そしてそれはこの時の私も同じだったらしい。

「私がＳＥＲＮに協力!?　冗じよう談だんじゃないわ！　人体実験までするような連中に、なんで私が……！」

　岡部の言い分では、〝いつもの剣けん幕まく〟で私はそう訴えたそうだ。

　当然だろう。ＳＥＲＮは世界中の研究者を欺あざむいてきた。

　人々の〝知りたい〟という願いを踏ふみにじり、人類すべてに還かん元げんすべき科学の成果を独どく占せんし続けて来たのだ。彼らがそうした行ないをしなければ、私とパパの関係も今のようにはなっていなかっただろう。

　そして同時に意外だったのは、私が「人体実験をするから、ＳＥＲＮを受け入れられない」と口にしたことだ。往々にして、切せつ羽ぱ詰つまった時やとっさの時に人の本ほん性しようは出る。まさしくこの時の私がそうだ。

　私は自分では、人体実験をある程度は仕方ないことと思っているつもりだった。どんな技術でも、それを実際に人々の役に立てようとするなら、最終的に人体実験を避さけて通ることはできない。

　無論、それまでに器物や動物での実験などを経て、一定以上の安全性が確保されている状態であることは前提だが、それでも人体実験が人の命を危険にさらすものであることには違いない。

　だから私は──安全性の確保されない状態での実験は論外として──、人体実験は多少なりとやむなしと見なしているつもりだった。

　しかし……。

　私はどうやら、自分が思っていた以上に潔けつ癖ぺきだったらしい。

　だからだろうか、次の阿万音さんの台詞せりふもまた予想以上にショックだったのだ。

「未来では……、そうなっていた」

　……２０３６年の未来の世界で、私が『タイムマシンの母』として崇められている。

　そう言い切る阿万音さんの言葉は、〝この時〟と今、両方の私の胸に深く突き刺ささった。

　一体、どんな理由があって私はＳＥＲＮに協力したのだろうか？

　岡部の話では、タイムリープマシンの完成打ち上げ会の後、ラボに乗り込んできたＳＥＲＮの工作員たちは岡部と橋田、そして私を連行しようとしたという。

　もしかしたら、そうして連行された私は人ひと質じちを取られてＳＥＲＮに協力したのかもしれない。彼らならママやパパを誘ゆう拐かいすることも容易だろう。他ほかにも親しい人間がいないわけじゃない。岡部やまゆりに危害を加えると言われれば、私に選せん択たく肢しはないはずだ。

　そしてそこで、私ははたと気づいた。

　思えば阿万音さんはほぼ初対面の時から私に敵意を──いや、殺気を向けてきていた。

　その理由とはもしかして、私は２０３６年の未来でＳＥＲＮに協力していたからなのだろうか？　どうやらこの疑問は、この時間軸での私も同じように抱いた疑問だったらしい。

「それで私のこと、目の敵に……？」

　そう呟いた私と阿万音さんは、しばしの間お互たがいに無言のまま見つめ合っていたそうだ。

　まるで言葉以外の手段で、相手の心の中にある真実を見通そうとするかのように。
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　私と阿万音さんがお互いに見つめ合っている間、岡部はまったく気が気でなかったという。

　彼の話では、この世界線──つまり８月９日に阿万音さんが秋葉原を離はなれず、彼女がラボの面々とより親しくなった世界において、私と彼女はよくいがみ合って揉もめ事ごとを起こしていたらしい。

　──後から話を聞いた私は、よく戦争並みの修しゆ羅ら場ばをくぐってきた彼女に対し、この世界線の私が敵意を向ける気になったものだと、不思議に思ったほどだ。ちなみによくよく聞いてみると、当の岡部は気づいてなかったが、どうやら焼やき餅もちゆえの行動だったようである。

　このため、この時の岡部はまた私と阿万音さんがそれまでと同じように揉め事を起こし始めるのではと、居ても立ってもいられなかったそうだ。

　それゆえに彼は、ふたりの気をそらそうとこう言ったという。……それが、結果的に岡部をさらなる事実に直面させる引き金となったわけだが。

「……ならば、未来の俺は？」

　その問いに、阿万音さんは自明のことのように応こたえたらしい。

「岡部倫りん太た郎ろうは、テロリストとして有名」

「テロ!?」

　こともなげに放たれた言葉に、岡部は驚きよう愕がくし、戦せん慄りつした。そんな言葉は、それまでの彼の人生には無む縁えんの言葉だったからだ。

「ＳＥＲＮにたてついたテロリスト……」

　阿万音さんは、重ねてその意味を説明するように呟いた。その呟きに、岡部は得心したという。

　たとえ同じことをしていても、その呼び名は立場によって変わる。強者の圧政に挑いどむ者たちからすればレジスタンスやゲリラで、体制の治安維い持じを旨むねとする者からはテロリスト。

　同じ武力や組織で強大な権力と戦うにしても、そのニュアンスにはかなりの開きがある。

　だが同時に、岡部はこの時までどれだけ厨ちゆう二に病びよう的な物言いをしていても、自分が本当にゲリラやテロリストになるなんて、想像もしていなかったのだ。

　しかしその阿万音さんの一声は、紛まぎれもなく岡部に冷れい酷こくな事実を突つきつけるものだった。

　このまま歴史が進めば、世界はＳＥＲＮに支配され、岡部の大事なものはすべて失われてしまうのだということを。

　加えて言えば、この時にははっきりとしなかったのだが、そもそも彼女が未来で属していたレジスタンスは、岡部が同志たちと共に結成した組織をベースとしているらしい。

　阿万音さんが何故なぜ、岡部の作ったダイバージェンスメーターを持っていたのか、その謎なぞの答えはそれだったのだ。彼女自身がこの時代に来た理由も含ふくめ、その行動には今後の岡部の意志が反映されていたというわけだ。

　そしてそれは、逆説的にこれからの岡部が辿たどる運命が、否いや応おうなく過か酷こくなものとなることを示していた。阿万音さんは続けて、それを端たん的てきに表わす重大な事実をさらに告げる。

「そして君たちは……。ふたりとも２０３６年には死亡している！」

「……っ!!」

　岡部と〝この時の私〟は、さすがに二の句を継つぐことができなかったという。

　自らの死。

　それは未来をのぞき見るという行こう為いにおいて、おそらくは関心の高い事こと柄がらの上位に来るものだろう。誰だれしもが、やがては来る不ふ可か避ひな事態を恐おそれつつ、それから目を背そむけることはできない。できるのは、受け入れるか拒きよ絶ぜつするかの二択たくだけ。

　それでも、やはりこうした形でそれを告げられるのはいい気分とは言えない。その上で、どうして彼女がそれを口にしたのかは、分からないでもなかった。

「……もう、行かないと」

　不意に阿万音さんは言い、タイムマシンへと歩き出す。それを目にした岡部は、弾はじけるように反応した。

「待て！　そんなとんでもないことだけ言い残して、未来へ帰るつもりか!?」

「だから行くの。そんな未来を変えるために過去へ……。１９７５年へ」

　そうだ。

　彼女が──阿万音さんが私たちの未来の死を口にした理由。

　それは、断固たる決意の表明だ。

　必ず未来を変える。

　私たちを死なせはしない。そう、彼女は明言するために、その死の未来を話したのだ。

「１９７５年？」

　一方、岡部は彼女の呟つぶやいた年代の方に反応したという。

　彼としては、未来を変えるために何故、過去へと行かねばならないのかが不可解だったらしい。その岡部の反応を見て、阿万音さんは説明なしにはその場を離れられないと判断したようだ。

「……ＳＥＲＮがタイムマシン開発に成功したのは、２０１０年に秋葉原で作られたタイムマシンがあったから」

　この彼女の言葉にリアクションしたのは、今度はこの時間軸じくの私だった。

「電話レンジのこと？」

「うん」

　私の問いに、阿万音さんは首しゆ肯こうする。

「ＳＥＲＮは通信傍ぼう受じゆシステムを使って世界中からタイムマシンに関するあらゆる情報を集めていた。そのシステムに……。岡部倫太郎、君が最初に送ったＤメールがひっかかったんだと思う」
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「ラジ館前で送ったあのメールが……」

　岡部は呆ぼう然ぜんとしたような様子で呟く。

　最初に送ったＤメール。

　それは、2010/07/28。

　午後１時になる少し前に送られたメール。

　内容は……、「牧瀬紅莉栖が、何者かに刺されたみたい」。

　つまり岡部が当初、必死になって主張していたラジ館で私が刺されて死んでいたという内容を送ったものだった。

　初めは私も取り合っていなかったのだけれど、最近はさすがにこのレベルでありもしないことを岡部が口にすることはないというのが分かって来つつあり、別の世界線での自分の死を私自身も半ば認めかけてはいる。

　──その内、この辺りはくわしく岡部に話を聞く必要があるだろう。無論、まゆりの死を回かい避ひするための、一連の計画が終わってからの話ではあるのだけど……。

「そう。だから、ＳＥＲＮのデータベースに残っている、そのメールを消しさえすれば……。未来は変わる！」

　阿万音さんは淡たん々たんと、だが力強く告げたという。

　どうやらＳＥＲＮは、世界中に張り巡めぐらせた通信傍受システム──俗ぞくに陰いん謀ぼう論の世界ではエシュロンと呼ばれるものを用いて、ありとあらゆるタイムマシンやＳＥＲＮに関係しそうな情報を集積していたらしい。

　タイムリープマシン完成打ち上げにラウンダーが乱入してきたのも、この通信傍受システムに７月28日のＤメールが引っかかったためのようだ。つまり、ラボや岡部がＳＥＲＮに目をつけられた原因も、このＤメールということになる。

　──この時点まで、岡部はＳＥＲＮに自分たちのことが知られたのは、橋田にハッキングを命じたせいだと思っていたそうだ。それを聞き、橋田は「そんなヘマはしないお！」と憤ふん慨がいしていた。

　そしてそれを元に、ＳＥＲＮはラボを襲しゆう撃げきして電話レンジ（仮）ことタイムリープマシンを手に入れ、タイムマシンの開発に成功したのだ。逆説的に言えば、最初のＤメールさえＳＥＲＮに知覚されなければ……、世界線は変わる！

「ＳＥＲＮがタイムマシンの開発に成功しなかったβベータ世界線へ行くことができる！」

「……そうすれば、まゆりも助かるのか？」

　この時、岡部は身が震ふるえ、咆吼しそうになるのを何とかして理性で食い止めたという。

　それまで彼の心の中には、絶望と諦あきらめ、そしてか細い希望しかなかった。だが、そのか細い希望が今や絶望を駆く逐ちくし、真夏の太陽の如ごとく吠ほえ盛るのを岡部は感じていたという。

　それは、彼が気の遠くなるほどの時間のループの果てに、ようやくつかんだ蜘蛛くもの糸だったのだ。

「ん、多分」

　阿万音さんは落ち着いた風ふ情ぜいでそう答えたそうだ。しかし、岡部はというと、逸はやる心を抑おさえられなかったという。

「だったらすぐにでも、ＳＥＲＮのデータベースにハッキングをかけて……！」

「それには、ＩＢＮ５１００が必要」

　だが、その岡部の勢いはにべもない阿万音さんの声にへし折られたそうだ。彼女は言って、タイムマシンに乗り込んだという。

　最初、このことを聞かされた今の私は、岡部に「一体、どういうこと？」と聞き返した。

　そうだ。この時まで私は知らなかったのだ。

　何故、万ばん難なんを排はいして必死に岡部がこの、〝今の私〟がいる世界線のこの時間軸にやって来たのか……。それは、この世界線のこの時間軸以外では、様々な理由によりＩＢＮ５１００が失われていたからなのだ。

　橋田がＳＥＲＮにハッキングをかけた時のように、私たちがＳＥＲＮのサーバーに接せつ触しよくするにはＩＢＮ５１００が不可欠となる。だからこの時の私たちは、ＳＥＲＮのサーバーへの干かん渉しよう能力を失っていたのだ。

　──ちなみに橋田は如何いかなるやり方でか、この世界線ではＩＢＮ５１００なしでも大型ハドＬロン衝突Ｈ型加速器Ｃの遠えん隔かく操作や『ゼリーマンズレポート』の閲えつ覧らんを成し遂とげていたらしい。私の指し摘てきを受け、岡部自身も首をかしげていたが、さすがは橋田ということなのだろう。

　いずれにせよ、その「ＩＢＮ５１００が必要」との一言で、岡部は阿万音さんの意図に気づいた。

　彼女がタイムマシンで、故郷である２０３６年ではなく、１９７５年を目指す理由。

　それは１９７５年こそが、ＩＢＮ５１００の発売された年であり、この機械を支障なく入手できる唯ゆい一いつの時間だからだ。

「そうか、それで……」

　納なつ得とくする岡部の前で、阿万音さんはタイムマシンの操縦席に着くとコンソールを操作し始めたそうだ。タイムマシンがそれほどのサイズではなく、またハッチがまだ開いていたせいで、その様子はよく見えたという。

「あたしの使命は１９７５年に行って、ＩＢＮ５１００を手に入れ、岡部倫太郎に託たくすこと……」

　彼女の使命──いや、正確には彼女の属するレジスタンスの使命は、ＳＥＲＮのデータベースからタイムマシンに関かかわる情報を消すため、そのハッキングに用いるＩＢＮ５１００を確保し、それが可能な人材を擁ようする未来ガジェット研究所に渡わたすことだった。

　具体的にレジスタンスの結成がいつかは分からないが、彼女はその使命を父親の書いた遺書によって示されたという。

　そう、彼女の言っていたこの時代の秋葉原の街にいるという父親は、彼女が幼い頃ころに亡なくなっており、ただその使命とタイムマシンだけを阿万音さんに遺のこしたというのだ。

　そして彼女は、タイムマシンで過去に遡さかのぼる際、ほんの少しだけ寄り道をした。

　確実に父親がいたという、２０１０年の秋葉原に……。

「なのに、父さんを探そうとして、この時代に長居しすぎた。もっと早く行くべきだったのに……！」

　しかし、話している途と中ちゆうでタイムマシンから警告音と赤いランプの光が漏もれ出て来たという。岡部はそれに驚おどろきの声を上げ、阿万音さんは焦あせったようにタイムマシンのコンソールを操作し続けたそうだ。

　そして、〝その時の私〟は気き遣づかうように声を投げかけたと岡部は言った。

「大だい丈じよう夫ぶ!?」

「……そんな！　壊こわれてる!?」

　阿万音さんはそう呆然と呟き、その表情を悲観に曇くもらせたという。

　当然だ。

　状じよう況きようはあまりにも致ち命めい的てきで、先には破は滅めつしか存在しない。その状況をたったひとつ覆くつがえせるもの、それがタイムマシンであったのだ。

　それがあると思えばこそ、希望を抱いだくこともできた。

　しかしそれがもし、ここぞという時に使えないと知らされたら？

　一度、心に希望を抱いた時、その次に来る絶望はより深いものとなる。この時の彼女がまさにその状態だったようだ。そのままであれば、彼女は絶望に苛さいなまれ、心に大きな傷を負っていたかもしれない。

　しかし、そこにあるイレギュラーが挟はさまった。

　突とつ然ぜん、閉へい鎖さされたラジ館に見回りの警備員とおぼしき人々が現われたのだ。

　岡部は自分たちがラジ館に侵しん入にゆうする時に使った道具や、鍵かぎの開けられた扉とびらなどが巡じゆん回かいの警備員に発見され、不ふ審しんに思われたのではないかという──このため、以降のラジ館侵入の際にはより慎しん重ちようを期すようになったのだそうな。

　このイレギュラーは、非常に深刻なものだった。タイムマシンの存在は当然ながら、岡部や阿万音さん、〝この時の私〟もまた警備員たちに発見されれば、とんでもなく面めん倒どうなことになるのは明白だったからだ。

「まずい！」

「……どうする？」

　この時間軸の私に問われ、岡部は素す早ばやく決断を下したという。

　すなわち、自分が囮おとりになるという決断を！

「俺がなんとかする。ふたりは隠かくれて、隙すきを見て逃にげろ！」

　言うと岡部は、自ら目立つアクションを取って声を張り上げ、やって来た警備員たちの注意を引きつけたそうだ。そして一目散に走り出したという。

　一方、その状況の脇わきで〝この時の私〟は、悄しよう然ぜんとする阿万音さんに手を差し出したそうだ。

「逃げるわよ！」

　その言葉を浴びつつも、彼女はのろのろと差し出された手と〝この時の私〟の顔を見比べるだけだったらしい。

　後にこの時の顚てん末まつを聞いた岡部の推測では、やはりどう足あ搔がこうと阿万音さんの中に『タイムマシンの母』である私への敵意と不審があったためなのだろうということだった。

「あ……」

「早く！」

　その様子に、〝私〟はじれったそうに叫さけんだという。

「未来じゃどうだったかしらないけど、今の私はあなたと同じラボメンなのよ！」

「……」

〝私〟の叫びを受け、阿万音さんは逡しゆん巡じゆんの末にようやくうなずいた。そしてその手を取り、ふたりでその場から逃げ出したとのことだった……。
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　それから数分後、岡部と合流した〝私〟たちはＪＲの高こう架か下したのトンネルに身を隠していたそうだ。

　まだ息も整わない状態で、岡部はこの時間軸じくの私から問われたらしい。

「……どうする？　もうあそこには戻もどれないわよ」

　岡部曰いわく、この質問を受けて彼はほんの数すう瞬しゆんだけ悩なやんだという。タイムマシンのある場所に戻れなければ、１９７５年に行ってＩＢＮ５１００を手に入れることはできない。

　もしかしたら他ほかにもＩＢＮ５１００を手に入れる方法はあるかも知れないが、ＳＥＲＮがああまでしてＩＢＮ５１００の確保に躍やつ起きになっている以上、その手段を模も索さくすることは砂さ漠ばくの中で一ひと粒つぶの砂金を見つけるに等しかった。

　このままでは、ＳＥＲＮをハッキングしてＤメールのデータを消すことですべての問題を覆すというプランはご破算となる。

　しかし、ようやくつかみかけた希望の光を、岡部は諦めることができなかった。

「タイムマシンは壊れていたのか？」

「屋上に衝突した衝しよう撃げきで？」

　鋭するどく岡部は阿万音さんに問いかけ、さらにこの時間軸の私はその壊れ具合を推量するためか、その原因について尋たずねたという。衝突で壊れたのだとすれば、精密機器である以上、何処どこが壊れたのか推測することも難しくはないからだ。

　だが、それに阿万音さんはうつむいたまま答えた。

「あれは衝突したんじゃないよ。座標計算に誤差があったせいで、あの位置に出現しちゃっただけ。……着いた時は壊れていなかった」

「だったら、いつ？」

　この問いを発した時、岡部は自分の気が急せいていたと話す。少し、言葉にとげがあったかもしれない、と。

　しかし阿万音さんはそれでも必死に考え、予測して解を導いた。

「考えられるとすれば、……この前の雷らい雨う」

　そう言われた瞬しゆん間かん、岡部はハッとしたという。同時に気が遠くなるような感覚があったと。

　何故なぜなら、阿万音さんが答えた「この前の雷雨」というのは、間ま違ちがいなく８月９日の夜に降った激しい雨のことだったからだ。

「……落らく雷らいしたか、それとも浸しん水すいしたか」

　８月９日。その日、岡部はこの世界線においてＤメールを用い、阿万音さんを無む理り矢や理りラボでの宴えん会かいに引っ張ってきた。

　そしてそれが原因となり、彼女はこの日まで秋葉原の街に留とどまり続けていたのだ。

「……俺のせいだ」

　その時、岡部はすべての原因が自分にあることを知った。

　あの日に彼女を引き留めていなければ、タイムマシンは壊れずにすんだ。タイムマシンが壊れていなければ、阿万音鈴羽という人間は１９７５年へと飛び、ＩＢＮ５１００を岡部にもたらしていたはずなのだ。

　この時点でＩＢＮ５１００がないのも、阿万音さんが過去に飛べていないのも、タイムマシンが壊れてしまっているのも、すべては岡部の行動が原因となって起こったことなのだから……。

「俺があの夜、引き止めたせいで……」

　私は話を聞いていて、やはりバタフライ効果を思い出していた。

　一見、関連性のない物事が、実はある出来事を起点として発生し、連れん鎖さ的に他の物事に影えい響きようを与あたえ、予測もできないほど重大な事態へと発展していく。この時、起きていた現象はまるで、そのバタフライ効果のお手本のような事態だった。

　岡部は必死になって、何か解決につながる手段や状況を覆す方法はないかと考えたという。そして、ハッとした表情で口を開いたそうな。

「……！　タイムリープマシンで!!」

　だが、それにこの時間軸の私はやや眉まゆを曇らせながら応こたえたという。

「それじゃ、最大四十八時間までしか遡れない」

　タイムリープマシンで何ができて、何ができないのか。その性能の限界は開発者である私自身が、誰だれよりもよく知っていることだ。〝この時の私〟は、それを指摘せずにはいられなかったのだろう。

　そしてその性能限界は、幾いく度どとなく時間跳ちよう躍やくを繰くり返した岡部自身も知ち悉しつしている事じ項こうだった。その〝私〟の言葉に、彼はただうめくしかなかったという。

「あの夜までは、届かない……」

　万ばん策さく尽つきたのか？

　そんな奈な落らくに落ちるような感覚が、岡部の総身を貫つらぬいたそうだ。

　一体、どうすればいいのか!?

　そう苦く悩のうしかかった時、不意に横合いからかけられた声があったという。

「あっ、オカリン！」

　バッと、岡部も阿万音さんも、〝この時の私〟もその声が放たれた方向へと振ふり返った。

「クリスちゃんとスズさんも一いつ緒しよだ～♪」

　黄昏たそがれの光の中、そう声をかけてきたのは椎しい名なまゆりその人だった。




　　　　☆




　振り返った一同の目に入ってきたのは、ゆっくりと手を振るまゆりと、スーパーのビニール袋ぶくろを下げた橋田の姿だったそうだ。ふたりとも手にした荷物はお菓か子しや食べ物で、あたかもパーティーの準備をしてきたような風ふう体ていだったという。

　ふたりは上じよう機き嫌げんな表情で岡部の元に近づいてきたらしい。

　その様子に、岡部は慌あわてたように問うたそうな。

「お前たち、帰ったのではなかったのか!?」

　焦あせる岡部の様をよそに、まずは橋田が。次いでまゆりがのんびりと応えたという。

「まゆ氏が、やっぱり完成祝いするべきって言うから……」

「ダルくんとふたりで買い出しをしてきたのです！」

　そののんきな様子に岡部は思わず声を荒あらげてしまったそうだ。

「……今日は解散だと言っただろう！」

　怒ど鳴なり声にも似た語調に、思わず目をパチクリさせるまゆり。彼女の表情に、岡部は深く心が痛んだと話す。自分に原因があることなのに、まゆりにそんな顔をさせてしまったのが、どうしても辛つらかったのだと。

　その心の内を察してか、この時の私はフォローするようにまゆりに話したそうだ。

「ごめんね、まゆり。これから私たち重要な話をする予定だったの……」

　だが、まゆりはそういってフォローの言葉を舌に乗せる私には、一いち瞥べつもくれなかったようだ。ただ、じっと岡部のことを見つめていたと……。

　岡部はこの時、自分のことをまゆりに気づかれていたのではないかと感じたらしい。

「オカリン……？」

　気き遣づかわしげに、自分の名を呼ぶまゆりの姿が、この時の岡部にとっては何よりも苦しかったという。

　こんな顔を。

　こんな声を。

　こんな辛つらさを。

　他ならぬ自分が、まゆりに味わわせてしまっているのだと。

「とにかく今日のところは帰ってくれ。完成祝いはまた改めてやろう」

「……分かった」

　岡部の言葉に、まゆりは浮うかない顔でそう応じ、そしてその瞳ひとみを伏ふせたという。その上で、彼女はもう一度顔を上げ、まっすぐに岡部を見て言った。

「でも、危ないことはしないでね。まゆしぃは心配なのです」
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　この声を受け、岡部は思わず泣き出しそうになったそうだ。だが、それを堪こらえ、なんとか彼は微び笑しようを浮かべて言葉を返したのだそうな。

「大だい丈じよう夫ぶだ、約束する」

　その言葉は間違いなく、虚きよ偽ぎだ。

　けれど幼い頃ころ、岡部はすでに彼女を守るためなら、どんな噓うそでも何回であろうとつくと、つき通すと己おのれに銘めいじていた。罪悪感がないわけではない。だが、それ以上に守らなくてはならないものがあったのだ。

　それを感じたのか、それとも岡部の言葉を信じたのか、まゆりは「うん」と言ってうなずいたという。

「それじゃあ、また明日！」

　そう言って元気よく手を振って去って行くまゆり。

　その姿を見ながら、岡部はいっそ今のすべてが自分の見ているただの悪夢に過ぎなければいいのに、と強く思ったそうな。

　いや、もしかしたら実際に単なる夢なのではないかとさえ。

　だがそんな彼の夢想を、通りがかったサラリーマン姿の男たちの雑談の声がかき消したという。

「……電車、止まってるって」

「マジかぁ？」

　岡部はその声に、携けい帯たい電でん話わを取りだして時間を確かく認にんする。

　すでに時刻は18時49分。……もうすぐ、まゆりが世界に殺される時間だった。

　時刻表示を見て硬こう直ちよくする岡部に、阿万音さんが声をかけたそうな。

「……タイムマシンを修理するしかない」

　彼女は決意に満ちた声こわ音ねでそう呟つぶやいた。

　そしてその決意は、同時に岡部のものでもあった。




　　　　☆




　その後、岡部はまず五時間前──つまりタイムリープマシンの完成した時間まで時間跳躍を行ない、しかる後にそこから改めてマシンによる時間遡そ行こうの最大限度である四十八時間前、８月11日まで時を遡さかのぼった。

　その時間の旅は、当初ジョン・タイターから託たくされた世界救済のためのミッションなどではなく、徹てつ頭とう徹てつ尾びまゆりというひとりの少女を救うためのミッションであったのだ。

　──ちなみに岡部にとっても、連続でタイムリープマシンを使用する経験は初めてのことだったという。当然ながら途と中ちゆう、五時間前時点の〝私〟にも事情を話し、協力を仰あおいだそうだ。しかもまた、マイフォークの話をして……orz。

　８月11日にたどり着いた岡部がまず行なったのは、階下へと降りてブラウン管工こう房ぼうでアルバイト中の阿万音さんにいきなり指を突つきつけることだったらしい。

「いたな、タイタァァァッッ！　貴様のタイムマシン、こないだの雨で壊こわれているぞォォォォォ!!」

　突とつ然ぜんこんなことを言われて、さすがに阿万音さんも大パニックに陥おちいったそうだ。無理もないと全力で思う……。

　ほとんど悲鳴にも似た絶ぜつ叫きようを上げて彼女はラジ館に飛んで行き、そしてタイムマシンが故障していることを確認すると、岡部に事情の説明を求めたという。

　最初、彼女は岡部がＳＥＲＮに洗脳されたのかと疑っていたようだ。

　しかし、岡部曰いわく「真しん摯しな説得」によって彼を信用したそうな。正直、もっと穏おん便びんなやり方はなかったのだろうかと思ったけれど、結果的にはどうもこれが一番手っ取り早かったらしい。

　二日後に阿万音さんから話された内容をそのまま話し、タイムリープ前に取り決めたことをもう一度繰り返した結果、予想よりも事態はスムーズに動いたそうだ。

　そして彼はラジ館からこの時間軸じくの私に電話をかけ、また不毛な問答の反復作業を行なった後に、〝私〟に橋田をラジ館へと引っ張ってくるように依い頼らい。

　途中、遭そう遇ぐうしたまゆりとともに、〝この時の私〟と橋田はラジ館最上階のタイムマシン前までやって来たとのことだった。

　タイムマシンを前にした橋田の反応は、まさに歓かん喜きの一語だったという。矯ためつ眇すがめつ人工衛星に似たそのフォルムを観察し、あちこちをいじくり倒たおしたそうな。

「未来人スゲー。マジぱねえっす！」

　感動に打ち震ふるえながら、機器や座席を子細に眺ながめて橋田は言う。その彼に、岡部は短く問うたそうだ。

「直せるか？」

　初めて見る未来科学の所産に感激するのは当然だし、仕方のない流れではあったのだが、同時に岡部には──いえ、この時の私たちには余よ裕ゆうがなかった。

「阿万音氏、自分では無理なん？」

「あたしにはチンプンカンプン。作ったのは父さんだから……」

　橋田に問われ、阿万音さんは残念そうに首を振る。マニュアルは完全に頭に叩たたき込んでいたそうだが、さすがに細かいテクノロジーや実際の機器に関してはどうも手に負えない部分が大きいようだった。

　その消しよう沈ちんする阿万音さんの様子に、この時間軸の私は口を挟はさむ。

「２０３６年のタイムマシンを、現代の技術で直せるわけ……」

　この時、この〝私〟はまだ岡部からまゆりの事情までは聞けていなかったそうで、そのためにこうした言葉が出てしまったらしい──電話越ごしでは、さすがにそばにまゆりがいる可能性を考えて話せなかったのだそうだ。

　だから、岡部は〝私〟の言葉をあえて途中で遮さえぎって言い放った。

「やってみなければ分からん！」

　強い語調。

　その岡部の様子に、その場の全員が彼に注目せずにはいられなかったという。

「とにかく、二日でなんとかしてくれ、ダル。お前だけが頼たよりだ」

「なんで二日なん？」

　強こわばったような声こわ音ねと緊きん張ちようした顔色でそういう岡部に、当然の問いを橋田は投げかける。それは、まゆりが二日後に世界線の収束によって死を迎むかえるという説明をまだ受けていない以上、当然の問いだった。

　しかし同時に、まゆりもこの場にいる以上、岡部はその理由を説明できずにしばし言い淀よどんだという。

　わずかな逡しゆん巡じゆんの時。

　その数秒を経て岡部は思い切るように口を開いたそうだ。

「とにかく二日だ！　もし二日で直せたら、なんでも言うことを聞いてやる」

　それは、常の彼ならほとんど口にしない言葉だ。

　いつもなら、こうした時に岡部はわけの分からない論理をこねくり回して、最後には強権的に仕事に向かわせる。こうした物言いだけでも、岡部がどれだけ必死で、どれだけ真しん剣けんかが明白だった。

「先生！　フェイリスたんと一日デートがしたいです！」

　とはいえ、あまりにその真剣さ具合がそれまでの──この時間軸における──岡部のそれと食くい違ちがっていたため、それを茶ちや化かすようにか橋田はわざと無理難題を口にしたらしい。

　だがしかし。

「分かった。なんとかしよう」

　この時の岡部の状態は彼が考えているほど、甘い状態ではなかったのだ。ほぼ即そく答とうに近い状態で言葉を返す岡部に、橋田は困ったように返事をしたという。

「……いやあ、無理っしょ？」

「俺に不可能はない。信じろ」

　間かん髪はつ入れぬ岡部の反応に、さすがに橋田も事態の異常さを理解したらしい。それまであった軽口を叩くような雰ふん囲い気きが消え、彼はじっと岡部を見つめた。

　高校の頃からもう二年以上になるつき合いの相手。

　ラボメンになった時期こそ大学に入ってからだけれど、岡部にとって彼は〝頼れる右みぎ腕うで〟と呼ぶ間あいだ柄がらの人物なのだ。

　そしてそれは、橋田にとっての岡部も同様のことだった。

「……マジ？　絶対？」

　念を押すように橋田は問う。

　しかし彼の問い質ただしている内容が、すでに〝フェイリスさんとの一日デート〟でないことは明らかだった。橋田が問うていたのは、「オカリンがそこまで言わなきゃならない状じよう況きようなの？」ということだ。少なくとも、話を聞いた私はそう感じていた。

　彼がそんな問いかけのやり方を選せん択たくしたのは、岡部がしている〝隠かくしごと〟が何であれ、それが明るみに出てはいけないのだと彼が察知していたからだろう。

　確かに彼は、岡部にとってこの上なく心強い〝頼マイフれエイバるリツト右ライト腕アーム〟だった。




　　　　☆




「私も手伝おうか？」

　岡部の頼たのみを聞き、橋田がタイムマシンの修理に取りかかろうとしたところで、この時間軸の私がそう尋たずねたそうだ。

　目の前で岡部がああしたやりとりをした以上、そこに何かがあると〝この時の私〟も感じ取っていたのだろう。だが、岡部はそれには否定の言葉を返した。

「いや、お前にはタイムリープマシンを完成させるという、重要な仕事がある」

　やや焦あせったような口調で、まっすぐな眼まな差ざしをして岡部は言ったそうだ。その様子を見て、〝私〟は得心したようにかすかにうなずいたらしい。

「そろそろラボに戻もどったほうがい……」

　その時だった。

〝私〟に岡部が帰ラボを促うながす台詞せりふを話している途中、いきなりまゆりが割り込むように話しかけてきたのだそうな。

「ねえ、みんな。もうひとつ何か忘れてない？　スズさんのお父さん探し……」

　まゆりの言葉に、一同はハッとしたという。

　タイムマシンの存在とその故障、そしていつもとは違う岡部の挙動に忘れていた事こと柄がらが、確かにひとつあった。それは阿万音さんがわざわざ２０１０年に寄り道をした理由。

　私が、ろくに言葉も交かわさず、いがみ合ってばかりだった彼女に親近感を抱いだいた理由……。

　何年も前に離はなればなれとなった、もう顔すら覚えていないという阿万音さんの父親。彼女は、そんな父親を捜さがすために東京に留とどまっていたのだ。

　──まゆりを始め、この時間軸の私たちはスムーズに阿万音さんに協力する気持ちになれるよう、この段階ですでにそうした内情を岡部から聞かされていた。いきなり自分の事情を他人に暴ばく露ろされた阿万音さんには、堪たまったものではなかったようだが。

　だが、この状況ではそれどころではないと思ったのだろう。彼女は残念そうにかすかな微笑ほほえみを浮うかべて、諦あきらめの言葉を口にしたそうだ。

「父さんのことはもういい……」

「よくないよぉ！」

　まゆりはいつもの間延びした口調で。でもそれでいて、断固とした口ぶりで阿万音さんの言葉を遮った。阿万音さんはそれに、ぽかんと口を開けて目を見張ったという。

　あまりにもその反応が意外なものだったようだ。

「スズさんがタイムマシンに乗ったのは、使命とかもあるけど、やっぱりお父さんに会いたかったからなんでしょ？」

　いつもはゆったりとした口調で語るまゆりが、この時ばかりは真剣だった。

「ん……」

　向けられる視線のまっすぐさとまゆりの話す言葉に、阿万音さんはわずかに目を伏ふせて口ごもる。

「だったら、まゆしぃは会わせてあげたいのです」

　まゆりの口調に激しさはない。

　しかし、そこに宿る意志の強さは、誰だれが聞いても感じ取ることができたろう。彼女の言葉に、岡部は決意したという。彼は阿万音さんに振ふり返って尋ねたそうだ。

「父親の名前はバレル・タイターだったな？」

「……それはコードネーム。本名は知らない」

　岡部に問われ、かすかなためらいの後に阿万音さんは答えた。その表情は間ま違ちがいなく、「まさか」とでも言わんばかりのものだったと岡部は言う。

「阿万音っていうのは？」

　そう問うたのは、この時間軸の私だったらしい。おそらく〝この時の私〟もまた、まゆりの言葉を受けた瞬しゆん間かんから、阿万音さんの父親捜しに協力するつもりになっていたのだろう。いえ、確実に私だけじゃない。

　ここにいるラボメン全員が、その気持ちだったはずだ。

　実際、岡部は時間の許す限り期限ぎりぎりまで彼女の父親捜しに費ついやすつもりでいたということだった。

「母さんの名前。手がかりは父さんの形見のこのピンバッジだけ……」

　言って阿万音さんは、小さなピンバッジを取りだしたという。

　それはくすんだ金色の合金製のピンバッジで、円に矢印を組み合わせたデザインのものだった。円形の部分は内側と外がい縁えんのふたつに分かれた構造で、内側には歯車の意い匠しようがあしらわれ、外縁には『ＯＳＨＭ＊＊＊Ａ　２０１０』の文字が刻印されていた。

　おそらくは歯車が時間を、組み合わせられた矢印がその時間を超ちよう越えつする──つまりはタイムマシンの概がい念ねんを表現したものではなかったかと、岡部はいう。

　まゆりは阿万音さんの掌てのひらの上に乗っているそのピンバッジを、携けい帯たい電でん話わのカメラで撮さつ影えいすると、にっこりと笑ったそうだ。

「お父さんは、２０１０年の秋葉原にいるんだよね？　それじゃ、まゆしぃはさっそく捜そう査さを開始するのです！」

　まゆりはびしっと敬礼をすると、そのまま秋葉原の街へと駆かけ出していったという。その後ろ姿を見て、阿万音さんは目を細めて言ったそうだ。

「椎名まゆり。いい子だね……」

　その想おもいは、彼女を見送る岡部にとっても同じものだった。

　そしてだからこそ、どんな犠ぎ牲せいを払はらってでもまゆりを助けねばならないと、岡部は決意を新たにしたのだという。

　それがどれだけ困難なことかは、もう幾いく度どとなく繰くり返されたタイムリープで知ち悉しつしている。しかし、できるできないではない。やるのだ。それしか、岡部には選せん択たく肢しが残されていないのだから……。




　　　　☆




　橋田がラジ館に残ってタイムマシンの修理を行なっている間、この時間軸じくの私はタイムリープマシンの開発にいそしんでいた。

　そして岡部自身は、そんな〝私〟と同じくラボでネットを使い、阿万音さんの持っていたピンバッジについて少しでも手がかりがないかと捜そう索さくを行なっていたのだという。

　検けん索さくエンジンを用いた画像検索を行なっている岡部に、〝この時の私〟はコーヒーの入ったマグカップを渡わたしながら言ったそうだ。

「ずいぶんと地道ね。……仮にも未来ガジェット研究所なんだから、もっと未来的な方法はないの？」

「そんな都合のいいものはない」

　そう、にべもなく岡部は言ったそうだ。

　実際問題として、ネットでの検索といえば橋田の方が得意だろう。

　彼ならそうした検索のためのプログラムを自前で組んでいるかもしれないが、岡部では専門外もいいところだ。よしんば、橋田が組んだ検索プログラムが存在していたとしても、岡部では到とう底てい扱あつかえまい。

　結果、地道に検索結果を睨にらみつけ、少しでも阿万音さんのピンバッジに近いデザインのものはないかと探し回るのが関の山というわけだ。

　そうしてネット内で捜索を続ける岡部をよそに、〝私〟はラボの開発室の方に潜もぐり込んで、何かごそごそとやっていたらしい。そして不意に、何かを口に出したそうだ。

「未来ガジェット二号、オルタナティヴ・エディション、バージョン2.67……？」

　岡部は聞こえてきた声に、ちらりと開発室の私を見たそうだ。

　そこで〝私〟は、竹とんぼにも似た未来ガジェット研究所の発明品を手に、それを眺ながめやっていたらしい。

「通つう称しよう、タケコプカメラー。ＣＣＤカメラが本体下部に搭とう載さいされている」

　岡部はその〝私〟の様子に、その発明品の通称と概がい要ようを口にした。

　──ちなみに、今の私はこの時点ですでにこの発明品について説明を受けているのだが、この世界線ではそうした事じ項こうが異なっていたらしい。彼も、そうした世界線や時間軸の変動がもたらす奇き妙みような相そう違いに軽い驚おどろきを覚えつつ、あえてその説明をしたのだと語った。

「……意外とまともそう。これで上空から探すっていうのは？」

　この時間軸の私はそう問うた。

　これも、この未来ガジェットのことをよく知らない、「この世界線の、この時間軸での牧瀬紅莉栖だから出た疑問」だ。今この内容を聞いている私は、それができない理由をよく知っている。

「カメラも一いつ緒しよに回るので、撮影された映像も高速回転している」

「バージョン2.67で、そんな不具合が直ってないの？」

　この岡部の解答に、〝私〟は不可思議そうな表情をしたという。ちなみにその疑問は、最初に説明を受けた時に私も思った内容だ。その時は、時間がなくて細かい説明までは聞けなかったのだが、思いがけないことにこんなところでその解答を私は聞くことになる。

「それが初号機だ。ネーミングは、バージョンも含ふくめてダルの趣しゆ味みで、特に意味はない」

　ああ、なるほど。

　確かに人によっては、やたらとネーミングに数字を混ぜたがることがある。物事を管理したいという欲よつ求きゆうが高まった結果なのだろうけれど、大たい抵ていは意味のないまま終わるものだ。どうやら橋田も、傾けい向こう的にはそちらの方らしい。

　もっとも彼は、きちんとうまく管理できるタイプの珍めずらしい人間のようだが……。

〝私〟が橋田のＨＥＮＴＡＩ方面以外での趣味を知り、未来ガジェットをしげしげ眺めていると、予期せぬタイミングでラボの扉とびらが開く音が響ひびいた。

　一いつ瞬しゆん、この時間軸の私は身を強こわばらせ、〝今〟ＳＥＲＮのラウンダーが襲しゆう撃げきをかけてくることはないだろうと見当をつけていた岡部は、不意の来客にかすかな一いつ驚きようを覚えて扉の方を見やった。

　するとそこにいたのは、ナップザックを肩かたにかけた阿万音さんだったという。彼女の姿を見て岡部は声をかけた。

「……ダルは？」

「まだ残って、作業を続けてる」

　言って彼女は、ナップザックを降ろしてその中からニキシー管によく似た計測装置を取り出した。それを見て岡部はその装置の名を呟つぶやく。

「ダイバージェンスメーター……」

　その呟きに、阿万音さんは嘆たん息そくしたらしい。

「やっぱり、タイムリープする前にあたしからこれを見せられてたんだね。……ってことは、誰がこれを作ったかも分かってるかな？」

「ああ……。俺、なんだろう？」

　阿万音さんの問いを受け、岡部は目を細めて答えたそうだ。

「そう、正確には今から11年後の君がこれを作るんだ。……どうやって作ったのかは皆かい目もく見当もつかないけどね」

　岡部の答えに、阿万音さんも悪戯いたずらっ子のような微笑ほほえみを浮かべて言葉を返した。それに対して、岡部もまた声を返したという。

「だろうな……。これはダイバージェンスの変動──世界線の移動を観測できるリーディングシュタイナーの持ち主。つまり俺にしか意味のない装置だからな」

　説明するように言う岡部。それは彼曰いわくでは、確かく認にんでもあったという。しかしそこに、この時間軸の私が嚙かみついたそうな。

「はぁ？　それじゃ、意味ないじゃない。もっとまともなものを作りなさいよ、岡部」

「……な!?」

　言われた岡部は、〝私〟を振ふり返って反論しようとした。しかしその瞬間、この時間軸の私の瞳ひとみに宿る好こう奇き心しんの光を見て絶句したという。

　タイムマシンを目の前にした時や、前の時間軸の私がダイバージェンスメーターを目にした時は、曲がりなりにも緊きん迫ぱくした局面だった。だから、実験大好きの好奇心の塊かたまりの私も自重していたのだろうと岡部は言う。

　けれどこの時、そうした緊きん張ちよう感かんや緊きん迫ぱく感かんから解放された状じよう況きようで未知のテクノロジーを前にした〝私〟は、まるで猫ねこじゃらしの前の猫のような表情をしていたそうだ。

　生き馬の目を抜ぬくような研究者の世界を生き抜くため、ポーカーフェイスの技術を身につけた私がそんな状態になるくらい、そのダイバージェンスメーターは魅み力りよく的なものだったようだ。生憎あいにく、直接目にしていないので実感はないが、まあ分からないでもない。

　いずれにせよ、岡部はここで話しても無む駄だと割り切ったらしい。

「あ～、助手。お前はここでタイムリープマシンの開発を続けておいてくれ。俺たちはちょっと屋上で話をしてくる」




　　　　☆




　ラボの屋上。

　星空を、薄うすいスモッグと照てり映はえる都市の光が覆おおい隠かくす天上の下で。

　岡部は阿万音さんと向かい合っていた。彼女はニキシー管に似た計測装置を改めて差し出し、岡部に言ったそうだ。

「……やっぱりこれは、作った本人である君に預けておこうと思って」

　岡部の視線が、阿万音さんの持つダイバージェンスメーターの数値に吸い寄せられる。

　0.337187。

　その数値は、タイムリープを行なう前。ラジ館で未来の阿万音さんから見せられた時とまったく同じ数値のままだったという。

　岡部はこれを見て、タイムリープでは世界線の移動が発生していないか、発生していてもダイバージェンスメーターやリーディングシュタイナーでも感知できないほどの微び細さいなものに過ぎないのだろうと推論を立てたらしい。

「この数字が、一％を突とつ破ぱさえできたら未来は変わる。それを認識できるのは、リーディングシュタイナーの能力を持った君だけ……」

　言われて岡部は、ひとつの疑問を阿万音さんにぶつけたという。

「……未来の俺は、死ぬ前にそれをおまえに託たくしたのか？」

「ううん。あたしは一度も会ったことはない。君はさ、あたしが所属しているレジスタンスの設立メンバーだったんだよ」

　首を振り、阿万音さんはぶつけられた質問に答える。その答えの後半は、すでに未来の彼女から岡部が聞いていた内容だった。

「レジスタンスを設立……」

　岡部はどうしても、阿万音の言うような未来の自分像が想像できなかったという。ＳＥＲＮに抵てい抗こうする、レジスタンス組織の設立者。如何いかにそれが小さなものだろうと、組織を作る難しさは今の岡部も知っている。

　彼には、己おのれの未来の姿がそんな組織を設立できるほどの社交性と政治力を持った人間となるようには到とう底てい思えなかったのだ。

　と同時に、彼は自じ嘲ちようめいた笑いがこみ上げるのも感じていたという。

　──未来の俺は、まだそんな厨ちゆう二に病びようめいたことを続けていたのか、と。

「下らない……。まゆりを助けることもできず、のうのうと生き続けた揚あげ句くに、そんな厨二病みたいな真似まねを……！」

　胸が張り裂さける思いでその時の岡部はそう、呟いた。だが、眼前に立つ少女──阿万音さんは、強い語調でその岡部の言葉を否定したという。

「下らなくない！」

　ハッとして岡部は阿万音さんを見つめる。岡部の視界に入ったのは、真正面から彼を見つめる意志の強い眼まな差ざし。そしてそのまなじりからかすかにこぼれ落ちかかっている涙なみだだった。

「……世界に自由を取り戻もどそうとする、勇ゆう敢かんで立派な志だよ！」

　その視線とかすかな涙に、岡部はこの時気づいたそうだ。

　たとえその契けい機きが何であれ、未来の人々にとって──阿万音鈴羽という少女にとって、岡部倫太郎の作り出したレジスタンスは、希望なのだ。

　すべての自由意志を刈かり取り、世界統治の名の下にあらゆる人々の願いを圧おし潰つぶし、踏ふみ砕くだく。そんなＳＥＲＮの作り出した絶望の闇やみの中、すでに死んだ英えい雄ゆうである岡部の遺のこしたレジスタンスは唯ゆい一いつ無二の光明だ。

　おそらく、岡部自身がすでに死を迎むかえているように、レジスタンスの設立以来、数多くの烈れつ士しがその理想に殉じゆんじて命を落として行ったのだろう。そして、阿万音さんの父親もそこに含まれていたに違ちがいない。

　である以上、設立者である岡部が──たとえ別の時間軸じく、違う世界線の人間とはいえ──それを否定するような言葉を口にするのは、阿万音さんにとっては耐たえられないことだ。岡部は彼女の表情に、それを察して黙だまり込んでしまったという。

「……」

　そして彼は、無言のまま阿万音さんの持つダイバージェンスメーターに手を伸のばした。ニキシー管によく似たレトロな外見の計測装置が、その時の岡部にまるで無数の人々の命の重みそのもののように思えたという。




　　　　☆




　結局この時、岡部やまゆりたちの捜そう索さくにも関かかわらず、タイムリミットである13日までに阿万音さんの父親を見つけることはできなかったらしい。

　しかしたったひとつ。

　秋葉原で小物の露ろ天てん商しようを営む人物から岡部は重大な手がかりを得ていた。

　その露天商はピンバッジを自主製作しているそうで、11日の夜に阿万音さんの持ってきたピンバッジによく似た品を作って欲しいと持ち込んだ人物がいたというのだ。

　だが、タイミング悪あしく、その人物を確保することはできなかったようだ。

「だから俺は、タイムリープマシンで11日まで時間を遡さかのぼった。直接、露天商のところにピンバッジの作成依い頼らいが持ち込まれる瞬しゆん間かんを押さえようと思ってな」

「えっ……？」

　私はその言葉を聞き、深い驚おどろきを禁じ得なかった。

「どうした？」

「うっ、ううん。何でもない」

　不思議そうに岡部は問う。けれど私は、その問いを首を振って紛まぎらわした。

「そうか……」

　その私の言葉に納なつ得とくしたのか、それとも別の理由か、岡部はそれ以上の追究を行ないはしなかった。

　そう、うすうす感じてはいたが、もはや岡部はタイムリープを行なうことに何のためらいも感じなくなっていた……。

　当然ながら、タイムリープマシンは単に未来の記き憶おくを過去の自分に移し替かえるだけの機械だ。うまく過去の自分に記憶が転写できなければすべては終わりだし、それによって発生するだろう齟そ齬ごについてもきちんとデータが取り切れているわけじゃない。

　何より、時間というデリケートな存在が度たび重なる干かん渉しようを受けることでどのような問題を引き起こすかも未知数のままだ。

　それでも話から類推するに、当初の岡部はまだタイムリープへのためらいを持っていた。けれど、今こうして幾いく度どとなく繰くり返された時間跳ちよう躍やくの時の出来事を話す岡部は、もうそこへの禁きん忌き感を持っていない。

　そしてその兆候は、阿万音さんの父親捜さがしの段階で完全に極きわまっていたようだ。

　彼にとって時間はもはや何度でも繰り返せるもので、ミスがあればそれを時間跳躍によってやり直すことはいとも容易たやすいこととなり果てていたのだ。

　そうして再度、８月11日に戻った岡部は、計画通り露天商にピンバッジの作成依頼が持ち込まれたその現場へと乗り込んだという。

「……驚いたよ。何せ、そこにいたのはダル。お前だったんだから」

「な、なんだって──ッッ!?　って、ホントかお？」

「本当だ」

　苦く笑しようめいた表情で岡部はいう。当然、橋田からしてみればそれは青せい天てんの霹へき靂れきである。

　岡部が話すこの時間軸の橋田が、露天商にピンバッジの作成依頼をした理由。

　それは、たとえ阿万音さんの父親が見つからなかったとしても、この秋葉原の街にそれに該がい当とうする人物が確実にいたという〝証しよう拠こ〟を作っておくためだったという。

　もし父親と会えなくても、確かに同じ時代と場所を共有することができたのだという思い出を彼女に与あたえたかったのだと。

　もちろん、それは噓うそだ。

　実際にはこの時、彼女の父親の手がかりは完全に消失した状態にあった。言葉を変えれば、橋田の行こう為いは阿万音さんを騙だますことなのだ。

　当然ながら、岡部はそれに対して小さくない怒いかりを感じたという。

「……だが、違った。それは本当にダルの優やさしさから出た行為だったんだ」

　橋田の告白を受け、岡部は彼に食ってかかったそうだ。思わず殴なぐりそうになったと、岡部はその時のことを述じゆつ懐かいする。

　その剣けん幕まくに押されてか、橋田は思い詰つめた様子で自身の動機を口にし始めたそうだ。

　橋田が他人を騙すような、らしくないことを始めた理由。それは、阿万音さんの乗ってきたタイムマシンが一方通行と言うことだった。

　もし阿万音さんが無事にその使命を果たしたとしても、彼女は２０３６年へと帰き還かんすることはできない。飛んだ先の１９７５年から、もう一度人生をやり直さねばならないのだ。

「肉親もいない、友人もいない、知人すらいない……。生まれ故郷から遠く離はなれた場所で、たったひとり、孤こ独どくに……」

　私は七年前、パパと離ればなれになった。それだけでもあれだけ寂さびしかったのだ。

　でも、私にはママがいた。少ないけれど、友達がいなかったわけじゃない。今じゃ、研究所の先せん輩ぱいや教授、同どう僚りようたちもいる。日本に来て、親友もできた。

　けど、けど、けど……。

　阿万音さんは……、阿万音さんは……。

　帰ることのできない旅。

　果たして、どれだけの覚かく悟ごを背負って、彼女はそんな旅に出たのだろう。

　父親の遺志。

　仲間たちから託された志。

　世界を変えるという使命。

　どれほどの……、どれほどの想おもいがあれば、そんなことを成そうなどと思えるのだろうか？

　情熱や誇ほこり、信念や意志。

　どんな言葉でもいい。それらがどれくらいあれば、こんな自分を殺した行ないができるというのか？

　橋田が、たとえ幻げん想そうでもいいから彼女に希望と思い出を上げたかった理由がよく分かる。私たちは、自然と沈ちん黙もくせずにはいられなかった。

　そして岡部は、無言で黙り込む私と橋田をよそに、話を続けるのだった。




　　　　☆




　翌日。８月12日。

　岡部にとって、阿万音さんの正体を知ってから二度目の８月12日。

　ラボメンの一同──岡部、まゆり、橋田、〝私〟、そして阿万音さんは、休きゆう憩けいの昼食をラジ館の屋上でとっていたそうだ。

　青空の下、まるで遠足のお弁当の時間のように、みんなで車座になって食事をとる穏おだやかな時間。それは阿万音さんにとっては生まれてこの方、一度も経験したことのないひとときだったことだろう。

　しかし同時に、それは13日から11日にタイムリープした岡部にとっては、二度目の出来事だったという。

　最初に同じようにして12日にラジ館屋上で食事をした時と同様に、岡部と阿万音さんは車座になるラボメン一同から少し離れたところで、屋上のフェンス越ごしに秋葉原の街を眺ながめていたそうだ。

　そして、〝前回の12日〟と同様に阿万音さんが岡部に話しかけたという。

「あのさ。今、言わないと機会を永遠に逃のがしちゃいそうだから言うけど……。あたしさ、君たちにはほんと感謝してるんだ」

　岡部はそういう阿万音さんの顔を何も言えずに見つめたそうだ。

　……〝前回の12日〟とまったく同じ言葉を紡つむぐ阿万音さんの顔を。

「初めてこの時代に来た時、知ってる人は誰だれもいなくて……。この時代の方がすごく平和なのにさ、何だかあたしにとってはすごく怖こわかった……」

　阿万音さんは言いながら、その平和な秋葉原の街を見つめ続けたという。

　まるでその光景を胸に刻みつけるように。

　未来を、こんな風に平和な世界に変えてみせると決意するように。

　ここに、自分の父親が生きているのだという事実を愛いとおしく思うように。

「でも今は、こうしてたくさんの仲間が出来た」

　そう呟つぶやき、阿万音さんは車座になって座るまゆりや橋田、〝私〟の方に視線を移したそうだ。彼女の表情は、まるで透すけて見えそうなほど儚はかなげだったという。

「この時代に来ることが出来て……。君たちと同じ時間が過ごせて……。あたし、ほんとに楽しかった。ほんのちょっとでも、ラボメンの一員になれてよかった。君たちと一いつ緒しよにいられて……、よかった」

　彼女が東京に来て、秋葉原の街に来て二週間ほどの時間。

　その短い時間が、何よりも愛おしく大事だと言わんばかりに、阿万音さんは言う。……まるで、それが遺ゆい言ごんでもあるかのように。

　岡部は言う。

　そう、確かに阿万音さんが話していたのは、遺言だったのだ。少なくとも彼女がその覚悟であるのは間ま違ちがいなかった。

　彼は自分の記憶にある、〝前回の12日〟に阿万音さんが話した内容を思い出していたという。その時、彼女は「岡部倫太郎。きっと未来を変えてね。今みたいな自由な世界に変えて」と言ったそうな。

　そして〝前回の12日〟、彼女の悲ひ壮そうな決意を知らなかった岡部は、気楽に「どうしたんだ？　何故なぜ、そんな感傷的なんだ？」と返してしまったらしい。

　岡部はこの前夜、橋田から彼女が１９７５年に行ったらもう帰って来られないと聞いた時から、この言葉を発したことを後こう悔かいしていたのだという。

　だから、阿万音さんが〝前回の12日〟同様に「岡部倫太郎。きっと未来を──」と呟いた瞬間、岡部は彼女の言葉を遮さえぎるように叫さけんでいた。

「きっと未来を変える！　今みたいな、自由な世界に変えてやる！」

　突とつ然ぜんの彼の様子に、阿万音さんは目をパチクリさせたという。無理もないだろう、誰だっていきなりそう言われれば、驚かずにはいられない。

「岡部倫太郎？」

「思い出を。……思い出を作ったことを、後悔してないか？」

　岡部にそう言われ、阿万音さんは目を見張ったそうだ。岡部は、ここで彼女が〝あること〟に気づいたのだろうと振ふり返って言う。

　しかしこの時は、そうした彼女の変化にそこまで頓とん着ちやくできる余よ裕ゆうはなく、ただ言葉を続けることしかできなかったそうだ。

「別れが……、必然ならば。最初から俺たちと仲良くなどならなければよかったと、後悔していないのか？」

「……ひょっとして、橋田至いたるから聞いた？」

　軽く嘆たん息そくするように、阿万音さんは問うたらしい。

「あいつも、おまえのことを心配している」

　その岡部の言を受け、阿万音さんは今度こそ深い息をついたという。それこそ、ちょうどやれやれと言わんばかりに。そして、決意を込めて彼女は言い放ったそうだ。

「あたしは行くよ」

　強い意志を伴ともなう、言葉。

「未来を変えることが、父さんの遺志だったから……」

「そのためなら、おまえ自身はどうなってもいいというのか!?」

　再び、岡部は叫ぶように問うた。だが、それに対して返ってきたのは、微笑ほほえみだったと彼は話す。

「70年代だって、悪くないよ」

　深い。深い微笑み。

　すべてを受け入れ、けれど決して諦あきらめたわけではない、深い笑み。
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　岡部は、自分とほとんど変わらない年のこの少女に、そんな笑みを浮うかべさせてしまう自分を、何よりも恥はずかしく、不ふ甲斐がいなく思った。

「そこでまた君たちみたいな友達を作って……」

　阿万音さんは視線を転じ、再び車座になって座るラボメン一同を見る。そして次にその目を空に向けたそうだ。

「……自由に生きて行く」

　それは、彼女のゆるぎない決意の宣言だった。




　　　　☆




　そしてさらに一日が経たち、ついにタイムマシンの修理がほぼ終わったという連れん絡らくが橋田から岡部に入った。それは、この時間軸じくの私がラボでタイムリープマシンを完成させ、その調整を確かく認にんしていたところだったという。

　世界線の収束による、まゆりの死の時間まで後四時間ほどというタイミングだった。

「今のは？」

　携けい帯たいを切った岡部に、〝この時の私〟が尋たずねたそうだ。

「ダルだ。大体、修理が終わったらしい。これから最後の配線をつなぐそうだ」

「……間に合ったのね」

「ああ」

　安あん堵どの言葉を紡ぐ〝私〟に、岡部は浮かない顔で生返事を返すしかできなかったらしい。どうしても彼としては、まゆりを助けるために阿万音さんを犠ぎ牲せいにしているのではないかという意識が拭ぬぐえなかったそうだ。

「やっぱり、悩なやんでるのね」

　岡部の状態を察して言う〝私〟の言葉に、岡部は無言でうなずいたという。そしてそれに、この時間軸の私は少し悲しげな表情で声をかけたそうだ。

「岡部……。あなたの気持ちは分かるわ。でも、これは阿万音さんの決断よ。彼女がそうと決めた以上、私たちにそれを邪じや魔まする権利はない」

「……分かってる。分かっては、いるんだ」

　ただ、苦しげにそれだけの言葉を唇くちびるに乗せる岡部。

　そんな岡部に近づくと、この時間軸の私は彼の手を両手でぎゅっと握にぎりしめたという。

　──今の私の認識で言うと、どうも私は総じて相手が傷ついていると大だい胆たんになる傾けい向こうがある気がする。そうでない時でもそうなれたらと思うのだが。

「岡部……。納なつ得とくできない気持ちも、よく分かる。私も同じ気持ちよ。阿万音さんは、もう大切な私たちの仲間なんだから……。でも、だからこそ彼女の決意を大事にしてあげましょう？」

　言われて岡部は、〝この時の私〟を見つめたそうだ。

「そうだな……。代われるものなら、俺が鈴羽の代わりに１９７５年に行きたいくらいだ。だが……、それはあいつにとってはそれこそ余計なお節せつ介かいなんだろうな」

　そう呟いた岡部に対して、まだ彼の手を握ったままの〝私〟はぐいっとその手を引っ張ったそうだ。

「だから、せめて……。せめて、笑って送り出してあげましょう。私たちの大切な友達を」

　岡部は私の言葉にうなずき、そしてラジ館へと向かうことを決意したという。支し度たくして、ラボから階下に降りた岡部と〝私〟は、ブラウン管工こう房ぼうの前に駐とめられていた、阿万音さんの自転車に目をとめたそうだ。

　いや、正確には先にそれに気づいたのは、この時間軸の私だったらしい。

「……ねえ、岡部。阿万音さん、あの自転車も持って行くのかな？」

　そう問われた岡部は、前夜に阿万音さんと交かわした会話を思い出したという。彼女はすでにその時点で、タイムマシンが修理でき次し第だい、１９７５年に旅立つつもりで数少ない荷物もすべてラジ館に持ち込んだと言っていたらしい。

「いや、すでに持って行く荷物はまとめたと言っていた。……それに、あの狭せまいタイムマシンの中には入らないだろう？」

　岡部の返事を聞いた〝私〟は、思案げな表情をしてその阿万音さんの自転車に近づいて行ったそうな。そしてその前にしゃがみ込んでしばしの間、指を広げて自転車に当てたり、二の腕うでをかざしたりしていたらしい。

　どうやら自転車のサイズを測っていたようだと、岡部は言う。少しの時間、そうしていた〝私〟は、立ち上がると言ったそうだ。

「これなら、容積的にはあのタイムマシンにぎりぎり入るかも知れない。多分、タイヤを外せば大だい丈じよう夫ぶと思う」

　言われて、岡部は最初面めん食くらったという。

「だって、彼女。この自転車をすごく大切にしていたでしょ？　よく磨みがいていたじゃない」

〝この時の私〟は、今の私とは違ちがって、阿万音さんとの接せつ触しよく回数も多く、その行動もよく観察していたようだ。現時点の私には〝よく〟というほどそうした記き憶おくはないが、この時間軸の私は確信に満ちてそう言ったそうな。

　──おそらく、父親と離はなればなれであるということに親近感を抱いだいた結果、彼女が８月10日以降も秋葉原に留とどまったこの世界線では、私が阿万音さんを気にかける機会も格段に増えていたのだろう。

　逆に、この時点での岡部からすると、私と阿万音さんの関係はまるで天敵同士みたいで、寄ると触さわると喧けん嘩かするというものであったそうで、こんな発言を〝私〟がしたことに非常な驚おどろきを感じたらしい。

「お前がそう言うなら、持って行くのもやぶさかではないが……」

「じゃ、運んであげましょ」

　そう笑え顔がおでこの時間軸の私に言われた時点では、この後の苦労を岡部は予想していなかったという……。




　　　　☆




　それから約十数分後、岡部は全身の筋肉が悲鳴を上げるような状じよう況きように突とつ入にゆうしていた。

　ラジ館は現在、閉へい鎖さ状態にあり、当然ながらエレベーターなどは動いていない──いや、動かせないこともないが、そうすればラジ館に岡部たちが出入りしていることが外部に発覚する恐おそれがあったので、電気系統には手を加えていなかったのだ。

　つまり自転車を八階建てのラジ館の最上階に運ぶために使用できる動力は、ただひとつ人力のみ。それもラジ館にはスロープなどで各階をつなぐ構造はないため、自転車を担かついで階段を上らざるを得ない。

　結果、岡部は息も絶え絶えとなりながら力を振り絞しぼって自転車を運ぶ羽目に陥おちいってしまったというわけだ。

「ダァァ──ッッ、と！」

　そんなかけ声をかけながら、岡部はタイムマシンのある部屋の扉とびらを開き、自転車を肩かたから降ろしたそうだ。そのままゼイゼイと少々の間、荒あらい息をついていたらしい。

「あ、あたしの自転車……」

　それでも、戸と惑まどったように岡部が降ろした自転車を見てそういう、阿万音さんの声は聞こえたという。岡部の脇わきで、戸惑う阿万音さんに対してこの時間軸の私は言ったそうだ。

「タイヤを外せば、入るかなぁと思って。……お気に入りなんでしょ？」

　その言葉に、阿万音さんは嬉うれしそうに微笑んで言葉を返したという。

「……うん、大事にする。ありがとう」

　彼女の微笑みとその感謝の言葉に、岡部は苦労した甲斐かいがあったと自らも笑みを浮かべたらしい。そして、その数すう瞬しゆん後。タイムマシンの機体下部を覗のぞき込んでいたまゆりが突然、声を上げたそうな。

「分かったぁ!!」

　その声に、その場の一同──岡部と〝私〟、橋田と阿万音さんがまゆりにその視線を集中させる。彼女は元気よく振り返り、とても嬉しそうな表情を見せたらしい。

「まゆしぃ。スズさんのお父さんが誰だれなのか、分かっちゃいました！」

　岡部は突とつ然ぜんのこのまゆりの言葉に、頭が真っ白になったという。

　──もしかすると、自分たちが来る直前にそうした会話をしていたのかもしれないけれど、そうした状況の分からない岡部は、本当にこのまゆりの言葉を唐とう突とつに感じたとのことだった。

　何故なぜそんなことが分かったのか、知らない間に何処どこかで捜そう索さくをしていたのかと、無数の可能性と思考が岡部の頭の中を駆かけ巡めぐったそうな。それは周囲の人々も同様だったようで、次の声が出るまでにかなりの間があったと彼は言う。

「何ぃ!?」

「マジ!?」

　岡部も、橋田も、阿万音さんも、〝この時の私〟も、想おもいは同じだったようで、出た言葉は総じて疑問形だった。一方、まゆりはそれも予想の範はん囲い内だったようで、にこにことしながら言葉を続けたそうだ。

「しかも！　その人は今、このすぐ近くにいるのです！」

「どっ、どこに？」

　まゆりの言に、阿万音さんは思わず周囲を見回したそうだ。もちろん、それで自分の父親の姿が見えると考えてのことではないだろうけれど、動どう揺ようのあまりにそうなってしまったらしかった。

「ずっと思ってたんだ。ふたりはなんかお似合いだなぁって。でも、今分かりました。それはふたりが、親子だったからなのです！」

　嬉しそうな笑顔を湛たたえながら、まゆりはそう言ったそうな。

　瞬しゆん間かん、岡部は彼女の言う〝ふたり〟について思考を巡らせたという。彼がその〝ふたり〟が誰と誰を指すか、それに気づくまでの時間はそう長くはなかった。ただ、それを認めることが、あまりにも予想外すぎて難しかったという。

「おい、まさか……」

　岡部は自分の声が、想像以上にかすれているのを感じたそうだ。

　それが気の動転のゆえなのか、それとも阿万音さんの父親が見つかったことに対する歓かん喜きのゆえなのか、岡部自身にも見当がつかなかったらしい。ただ言えるのは、あまりにも意外でありながら、脳のう裏りに次々と納得いく傍ぼう証しようを思いついていくのが不思議だったそうな。

　まゆりはびしぃとその指を突つきつけて、ミステリーもので探たん偵ていがよくそうするように断定的な口調で宣言したという。

「スズさんのお父さんは、ダルくんです！」




　　　　☆




「スズさんのお父さんは、ダルくんです！」

　その答えに驚かぬ者は、まゆり本人を除いて、この場にはただのひとりとしていなかった。全員が無言で呆あつ気けにとられたそうな。

「……はいぃ？」

　唯ゆい一いつ、名指しされた橋田だけが、情けないような口調で声を漏もらし、首を傾かしげたという。そして、それに続く形でようやくこの時間軸じくの私が口を開いたそうな。

「それはジョークになってないでしょ。そもそも、このＨＥＮＴＡＩが結けつ婚こんなんて……」

「ちょ、その発言はひどくね？」

〝私〟の言に橋田が反論する。まぁ、確かにこの時間軸の私はひどいことを言っていると自分でも思う。問題は同じ状況に晒さらされた時、とっさに自分も同じことを言ってしまう気がすることだけれど……。

　まゆりの言ったことに眉まゆ根ねを寄せていた岡部は、ここでまゆりに説明を求めた。

「説明してくれ。どんな理由で、この結論に到いたったのだ？」

「まず、バレルって〝樽たる〟って意味でしょ？　樽……、ダル……、ダルくん？」

　その説明に、岡部曰いわく〝私〟は戦せん慄りつした口調で言ったという。

「駄だ洒落じやれ……？」

　そんな〝この時の私〟をよそに、岡部はさすがに呆あきれた調子でまゆりを追及したそうな。

「……そんなことが理由になるか」

「でも、スズさんがいたレジスタンスを作った人の中には、オカリンも、バレル・タイターさんもいたんでしょ？」

　岡部の追及にも負けず、まゆりは自説を曲げることなく説明する。その告げられた内容は、確かに一同が失念していたことで、岡部はハッとしたという。

「で、２０１０年のアキバでタイムマシンを独自に研究できて、オカリンのリーディングシュークリームに……」

「リーディングシュタイナー」

　まゆりの間ま違ちがいに、岡部は冷静に突っ込む。それを受け、まゆりも動じることなく説明を続けたそうな。

「──について知ってる人。ね？　ダルくんしかいないでしょ？」

　再び、一同を沈ちん黙もくが支配したという。

　確かにその点は筋が通っていたからだ。

　──無論、この時点でも反論の余地は大いにありすぎるほどあったが、それでもまゆりの態度があまりに確信に満ちていたために、どうにも二の句が継つげなかったという事情もあるようだ。

「そして、まゆしぃが見つけた一番の証しよう拠こは……」

　言ってまゆりは、半身をずらして視線をタイムマシンの機体下部へと向ける。岡部らが到とう着ちやくした時、まさにまゆりが覗き込んでいた場所だ。

　そこには、『ＦＧ２０４ 2nd EDITION Ver2.31』と書かれたプレートがはめ込まれていた。そのプレートを見つめ、阿万音さんが声を上げたそうだ。

「タイムマシンの名前……？」

　不思議そうにタイムマシンの名前のプレートを見つめる阿万音さん。その彼女に、まゆりは得意そうに声をかけたらしい。

「ＦＧ２０４、フューチャーガジェットのことだよ♪」

　その言葉に、一同は驚きの声を上げた。

「未来ガジェット……!?」

　そう、つまりこのタイムマシンは、〝私〟たちの属するラボ──未来ガジェット研究所の発明品だということだった。確かに考えてみれば、岡部がレジスタンスの設立者である以上、その発明品が後の組織の構成員たちに使われていても何の不思議もないと言える。

　だが、まゆりの推理はこれで終わりではなかったらしい。

「そしてね、この横にも文字があるでしょ？」

　まゆりに促うながされ、岡部はそのプレートに書かれている名前を読み上げる。最初はその意味に気づかなかった岡部も、読み上げていく内にまゆりが何を言わんとしていたのかに気づいたとのことだった。

「『ＦＧ２０４ 2nd EDITION Ver2.31』……！」

　岡部の隣となりで、同じく気づいた橋田が「わわわ！」とわななくように声を上げる。この時間軸の私もまた、呆ぼう然ぜんと呟つぶやいたそうだ。

「そのネーミングセンス……」

　そうだ。

　未来ガジェット研究所の発明品は、何も岡部が作ったものだけじゃない。中にはその他ほかのメンバーが作り出したものもある。そしてそれらの発明品の命名は、原則として製作者の自由意志に任せられていた。

　そんな中、たとえその発明品が最初のバージョンであったとしても、わざわざ後期バージョンのようにしてナンバリングを振ふってしまう癖くせの持ち主がひとりいる。

　そしてこのタイムマシンは、阿万音さんの父親がその死の前に作り、託たくしたものだった。

　もう、言うまでもないだろう。

　まゆりはきちんと、その人物の名を告げていたのだから。

〝その人物〟はまゆりの言葉の真意に気づくと、うめきとも感かん嘆たんともとれぬ声を上げる。そしてゆっくりと、背後にいた阿万音さんを振り返った。

　阿万音さんと彼の視線が交こう錯さくする。彼女はためらいがちに、〝その言葉〟を紡つむいだ。

「……父さん？」




　　　　☆




　阿万音さんにそう呼びかけられても、橋田はしばし反応できなかったという。やがて、弱々しく両手を広げて、何とか口を開いたそうだ。

「……そ、そういう時は、パパと呼びなさい」

　照れ隠かくしだったのだろう。語調も本当に弱々しくて、どうすればいいのか分からないという風ふ情ぜいだったという。とはいえ、あんまりにもあんまりだと思うと岡部に言うと、実際にこの時間軸の私もそう思っていたようだ。

「こんな時くらいＨＥＮＴＡＩはやめろよ」

　そう、突っ込んでいたらしい。

　実際、どうも私の中には、阿万音さんが父親と離はなればなれになっていたという話を聞いた時から、〝理想の親子の再会〟めいた幻げん想そうが居座っていたように思える。現実にはあり得ないと思いつつも、そうだったらいいなという願望だ。

　もちろん、それは押しつけに過ぎなくて。だからおそらく、〝この時の私〟も橋田があんまりにもあんまりな反応を見せてなければ、そうやって突っ込みはしなかっただろう。

　……しかし、思ったのとは逆に。

　その橋田の反応は幸いにも阿万音さんの緊きん張ちようを解きほぐす役に立ったらしい。阿万音さんは、涙なみだをこぼしそうになりながらも笑い、そして橋田にもう一度呼びかけた。

「父さん」

　万ばん感かんの思いがこもった一言だったと、岡部はいう。

　この呼びかけには、もう橋田も照れ隠しの言葉を返すことはできなかったようだ。ただ、自分の娘むすめであることをはっきりと認にん識しきした少女を見つめ、うなずいた。

「う、うん……」

「あたし、来たよ。父さんに会うために……。父さんの作ったタイムマシンに乗って……」

　途と切ぎれ途切れになりつつも、阿万音さんは言う。その最中、何度か涙を拭ぬぐっていたと岡部は話した。

「うん」

　橋田もまた、満足に言葉は返せない様子だったという。ただ、まっすぐな眼まな差ざしを娘に向けて、うなずきを返した、と。

「父さんのやろうとしてたこと、あたし、絶対にやりとげるから……。だから見てて欲しい」

　一体、どれほどの時間を、彼女は父親のことを思って過ごしたことだろう？

　その顔も覚えていられないくらい、幼い頃ころに亡なくなった父。

　果たしてどんな人だったのか、何を考えていたのか、自分のことをどう思っていたのか……。阿万音さんは、どれだけの昼と夜を、そのことを考えて過ごしただろうか。

　すべては私の勝手な思い込みかも知れない。

　先にも述べたように、父と娘にはこうあって欲しいという、ただの願望かも知れない。

　けれど、それでも。

　私はふたりが互たがいに思い合う親子であって欲しいと、そう願っていたのだ。

「うん、見てるよ。……絶対に見てる」

　橋田の言葉を受け、阿万音さんはにっこりと微笑ほほえんだ。そして彼の前へと歩み寄り、ぽすとその頭をその胸に預けたらしい。橋田はためらいつつも、彼女の背に手を回して抱だきしめ、阿万音さんもまた彼をぎゅっと抱きしめた。

「…………」

　ぎこちない、親子の抱ほう擁よう。

　それは阿万音さんにとって初めての……、その上でおそらくは最後の親子の抱擁だった。彼女は橋田の広い胸むな板いたに顔をうずめ、しばしそうしていた。

　……ややあって、場の空気に耐たえかねたか、それともそろそろ十分と考えたか、橋田が阿万音さんに声をかけたそうだ。

「ちなみに……」

　その声を受け、阿万音さんが顔を上げる。見上げる形で父の顔を眺ながめる形で、彼女は顔に疑ぎ問もん符ふを浮うかべた。

「……母さん、可愛かわいかった？　ロリ顔で背が小さくて巨きよ乳にゆうってのをキボンヌ」

　それは意図したものだったのだろうか？

　橋田が彼女に、母親のことを尋たずねたことで、阿万音さんは記き憶おくの中の母親のことについて思い出したようだった。おそらく彼女の中で、目の前の父親の姿と記憶の中の母親の姿が重なったことだろう。

　実際の光景ではない。

　それでも思い出の中で、少女は父と母の並ぶ姿を胸に刻むことができたはずだ。だからだろうか？　彼女は父の問いに対して、悪戯いたずらっぽく笑ってこう答えたそうだ。

「うふふ、それは内ない緒しよにしとく」




　　　　☆




　親子の再会と別れの時。

　その儀ぎ式しきは決して長い時間ではなかった。

　固い抱擁を交かわし、互いの愛情と慈いつくしみを確認し合ったふたりの時間に区切りをつけたのは、ずっと父と会うことを熱望していた阿万音さんの方だった。

　身をもぎ離し、別れがたそうにしつつも、彼女は意を決してタイムマシンへと乗り込んだ。

「……じゃあ、そろそろ行くよ」

「あぁ」

　別れの言葉を口にする阿万音さんに、岡部はあえて短く言葉を返したという。その脇わきから、まゆりも声をかける。

「まゆしぃたちのこと忘れちゃやだよ」

　そういうまゆりの目には、いっぱいの涙がたまっていたそうだ。

「気をつけて……」

　一方、〝この時の私〟は短く送別の言葉を送ったらしい。多分、言うべきことはこれ以上ないと思ったからだろう。必要なことは誰だれよりも橋田とまゆりが言ってくれていた。あとは、彼女に「あなたの味方はここにもいるよ」と分かってもらえれば十分なことだ。

　事実、阿万音さんは笑え顔がおで応こたえたという。彼女は分かっていたのだ。

　これから自分が向かうのは孤こ独どくな不帰の旅だけれど、それでも自分を想おもってくれる仲間が、父親が、確かにここにいるのだということを。

「あたしは大だい丈じよう夫ぶ。きっとＩＢＮ５１００を手に入れて見せるから。そして必ず君たちに託す。だから、お願い──未来を変えてほしい」

　そして同時に、彼女もまた仲間を想う心を胸に旅立つのだと、そう告げる。絶対に使命を果たし、未来を変える鍵かぎであるＩＢＮ５１００を岡部の元にもたらしてみせると。

「それじゃあ三十五年後にまた会おう。……君たちにとっては数時間後か。うふふ」

　阿万音さんは見送るラボメンひとりひとりの顔を眺めやると、笑みを浮かべてタイムマシンのハッチを閉じたという。その姿が見えなくなるのと同時に、まゆりが叫さけんだ。

「スズさん！」

　別れの言葉を口にしながら、誰もが彼女を引き留めたい気持ちでいたのだと岡部は話す。

　この瞬しゆん間かん、ようやく岡部は以前に彼女が──ジョン・タイターが言った世界を救う救世主になって欲しいという言葉を実感できたのだという。

　その言葉をどれだけの覚かく悟ごで彼女が言ったのか。

　一体、そこにどれだけの願いがこもっていたのか。

　当然のことだが、阿万音鈴羽という女性の生まれた未来。それは岡部にとっても、ラボメンの誰にとっても望んだ未来ではない。

　だから未来の岡部や橋田はレジスタンスを組織し、未来を変えろと口にした。

　しかし同時に、それはあまりにも残ざん酷こくな言葉でもある。

　果たして本当に、変わってしまった未来に阿万音鈴羽という名前の少女は誕生するのだろうか？　いや、仮に橋田鈴羽という名前としてもいい。どちらにせよ、未来が変わってしまう以上、そこに間ま違ちがいなく彼女が存在しているという保証はない。

　そこまで行かなかったとしても、世界線が再編されればそれに伴ともなって記憶も書き換かわる以上、阿万音鈴羽という少女が十数年生きてきたその年月が丸ごと否定されることだけは、如何いかにしても避さけようのない事実なのだ。

　自らの存在が消しよう滅めつしてしまうかも知れないというリスク。今まで生きてきた歴史の抹まつ消しよう。それらを冒おかしてなお、変える価値のある未来。

　その価値ある未来を、岡部や私たち自身が築いて行かねばならない。

　そこに宿る重さと想い。

　岡部はそれをここに来てようやく認識したのだという。

　彼は唇くちびるをかみ、２０１０年を去らんとしているタイムマシンを見つめたそうだ。

　そこで、不意に白衣の中の携けい帯たいが震ふるえる。岡部はこんなタイミングでの着信に不可思議を感じつつ、携帯を開いた。

　するとそこには、新たなメールの到とう着ちやくが表示されていたそうだ。

『受信日時：08/13 15:33

　差出人：バイト戦士

　件名：ありがと

　本文：さよなら　　　』

　そしてそれを見た時、岡部はもう阿万音鈴羽という少女とは会えないのだということを改めて理解した。

　確かに彼女自身が言ったとおり、三十五年後の阿万音鈴羽には会えるかも知れない。いや、何が何でも岡部は１９７５年から年月を重ねてきた阿万音さんと会うつもりだった。でも同時にそれは、やはり今の阿万音さんではない。

　再会できたとしても、そこにいるのはもはや岡部の知っている阿万音鈴羽という人間ではなく、三十五年の時間を過ごしてきた別の阿万音鈴羽という人間だ。

　今、岡部たちと彼女は、大いなる時間という壁かべによって隔へだてられようとしているのだ。

　岡部の目の前で、タイムマシンが光の繭まゆに包まれていく。

　そのまばゆい輝かがやきに向かって、橋田が一歩踏ふみ出し、声を張り上げたそうな。

「鈴羽──ッッ!!」

　お腹なかの底からの、精せい一いつ杯ぱいの声。岡部は、これほどに真しん剣けんな橋田の声を聞いたのは、この時が初めてだったという。

「きっとまた会おうな！　僕、その時まで頑がん張ばるからさ。だから鈴羽も！」

　叫び声にも似た橋田の言葉を受けたかのように、タイムマシンを包んでいた白い光が弾はじける！　その刹せつ那な、空間に歪ゆがみと輝きを残し、人工衛星によく似たその巨きよ大だい機械は姿を消していた。

　目の前には、ぽっかりと空いたラジ館の壁へき面めん。

　その向こうには、いっそその方が夢に思えるくらい、いつも通りの秋葉原の日常の光景が広がっていたという。

　そのぱっかり空いた彼方かなたへ向かって。

　橋田は呟つぶやいたそうだ。

「頑張れ！」

　父として……。




　　　　☆




　阿万音さんが過去へと旅だって、約一時間後。

　岡部はこの時間軸じくの私やまゆり、橋田と一いつ緒しよにラボに戻もどっていたという。そして彼はこの時、ずっとあることを不ふ審しんに思っていたらしい。

　それは、「何故なぜリーディングシュタイナーが発動しないのか？」ということ。

　過去の事例で考えれば、世界線の移動はその契けい機きとなった事件や行動の直後に発生するのが常であったそうだ。つまり、Ｄメールを送っての世界線改変であれば、そのＤメールを送った直後ということである。

　今回のケースの場合、岡部の認にん識しきでは阿万音さんがタイムマシンで過去に遡さかのぼった時点で世界線の移動が発生しているはずであり、そうすればその時点でリーディングシュタイナーが発動しているはずだった。

　──ちなみに岡部の意見では、「タイムマシンを橋田が修理し終えた時点でリーディングシュタイナーが発動していてもおかしくない」とのことだそうだ。

　だから、岡部はラボでずっとダイバージェンスメーターを見つめていたとのことらしい。

　その脇で、この時間軸の私はまゆりが撮さつ影えいしたピンバッジの写真を眺めながら、やや浮かれ気味にまゆりたちと話していたそうだ。

「ねえ、ひょっとしたら、このピンバッジ、私達のイニシャルだったのかな？　岡部のＯ、橋田のＨ、椎名のＳ……」

「あぁ！　じゃあＭが牧瀬で、Ａが阿万音ってことだね」

〝私〟の推理に、まゆりも嬉うれしそうに返したという。

　実際、私も岡部にそう言われてみて、ようやくなるほどと思った。すると、＊は別のラボメンのイニシャルが本来は入っているはずだったのだろうか？

『ＯＳＨＭ＊＊＊Ａ　２０１０』

　ラボメンナンバー００１がＯで岡部。ナンバー００２が椎名まゆりのＳ、００３が橋田のＨ……、とすると順番に並んで００８が確かにＡで阿万音さんとなる。

　すると、００５で桐生きりゆうさんのＫが入り、００６で漆うるし原ばらさんのＵ、００７でまだ会ったことのないフェイリスさんが入るのだろう。

　──おそらく、この時の世界線では何らかの事情でピンバッジに彼らのイニシャルが刻印されなかったのだと思われる。もしかすると、阿万音さんが持っていたのは製作途と中ちゆうのテスト版だったのかも知れない。

「ラボメンバッジかぁ……、僕たちも作ってみる？」

「いいね～♪」

　この時間軸の私の言葉に、橋田もはしゃいだように言い、まゆりも陽気に喜んでいたそうだ。けれど、岡部はどうしても世界線の移動がないことが気がかりで、じっとダイバージェンスメーターを睨にらむばかりだったという。

　その様子に、さすがに〝この時の私〟も気づき、声をかけてきたと岡部は言う。

「どうしたの、岡部？」

　その問いに、ハッとして岡部はラボメンたちを一いち瞥べつしたそうだ。しかしダイバージェンスメーターが気がかりで、すぐにその視線をそこに戻さずにはいられなかったようだ。

「……ダイバージェンスメーターの値が変わっていない」

　その数値は、阿万音さんがその正体を明かしてから変わらずに0.337187のまま。岡部はその頃ころには、このダイバージェンスメーターそのものが当てにならないのではないかとさえ、思い始めていたという。

「今の阿万音さんが、ＩＢＮ５１００を持ってきてから変わるとか？」

〝私〟の推測に、岡部はそうかもしれないとは思ったらしい。

　いや、より厳密に言うなら〝そうであって欲しい〟と思ったようだ。

　……もしもそうでなかった場合、あまりにも事態が恐おそろしいものであることは至極明白だったから。

　待つしかない。

　そうは思いつつも、岡部は焦あせりと不安で叫び出したいほどだったという。

　歯をかみしめて奥歯がきりと鳴り、力を入れすぎたせいかこめかみに痛みが走る。鼓こ動どうはもう、自分でも聞き取れるくらいに速くなっていた。

「鈴羽、五十四歳になってるわけっしょ？　自分の娘むすめが三十歳以上、年上～」

　しかし、そんな岡部の様子をよそに、一同は浮うかれ騒さわいでいたという。どうしても、幾いく度どとなく絶望と死を目まの当たりにしてきた岡部と、それを単に耳にしただけの他ほかの人間とでは、感じる胸むな騒さわぎにも差異があったようだ。

「結けつ婚こんして、孫がいてもおかしくないわね」

　橋田の軽口に、そう言って返すこの時間軸の私。その言葉に橋田は殊こと更さら、大げさに反応したという。

　──もしかすると、岡部の不安を紛まぎらわせようとの意図もあったのかもしれない。

「つ、つまり僕はこの歳にして、ひ孫の姿を拝めると……！」

「ひいおじいさんらしく、どぉ──んと構えてね～♪」

　まゆりがそう橋田に応こたえた次の瞬間。

　ラボの扉とびらをノックする音が響ひびいたという。岡部はその音に、自分の身体からだがびくりと震えるのを感じた。

「来たっ？」

　そのノックにまゆりが反応し、多少の歓かん喜きの混じった声を漏もらしたという。岡部自身にとっても、そのノックはまさしく福ふく音いんのように感じられたそうだ。

　ようやく。

　ようやく、この焦しよう燥そう感かんから解放される時が来る。今までの不安は、すべて杞き憂ゆうだったのだ。

　そう、岡部は思ったという。しかし、それはただの願望に過ぎなかったことを、岡部は思い知らされることとなる……。




　　　　☆




　ノックの音を聞き、ラボにいた人間たち全員が我先に扉へと殺さつ到とうしたという。

　誰だれもが、ついさっき別れたばかりの友人との再会を期待していた。けれど、開かれた扉の向こうに立っていたのは、その期待とはまったく違ちがう人物だったそうだ。

「ミスターブラウン！」

　その人物──扉をノックしたのは、階下のブラウン管工こう房ぼうの店主だったらしい。

　一いつ瞬しゆん、岡部はまた自分たちが何か騒いだりしたせいで、彼が抗こう議ぎに現われたのかと思ったそうだ。しかし大おお柄がらな体たい軀くの禿はげ頭あたまの店主は、過去のそうした時に漂ただよわせているのとはまったく違う空気をまとっていたという。

　その感じは一言で言えば、厳げん粛しゆく。

　まるで親しい人物を悼いたむために、弔とむらいの儀ぎ式しきに出席するかのような……、そんな雰囲気だったそうだ。

　彼はすっと、無言で岡部に一通の手紙を差し出したという。それを訝いぶかしげな表情で受け取り、裏側に書かれた送り主の名を見た岡部は、驚きよう愕がくのあまりに声を上げたそうだ。

「手紙？　……橋田鈴すず！」

「……もしかしてスズさん？」

「……マジで？　なんでブラウン氏が？」

　驚おどろきに手紙を覗のぞき込む岡部に、まゆりが問い、橋田が疑問の声を上げたという。その反応に、店主さんは片眉まゆを上げて答えたそうな。

「昔、俺が世話になった人からの手紙だ。今日、お前に渡わたしてくれって頼たのまれてたんだよ」

　その答えを受け、岡部は戸と惑まどいに満ちて再び問いを発したという。

「……この人は、今どこに？」

　岡部の声に、店主さんはこともなげに──しかし何処どこかそれを認めたくなさそうに返事を返したそうだ。

「亡なくなったよ。……十年前だ」

　目の前が真っ暗になる。

　岡部が感じたのはそんな感覚だった。

　今までにもまゆりの死に何度も立ち会い、幾度となく絶望に心を引き裂さかれたことはあった。しかし、すべての現実感が消え失うせ、上も下も分からなくなるようなショックを受けたのは、この時が初めてだったと岡部は話す。

「じゃあ、渡したからな。……バイトが急に辞やめたんで忙いそがしいんだ」

「……あ、ありがとうございます。ミスターブラウン」

　それだけを言うと、店主さんは手を振ふりながら、階下へと戻って行ったという。

　一方、その場の岡部とこの時間軸の私たちは、完全に硬こう直ちよくしていたそうだ。

　阿万音さんが、死んだ。

　十年も前に。

　ついさっきまで笑いあって、お別れに涙なみだした相手。

　……それが、死んだ。

　いや、死んでいた。

　何があったのか？　一体、どうしてそんなことになったのか!?

　その場の全員が、そう言い出したい気持ちで一いつ杯ぱいだったはずだと岡部は言う。

　実際、そうだろう。

　こうして、ここで聞いているだけの私でさえ、上じよう腕わんに鳥とり肌はだが立っているのを感じるのだ。

　その時、その場にいれば、どうなっていたかなど簡単に類推がつく。

　もはや悲しいとか、そういう次元じゃない空くう虚きよさが、一帯を支配していたという。その重苦しい空気の中、最初に口を開いたのはまゆりだったそうだ。

「読もう、オカリン。スズさんの言葉を……、聞いてあげなきゃ」

　岡部は、そのまゆりの言葉に。

　ただ、「ああ」とだけ短く応えた。




　　　　☆




　慟どう哭こくという言葉がある。

　嘆なげき悲しみ、泣なき叫さけぶ有り様を表わす言葉だ。

　もしその言葉を文章で表現するなら、阿万音さんが書いたこの手紙はまさにそれに相応ふさわしいものだったと言えるだろう。

『岡部りん太郎様。お久しぶりです。阿万音鈴羽です』

　手紙の出だしは、そんな一文だったという。

『あなたにとっては数時間前のことかもしれない。今は西せい暦れき２０００年の６月13日です』

　便せんに、誠実さの感じられる丁てい寧ねいな文字で綴つづられた文章。

　それは書いた人間の人となりを表わすもので……、同時にそこに宿る嘆きを端たん的てきに映しだしていた。

『結論だけ、書く』

　一体、この文章を書く時、彼女はどれだけの懊おう悩のうを抱かかえていたのだろうか？　記された文字からも、その苦嘆がにじみ出ていたという。

『失敗した』

　一語。

　ただの一語で、それを読んでいたラボメン全員の表情が変わり、血の気が引いたそうだ。

『失敗した失敗した失敗した失敗した失敗した失敗した失敗した失敗した失敗した失敗した失敗した失敗した失敗した失敗した失敗した失敗した失敗した失敗した失敗した失敗した失敗した』

　血を吐はくようなという表現が、これほど生ぬるく感じられる文章もそうそうないだろう。

　臓ぞう腑ふどころか魂たましいさえも吐き出すような、苦く渋じゆうに満みちた告白。

　それを語ることそのものが己おのれの心をナイフでえぐり取るような辛しん苦くを与あたえ、それでも語らずにはいられないという惨さん憺たんが、そこには記されている。

『あたしは失敗した失敗した失敗した失敗した失敗した失敗した失敗した失敗した失敗した失敗したあたしは失敗した失敗』

　あまりにも深い絶望。

　あまりにも色いろ濃こい失意。

『あたしがあたしだということを思い出したのは、ほんの一年前だった。あたしは二十四年間、記き憶おくを失っていた』

　岡部が経験した、無限に続くまゆりの死の収束も地じ獄ごくなら、阿万音さんが経験したこれも地獄であることは明白だった。

『タイムトラベルはうまくいかなかった。修理が完全じゃなかったんだ。でも、父さんは悪くない。あたしが悪いんだ』

　誰もがうつむき、ただ下を見て彼女の悔かい悟ごと痛苦を聞くことしかできなかったと、岡部は語る。それは、当然のことだった。

　この地上の誰が、友達のこんな言葉を無視できるだろう？

『まっすぐ１９７５年に跳とんでいればよかった。２０１０年に寄り道すべきじゃなかった。わがままを言ってる場合じゃなかった。これじゃ未来は変わらない』

　聞きたくない。読みたくない。

　でも、聞かないわけにはいかない。この手紙を読まずに捨てることは許されない。

　ここに書かれているのは、命だから。

　大切な、阿万音鈴羽という友達の命だから。

『ＩＢＮ５１００は、手に入れられなかった。ゴメン。ゴメンね。あたしはなんのためにこの歳まで生きてきたんだろう。使命を忘れてただのうのうと生きてきた。許して許して許して許して』

　ただひたすら。

　手紙の中で阿万音さんは許しを請こう。

　誰に？

　同志に？

　未来に？

　世界に？

　岡部に？

　分からない。おそらくは彼女自身も分からなかったろう。

『岡部りん太郎。君はあのタイムマシンオフ会の後、１９７５年に跳ぼうとしたあたしを引き留めた。引き留められたから、その夜に雷らい雨うがあって、タイムマシンが壊こわれてしまったんだ。もしも時間を戻もどせるなら、あの日のあたしを引き留めないようにして欲しい』

　…………。

　私は、過去を変えることに反対の人間だ。

　それは、今の自分を否定すること。自分を築き上げてきたもの。自分が築き上げてきたもの。その両方を否定する行こう為いだからだ。

　でも。

　阿万音さんはそれでもいいと言ったのだ。

　この時間軸じくの私と阿万音さんが親しくなったのは、岡部が彼女を引き留めたからだ。

　彼女が父親である橋田の存在を知ることができたのも、岡部が引き留めたからだ。

　そうして得たすべてを引き替かえにしても、彼女は構わないと言ったのだ……。

『ゴメン。ゴメン。ゴメン』

　再び、彼女は許しを請う。

　それは、自分の書いたことが岡部や〝私〟たちとの友情や、橋田との親子の交流を否定するものだったからだろうか？

　先にも触ふれたように、阿万音さん自身も分かってはいなかったろう。

『こんな人生は、無意味だった』

　最後の一文は文字も乱れ、そのことがより彼女の絶望の深さを物語っているように、岡部は思えたらしい。その後、岡部は無理を言ってブラウン管工こう房ぼうの店主さんに、阿万音さんの最さい期ごを尋たずねたという。

　聞かされた彼女の最期は……………………………………………………、自殺だった。
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「自宅で首を吊つってな。……そんなことになる一年ぐらい前から、精神的に不安定になってな。それまでは明るくて、優やさしい人だったんだが……」

　無理を言ってブラウン管工房の店主さんから聞き出したその内容に、岡部もその時のラボの一同も、深く打ちのめされたそうだ。

　当然だろう。

　送り出した友達が……、娘むすめが……、その使命を達成できなかったことに絶望し、自ら命を絶ったなどと知って、打ちのめされない人間などいない。

　重苦しい沈ちん黙もくがラボの中に蔓まん延えんし、誰だれもがうなだれる中、岡部はぽつりと呟つぶやいたという。

「……俺のせいだ」

「え……？」

　岡部は自分の発した声に、周囲から注目が集まるのを感じたそうだ。

「俺があの夜、鈴羽を引き留めたから、タイムマシンは壊れてしまった……」

　絶望に苛さいなまれるように、岡部はそう言わずにはいられなかったと話す。

　彼は、この一件のすべての原因が──阿万音さんに慟哭に満ちた生しよう涯がいを送らせ、自ら死を選ぶ最期へと追いやった原因が、自分にあることを理解せずにはいられなかったのだそうだ。

「あのＤメールさえ送らなければ、鈴羽は１９７５年に旅立てたんだ……！」

　阿万音さんをねぎらうべく開かれた晩ばん餐さん。

　そこに彼女を呼ぶために、岡部はＤメールを使った。あんなことをしなければ、少なくとも阿万音さんはその生涯を苦渋に満ちたまま終えずにすんだはずだ。

　あんなことさえしなければ……。

　あんなことさえ……。

　バタフライ効果。

　ほんのささいな行ない。

　ただ、ひとりの少女をいたわるべく、食事会に招待しようと行なったそれだけの行為が、まさか彼女をそんな目に遭あわせようとは、誰が想像しただろう？　快活に笑う前向きな少女を、あれほどむごたらしい運命に陥おとしいれるなどと、誰が予想できたろう？

　誰もそんなことは予見できはしない。

　だから、安易に過去を改変するなどということをやってはいけないのだ。

　それは私がさんざん警告した内容だ。けれど、今さらここでそれを追及し、責め立てることに意味はない。もはや岡部は十分すぎるほどの罰ばつを受けていた。

　岡部は意を決すると、タイムリープマシンへと歩み寄ったそうだ。そして、その機械に備わった時間跳ちよう躍やく以外のもうひとつの機能──それが電話レンジ（仮）だった頃ころから持っていた力である、Ｄメールの設定を行なったという。

「ちょっと岡部、何のつもり？」

　彼が何をしようとしてるのかを察して、この時間軸の私が強い語調で咎とがめ立だてるように言ったそうだ。当然だろう。すでに起こってしまった事象は仕方ない。けれど、その時に岡部が行なおうとしていたことは、間ま違ちがいなく過あやまちを過ちで打ち消す行為だ。

　話をこうして聞いている、現在の私でさえ分かる。

　岡部は、８月９日に阿万音さんを引き留めるためにＤメールを送ったことが、この悲劇の原因と考えた。

　ではそのＤメールを打ち消せば？

　彼女は少なくとも、無事に１９７５年へと旅立つことができる。

　そうすれば何かが変わるかもしれない。

　あの、無機質なダイバージェンスメーターに映し出される世界線の数値が変わるかもしれない。

　……まゆりの死に収束する未来を、変えることができるかもしれない。

　どのみち、このままではまゆりは数時間後に死んでしまうのだ！

「このままでは、まゆりが……」

　それだけはできない。

　何を犠ぎ牲せいにしても、まゆりを救うと岡部は決めたのだ。

　主観時間にして、無限にも思える時のループを経て、永えい劫ごうに続く地獄のような時間を経て、岡部はある意味で一個の修しゆ羅らと化していた。だから、ここでこの時間軸の私にいくら咎められようと、もはや岡部に帰る道はなかったのだ。

　しかしそれでも、岡部は次に聞いたある人の声に、心臓をわしづかみにされるようなショックを覚えたという。

「オカリン、Ｄメールを送るの？」

　その声を発したのは、他ほかならぬまゆりだった。

　彼女もまた、岡部の行動に彼が何をしようとしているのか、正確に理解できてしまっていたらしい。

「そんなことしたら、全部消えちゃうんだよ？」

　この一件の原因が、８月９日に送ったＤメールにあるとするならば、それを打ち消せば現状を変えることはできるだろう。

　だがそれは、すべての思い出を消す行為だ。

「分かってる……」

　９日に引き留めたからこそ、〝私〟と岡部が対策を話し合っている現場に、彼女がやってくることができたのだ。そしてタイムマシンを修理すると決めたからこそ、橋田と彼女が親子だと分かり、その対面を果たすこともできた。

「スズさんとの思い出も、全部なかったことになっちゃうんだよ？」

　その想おもいを、記き憶おくを、思い出をすべて消し去ろうというのだ。

　だがそれでも、岡部はそうするしかない。

　そうするしかできない。

　それ以外の道はなかったのだ。

　すべての思い出を犠牲にしてでも、まゆりを救う手段を模も索さくする……この道しか！

「分かっている！」

　岡部の脳のう裏りに去来するのは、たった一時間と少し前に阿万音さんが告げた別れの言葉。

　まさかその時には、終ついの別れとなるとは思わなかった。思いたくもなかった別れの時の、あの言葉……。

「あたしは大だい丈じよう夫ぶ。きっとＩＢＮ５１００を手に入れて見せるから。そして必ず君たちに託たくす。だから、お願い──未来を変えてほしい」

　そして岡部は、自分のリーディングシュタイナーが発動するのを感じたという。
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　Ｄメールの打ち消し。

　すでに過去に送ったＤメールに対して、その送った内容を取り消すようなＤメールを再度送ることで、発生した過去改変を消去する。

　それはこの時点では、まったくデータのない行為。

　もしかすると人類史上でも初めて行なわれたかもしれない行為だった。

　──８月13日19時頃ごろに発生するラウンダー襲しゆう撃げき事件から考えて、ＳＥＲＮ側もＤメールと同様のテクノロジーを持っていることは確実だけれど、彼らがＤメールの打ち消しを行なったことがあるかどうかは不明めい瞭りようだったからだ。

　しかし少なくともリーディングシュタイナーが発動したことから、岡部は世界線が移動したことを確信し、そのままラボのあるビルの一階──ブラウン管工房を訪ねたという。

　無論、それは阿万音さんこと、橋田鈴がどのような生涯をたどったかを知るためだった。

「もう、かれこれ十年ほどになるかなぁ。あの人にはずいぶんと世話になった。せめて俺が看み取とってやりたかったんだが……」

　ブラウン管工房の店主さんにこう言われた岡部は、最初は阿万音さんが0.337187世界線同様、タイムトラベルに失敗して自殺したのではないかと思ったらしい。

　しかし、それは違ちがっていたのだそうだ。

　そもそも橋田鈴という人は、ブラウン管工房の店主さんにとっては恩人に当たる人だったという。元は単なる隣りん人じんに過ぎなかったのだけれど、ある時に火事があって店主さんの家が燃えた時、彼を快く自分の家に下宿させてくれたのだそうだ。

　そして店主さんは、彼女の死後にその家を譲ゆずり受け、今もその家に住んでいるのだという。岡部は無理を言って、彼の家にある橋田鈴を祀まつった仏ぶつ壇だんに手を合わせに行ったらしい。

　岡部はそこで、阿万音さん──いや、店主さんにとっては橋田鈴さん──の話を色々と聞いたとのことだった。

　曰いわく、彼女は大学教授として生計を立てていたそうだ。それも、岡部や橋田が通っている東京電機大学の工学部の教授だったらしい。

　おまけに、店主さんが覚えている阿万音さんと親交があったという人物の何人かは、私がＡアキハバラ・Ｔテクノ・Ｆフオーラムのセミナーを通じて紹しよう介かいを受けた教授たちと同一人物だった。

　何でも彼女は大学で橋田ゼミという、タイムマシンをテーマとしたゼミを主催していたらしく、ＡＴＦのセミナーを企き画かくした人物の中には、そのゼミ出身の人間がいたということのようだ。

　人間関係は何処どこでつながっているか分からない。

　その意味では、私がこの秋葉原に来たことそのものが、過去の阿万音さんに導かれたということになるのだろうか？

　運命論は嫌きらいだし、無意味なはずのものに連関性を求める心理は科学的ではないのだけれど、それでも私は何か奇き縁えんとでも言うべきものを感じずにはいられなかった。

　だが、奇縁はそれだけではなかったらしい。

　私たちがこうして話しているラボのあるビル──大おお檜ひ山やまビルも、元々は阿万音さんが所有していた物件であるそうで、店主さんはそれを格安で売ってもらったのだという。

　ほとんどの設備は阿万音さんが所有していた時代からそのままで、彼がブラウン管工こう房ぼうを開くことができたのもすべては彼女の好意によるものだと話したのだそうな。

　果たして、彼女はどんな思いで未来ガジェット研究所が将来営まれることになる、このビルを所有していたのだろうか？

　ある時、店主さんは彼女に縁えんもゆかりもない自分に、何故なぜここまで良くしてくれるのかと尋たずねたことがあったらしい。それに、彼女はこう答えたという。

「巡めぐり巡って人は誰だれかに助けられて生きている。だから君も、いずれは誰かを助けてあげなさい」

　聞いて思わず目め頭がしらの熱くなる言葉だった。

　もしかするとそれは、時間を超こえて岡部にも向けられたメッセージだったのかもしれない。私自身は結局、阿万音さんとほとんど関かかわりを持つことはなかった。それは、Ｄメールの打ち消されたこの世界線においても同様だろう。

　しかし岡部は、色々と阿万音さんと交流を結び、その悩なやみを聞いたり、サイクリングにも出かけたりした。そうした〝２０１０年の日常〟は、彼女にとってどれだけの福ふく音いんだったことだろうか？

　辛つらい管理社会の記憶だけではなく、穏おだやかで平和な世界での記憶が、１９７５年に降り立ったばかりの阿万音さんの心の支えとなってくれたのであれば、それに勝まさる幸いはない。孤こ独どくな過去での生活の始まりに、岡部たちとの思い出が助けとなったなら……。

　そしてその元・阿万音さんの家で、岡部は再びダイバージェンスメーターとの邂かい逅こうを果たしたという。彼女が未来世界から持ち込んで、それからずっとこの家に置かれていたニキシー管に似た計測装置。

　そこに記されていた数値は、0.409031。

　岡部は確かに世界を変えていたのだ。だが、それは阿万音さんの言っていた一％にはまだまだほど遠い数値だった。

　そう、阿万音さんの言っていた〝まゆりの救われる世界線〟。そこにたどり着くには、まだ〇・五％以上の世界の変動が必要だったのだ。

　そのことを証明するかのように、ラボには阿万音さんからのＩＢＮ５１００が届くこともなく、岡部はまたもまゆりの死を観測することになったそうだ。

　……ただし、その死亡時刻はそれまでの８月13日19時半頃ではなく、その約二十四時間後である８月14日の19時半頃であったという。
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　岡部は、久方ぶりにまゆりの死を見せつけられ、大分動転したらしかった。

　阿万音さんとの思い出を消し去ってまでして手に入れたもの。それがたった、一日の猶ゆう予よに過ぎなかったということに、非常なショックを受けたらしい。

　──岡部の主観的には、阿万音さんの一件で心がすり切れそうな経験をしてすぐだったため、余計にこたえたのだろう。

　彼はもう幾いく度ど目になるかも分からぬ時間跳ちよう躍やくを行ない、またも過去に戻もどったという。

　だがしかし、この時の岡部は万ばん策さく尽つきて駅前のＵＰＸでうずくまっていた頃ころと同様、もう自分では何をどうすればいいのか、見当もつかなくなっていたのだそうだ。

　ただ考えていたことは、ひとつ。

　どうすればダイバージェンスメーターの示す数値を、現状の0.409031から一％へと引き上げられるのか？　どうすれば、まゆりを救うことのできる世界線へと移動できるのか？

　それだけだった。

　だから、岡部は己おのれでは成し遂とげられないことを成すために、またこの時点の〝私〟に対して助けを求めたのだという。「助けてくれ」と……。

　──なお、この時点でほぼ恒こう例れい行事と化していたのだが、岡部はまた私を説得するためにマイフォークの件を持ち出したらしいorz。こうして聞かされるだけでも恥はずかしいし心乱されるのだから、この時間軸じくの私の動揺は想像するだにあまりある……。

　ラボの屋上に呼び出され、事情を打ち明けられた私は、最初は非常に困ったような様子だったが、極きわめて憔しよう悴すいしていた岡部の様子に、少しずつ表情が変わっていったのだという。

「あんた、タイムリープを繰くり返して……。何度も、それを……？」

　まゆりの死について話した時には、もうすでにこの時間軸の私は何もかもを了りよう解かいしていた。そして、打ちひしがれた岡部を受け入れたのだそうだ。

「……辛かったね」

　慰なぐさめるようにかけられた言葉にも、もう岡部は涙なみだすら出なくなっていたらしい。彼のテンションは、何度も何度もまゆりの死を目もく撃げきして魂たましいを凍こおりつかせていた時の状態に戻りかけていたそうだ。

　──とはいえ、それでも岡部としてはこうして言葉をかけられたことを嬉うれしくは思ったらしい。ただ、それがもう肉体的、精神的な反応として表に影えい響きようを及およぼさないようになっていただけで……。

　この時間軸の私は、改めて岡部から彼の主観世界では何が起きたのかを聞きだしたそうだ。

　その上で、如何いかにすれば状じよう況きようを覆くつがえせるかを考えたのだと。

「阿万音さんの話をまとめると……。今、私たちがいるαアルフア世界線から、βベータ世界線に行くことができれば、まゆりは助かる。そのためにはＩＢＮ５１００を使って、ＳＥＲＮが持っている岡部達のデータを消さなければならない」

　すべては、岡部が出したＤメールをＳＥＲＮが発見し、タイムマシンが自分たち以外の場所でも開発されていることを知ったことに端たんを発はつしている。

　しかしどうやら推察する限り、そのＤメールのデータそのものはすでにＳＥＲＮのサーバー内に保管されているものの、まだチェックを経へてはいないようだった。

　──あくまでも13日から始まる一連の襲撃事件は、未来から送られたＤメール相当技術による指示の結果と考えられる。つまりこの時点では、まだＳＥＲＮもサーバー内にある岡部のＤメールには気づいていないということだ。

　このため、ＳＥＲＮがサーバー内にある岡部のＤメールをチェックする前に、そこにクラッキングをかけてそのＤメールを消すことができれば、β世界線への世界変動が発生する可能性が極めて高い。

　逆説的に言えば、ＩＢＮ５１００が手元に戻ってくれば勝ちなのだと、この時間軸の私は言ったのだという。

　しかし岡部はそれに、苦く艱かんの表情で応こたえたそうな。

「だが、柳やな林ばやし神社にあったはずのＩＢＮ５１００は世界線の移動と共に消えてしまった」

　そうだ。

　岡部が手に入れたＩＢＮ５１００があったのは、秋葉原駅の南にある柳林神社。漆原さんの実家だ。ここにフェイリスさんが、お父さんのコレクションにあったＩＢＮ５１００を奉ほう納のうしたのだという。

　よく覚えている。何せ、彼は私の目の前でＩＢＮ５１００を受け取り、私と一いつ緒しよにラボまで運んだのだから……。

　──ちなみにこの世界線では、そもそもＩＢＮ５１００は柳林神社に奉納されていなかったという。当然ながら、この時間軸の私にもまた、岡部と一緒にＩＢＮ５１００を運んだ記き憶おくはなかったようだ。

〝この時の私〟は、岡部から得た情報を吟ぎん味みして、ひとつひとつの事じ項こうを数え上げるように話したそうだ。

「今までに出したＤメールの中で、世界線が移動したのは、ロト６……」

　岡部の話しているとおりなら、この時は深刻な事象は発生しなかったという。

「桐生さん……」

　桐生さんの時には、どういう変化があったのかすぐには分からなかったそうだ。しかし岡部は後に、ＳＥＲＮのラウンダーである桐生さんがＩＢＮ５１００を奪だつ取しゆするためにＤメールを用いたのだということをはっきりと確かく認にんしたのだという。

　──実際、この世界線では桐生さんはラボメンになっていなかったという。

「漆原さん……」

　漆原さんの時に起きた変化は、彼女の性別が変わるというものだったそうだ。極めて限定的で大勢には影響を及ぼしそうには思えない変化だったが、バタフライ効果の問題もあって一いち概がいに早計な結論は出せそうにない。

「フェイリスさん……」

　岡部の主観的には、最も大きな変化を引き起こしたのがこのフェイリスさんのＤメールだったという。彼女の送ったＤメールの結果として秋葉原の街からは萌もえ文化が消え、代わって中なか野のがそうした役割を担になったそうな。

　──ちなみにこの時点では、岡部もフェイリスさんが送ったＤメールの内容を知らなかったらしい。このため、彼は後にＤメールを打ち消すために送ったＤメールの内容を調べようと苦労することになったそうだ。

「阿万音さんの尾び行こう……。最後の阿万音さんの尾行を取り消したら、襲しゆう撃げきが一日遅おくれた」

　阿万音さんのケースは、もう話した通りだ。

　彼女とラボの面々の交流は、このＤメールが送られたことによってより加速し、濃のう密みつなものとなった。

　それが打ち消された結果、彼女の記憶はラボの面々から消え……、そしてその代だい償しようでもあるかのように、まゆりの死は一日延長されたのだ。
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　こうして挙げてきた事項を元に、この時間軸の私は推論を下したという。

「……と、いうことは。Ｄメールを遡さかのぼって取り消して行けば、ＩＢＮ５１００があった元の世界線へ戻れるんじゃないかしら？」

〝私〟の口にした推論は、岡部の消えかけていた魂の炎ほのおを、再び点すものであったらしい。その言を受けて、岡部はようやく新たな希望を見み出いだすことができたのだという。

　驚おどろきと喜びに満ちてこの時間軸を見つめた岡部に、〝私〟は照れたような風ふ情ぜいで慌あわてて言ったそうだ。

「あ、あくまで仮説よ？　何の科学的根こん拠きよもない話だけど……」

　時間軸も世界線も違ちがうけれど、突つき詰つめれば同一人物である私には分かる。

　この時間軸の私は、単に照れていただけではないだろう。

　おそらく、嬉しかったのだ。

　好きな人が、自分の言葉を受けて浮ふ上じようしたことが。自分の力で、大好きな人の心を救って上げられたことが。……彼に、頼たよってもらえたことが。

　岡部は、この時間軸の私が言った「何の科学的根拠もない」という言葉に首を振ふったそうだ。たとえ一いつ切さいの科学的根拠がなかろうと、もうこの時点で岡部のとれる手段は限られていたからだ。

「それでも、可能性があるのなら……！」

　そう決意の言葉を口にする彼に、この時間軸の私は具体的なプランを提示したという。

　それは先にも述べたように、今までに送ったＤメールを打ち消していくということ。特に大きな影響が現われたと思われる、桐生さん、漆原さん、フェイリスさんのＤメールを送ったのとは逆の順番で打ち消すように強く指示したらしい。

　──ロト６に関するメールは、現状ではＩＢＮ５１００を取り戻すために絶対必要な案件ではなかったので、この時点では除外したのだそうな。

　これらは、口で言うのは簡単だが、実行するとなればとてつもない難行であることは間ま違ちがいない。実際、この時間軸の私はさすがに恐きよう縮しゆくした風情で言ったという。

「自分で言いだしておいてなんだけど、全部のＤメールを取り消すなんて……」

　だが岡部はそこで、あえて軽口を叩たたくような調子で〝私〟の言葉を遮さえぎったとのことだった。

「ああ……。結構、重労働だな。だが、やるしかない」

　そういう岡部をまっすぐに見つめ、この時間軸の私は呟つぶやいたそうだ。

「気をつけて……」

　言って、しかる後も……〝私〟はしばし彼を見つめたままだったそうだ。

　……私には分かる。

　この時間軸の私の葛かつ藤とうが。

　本当は、岡部を行かせたくなかったはずだ。

　これまでも辛しん苦くの上に辛苦を重ね、艱かん難なんの上に艱難を積み上げてきた岡部に、またさらに苦く渋じゆうと困難に満ちた時間の旅を歩ませることを、〝私〟が納なつ得とくできたとは思えない。

　度たび重かさなる無限連れん鎖さの如ごときまゆりの死。

　阿万音さんに負わせてしまった、使命の失敗という十じゆう字じ架か。

　そしておそらくは、これからＤメールを打ち消す過程においても、そうした苦難が待ち受けていることは容易に予測できる。そんな苦しみを、これ以上こんなに傷ついた岡部に負わせたくない。好きな人に、もうこれ以上の痛苦を味わって欲しくない。

　そう、考えたはずだ。

　しかしここで、この時間軸の私が岡部を止めることもまたできなかったろう。

　それは結局、使命を果たすことができずに自らの命を絶つこととなってしまった阿万音さんのケースと同じで、間接的に岡部の心を殺す行こう為いに他ほかならない。

　それを分かっている私が、岡部を止めることなどできるだろうか？

　否いな。断じて否だ。

　ニーチェが己おのれの自著でそう記したように、私もまたそう言わざるを得ない。

　岡部を好きだというのなら、ここで彼の心を殺すような真似まねはできなかったのだ。

　ややあって、この時間軸の私は自分がずっと岡部を見つめていたことに気づいたという。〝私〟はじっと彼を注視していた自分にハッとすると、恥ずかしげに頰ほおを赤らめてそっぽを向いたそうな。そして慌てたように言ったらしい。

「あ、あんたの脳は貴重なサンプルだから！　世界線を移動しても記憶は継けい続ぞくしてるし……、タイムリープにも耐たえちゃうし……、一度、マッピングして……」

　いくら岡部でも、さすがに〝私〟が彼を心配してこういうことを言っているのだということはよく分かったという。だから、ごにょごにょと言いつのるこの時間軸じくの私に、岡部はそっとささやくように呟いたそうだ。

「……ありがとう、紅莉栖」

　その岡部の言に、少し残念そうにこの時間軸の私は応えたらしい。

「紅莉栖って呼ばれたこと……。私、忘れちゃうんだね」

　二度目の言葉。

　記憶がないにも拘かかわらず、〝この時の私〟は別の時間軸の私と、まったく同じ内容のことを話したそうだ。その顔がどんなものだったかは、ほぼ同時にタイムリープを行なった岡部には知る由よしもないことだった……。
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　長い……、長い話だった。

　あれから、すべてのＤメールの打ち消しを決意して再び時間を跳とんだ岡おか部べは、数々の苦難を乗り越こえて、ようやく今の世せ界かい線せんへとたどり着いたのだという。

　すなわち、ＩＢＮ５１００の存在するこの世界線。

　岡部と私と一いつ緒しよに、柳やな林ばやし神社からＩＢＮ５１００を運んだ世界線だ。

　──ちなみにこのＩＢＮ５１００は、そもそも阿あ万ま音ねさんが確保したもので、それを死の間ま際ぎわに知人であったフェイリスさんのお父さんに託たくしたものらしい。そして彼が、柳林神社に奉ほう納のうしたのだそうな。

　ここにたどり着くまでに、岡部はさらに幾いく度どものまゆりの死を目もく撃げきし、加えてそれ以外の人々の死もまた目まの当たりにしてきたのだという。その詳しよう細さいこそ岡部は語らなかったものの、それが艱かん難なん辛しん苦くの連鎖であったことは想像に難かたくなかった。

「なるほどね……」

　ラボの談話室で。私はソファに腰こしを沈しずめる岡部のため、冷蔵庫からよく冷えたドクトルペッパーを出してあげながら言う。

「まゆりの死を避さけるには……。今、私たちがいるαアルフア世界線から抜ぬけ出し、岡部が一番最初のＤメールを送る前の世界線──βベータ世界線に戻もどるしかない」

　私は殊こと更さらに説明的に、状じよう況きようをかみ砕くだいた。

　事態を咀そ嚼しやくするためでもあるし、自身の気持ちを落ち着けるためでもある。岡部の話した内容は、そうした過程を経て受容しなければならないくらいに、ショッキングでありすぎるものだったからだ。

　──さらに言えば、こうして説明混じりに話しながら腰こし掛かけることで、さりげなく岡部の座すわっているソファに隣となり同どう士しで座ろうという意図もあった。ここからじりじりと、気づかれない内に距きよ離りを詰つめていこうと思う。

「それには、ＳＥＲＮセルンのデータベースにある、そのデータを消すしかないんだ」

　乾かわいた口調で、岡部は言う。

　どうやらまだ岡部には、自分が目的地にたどり着いたという実感が伴ともなっていないようだった。何処どこか夢見心地ごこちな口調で彼は言う──ただし、夢は夢でもそれは悪夢なのだけれど。

　他方、橋はし田だはとてつもない勢いでＩＢＮ５１００を用いたＳＥＲＮへのクラッキングを敢かん行こうしつつ、この会話を背中で聞いていたらしい。

　彼は、まだまだ話された内容を信じ切れない口調で呟つぶやく。

「まゆ氏が死ぬとか、阿万音氏が未来人で僕の娘むすめとか……。もし全部、妄もう想そうだったらオカリン、ラノベ作家になれると思うお」

　その橋田の軽口に、岡部は苦く笑しようして応こたえた。

「そうだったら嬉うれしいが……」

　どうやら、そこまでが限界らしい。

　私の記き憶おくの中にある岡部は、こう言われたら怒おこるか厨ちゆう二に病びよう的言動で返すだろう。それをしないというだけでも、すでに彼が私たちの知っている彼とは違ちがう岡部であるというのは明白なことだった。

「牧まき瀬せ氏、信じるん？」

　橋田はわざわざこちらに振ふり返り、私にそう尋たずねる。彼の口調は、明らかに半信半疑という体だ。逆説的に言うと、半分は信じているということでもある。

　一方、私は手にしたドクトルペッパーを一口、のどに流し込んでからその問いに答えた。

「仮説としてはね……。できれば客観的データが欲しいところだけど、それはさすがに無理だし──」

　逆に私のこの返答は、半分が噓うそだ。

　私はすでに、大方において彼の言葉を信じていた。

　さすがに荒こう唐とう無む稽けいに過ぎるとは思っているのだけれど、それでも彼の語る主観的次元における過去の出来事が、現在の岡部の憔しよう悴すいの原因だとすれば、やはり納なつ得とくできる部分の方が大きいと思うのだ。

　当然ながら彼が語った内容には、主観視点であるがゆえの偏へん向こうや思い込み、錯さつ覚かくなども少なからずあるにはあるだろうけれど、それでも彼の語る内容に噓があるとは思わなかった。

　──それに、厨二病的言動をしていない時の岡部は、逆に噓をついたりする余よ裕ゆうがなくなるという事情もある。

　そこで、不意に岡部が穏おだやかな口調でささやいた。

「お前が作ったタイムリープマシンの出来は、ガチだった」
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「お前が作ったタイムリープマシンの出来は、ガチだった」

　──感謝している。

　言葉には出さなかったが、そんなニュアンスを含ふくんだ物言いだった。

　……思わず、私は目をパチクリさせる。

「……え？」

　私は軽い驚おどろきを覚えて、岡部に振り返った。

　そういう彼の横顔は、やや疲つかれと過ごしてきた歳月の年輪が刻まれた表情であっても、茶ちや化かすようなものではない。そこには、手放しの賞賛と感謝があった。

　こんな感じで、無条件に彼から褒ほめられたことは初めてで、思わず戸と惑まどう。

「そ、そう？」

　いや、戸惑うと言うより、嬉しい。

　嬉しくて思わず確かく認にんまでしてしまう。

　何というかその……、何だか小こ躍おどりしたい気分だった。

　もしも人目がなかったら、そのまま「好きな人に褒められたんだが」とスレ立てして、怒ど濤とうの勢いでどれだけ自分が嬉しいかをネット中の人々に報告して回りたいような……。

　いや、別に後でやってもいいのだからそうしようかと思うくらいに嬉しかった。

　本音を言うと、サイエンシーに論文が載のった時よりテンションが高い気がする。

　今すぐママに報告の電話をかけるアイデアさえ、頭の中をよぎったほどだ。

　当然、岡部に言われるまでもなく、それまでも彼の話から自分の作ったタイムリープマシンが確かな性能を発揮し、自分の理論が完かん璧ぺきであることは確信できていたのだけれど──そのことと、それを好きな人に褒めてもらったのでは雲うん泥でいの差がある！

　これほど嬉しいのはもしかしたら小学校の時、パパにガウス平面の計算結果を見せてその正しさを褒めてもらえたとき以来かもしれない。よく舞まい上がるように嬉しいという表現があるけれど、それが今まさに実感できた気がする。

　きちんとこのことは成果として記録に残しておこう。うん、そうする価値がある。

　ドクンと胸の高鳴る音が聞こえた気がして、思わず岡部に「あなたのことが好きよ」とナチュラルに告白しそうになった。

「あ……」

　……と、しかし、寸前になって何とか思い留とどまる。すると逆に、何というかバツが悪いというか、なんでここまで自分が舞い上がっているのかよく分からず、恥はずかしくなってくる。

　いや、嬉しいのは岡部が好きだからなのだけれど、そうじゃなくて、その……。ＴＰＯに合わないというか、自分のイメージと違うというか……、ああああああああっっ!?

「……って、と、当然でしょ！」

　とりあえず、わけが分からなくなった私は、恥ずかしさもあって岡部から顔を背そむけてしまう。本当はもっと彼の顔を見ていたいのだけれど、これまでの人生で培つちかってしまった〝自分の素す直なおじゃなさ〟は、如何いかんともしがたかった……orz。

　岡部、怒ってないかなと少し思い、ちらりと横目で彼のことを見ようとした時、また彼が口を開いた。

「それに……」

　深い声でいい、かすかにうなずく岡部。何かを思い出しているような表情。

　私は彼がどうやら怒っていないらしいことに安あん堵どして、手に持ったドクトルペッパーを再び口に運ぼうとした。

　そこで、いきなり岡部が私の方を見つめてくる。それまではずっと前を見てるばかりだったのに……。

　岡部の涼すずやかな瞳ひとみが、私を見つめている。

　私はというと、平静を保つようにわざと素っ気なく言うのが精せい一いつ杯ぱいだった。

「何よ？」

　言うと、岡部は視線を外し、苦笑するように目を閉じる。

「何でもない」

　その岡部の返事と、彼がこちらへの視線を外したことがあまりにも残念で、私は思わず不満の声を上げずにはいられなかった。怒ったわけではないのだけれど、もっと彼の瞳を見つめていたかったのだ。

「なっ、何よぉぉ？」

　言って我知らずの内に、私は自分が彼を好きだと自覚する以前の調子のまま、詰め寄るように肩かたを寄せてしまう。ふと、彼の体温が伝わってきて、ドギマギしてしまうけど、岡部はそれに気づかない風ふ情ぜいで、はにかんだように返すばかりだった。

「なんでもないって……」

　今にして、思う。

　私はどうして、この時を貴重な時間と思っていなかったのだろうと。

　……これが、私と彼が気負わずに話すことのできる最後の機会だったなどと、この時の私は微み塵じんも気づいていなかった。
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　多分、岡部と私はその時、じゃれあうように話していたんだと思う。

　すぐには自覚しなかったけれど、後で思い返してみると転げ回りたくなるような態度を取っていたような気がする。

　そこに、まるで「おーい」と遮さえぎるような感じで、作業していた橋田が話しかけてきた。

「……繫つなぎ終わったおっ」

　言われて私と岡部は会話を切り、橋田を見る。

「設定いじらないとダメだけど、十分もしないうちに始められるぅ」

　いつもなら、ここでリア充じゆう爆ばく発はつしろとか、乙おつとかいう彼も、空気を読んだのかそういう雰ふん囲い気きはなかった。むしろ私の方が、自覚せずに岡部との距離を詰めていたことが少し恥ずかしくて、姿勢を変えて距離を離はなしたくらいだ。

　ごめん……、橋田。いくらあんたがＨＥＮＴＡＩでも、今の私の態度はなかったと思う。心の中だけど一応謝っておく。

　幸い、この間の内心の変化はそこまで表には出ていないようだ。出てもさすがに頰ほおが赤くなるくらいですんでいるだろう。

　岡部は橋田の方を見ると、まるで祝しゆく杯はいでも挙げるように破顔してドクトルペッパーを掲かかげ、そして言う。

「頼たのむ、スーパーハカー」

　いつもの呼び名で岡部は橋田に呼びかけ、それに橋田もまたいつもと同じようにジト目で訂てい正せいの言葉を返した。

「スーパーハッカー！」

　まるで、わざといつもの状態に戻もどろうと、寸劇でもやっているような様子。でも、ここから岡部は日常を取り戻していくような、そんな感覚があった。

　最初はぎこちなくても、わざとらしくても、徐じよ々じよに彼は彼らしさを取り戻していくだろう。岡部倫りん太た郎ろうとしても、未来ガジェット研究所の所長としても──付け加えれば、おそらく鳳ほう凰おう院いん凶きよう真まとしても……。

　訂正の言葉を言い置き、橋田はまた背を向けて作業に戻る。

　しかしその作業は、それまでの作業とはまったく性質を異にするものだった。

　ＩＢＮ５１００を使い、ＳＥＲＮの中ちゆう枢すうサーバーに侵しん入にゆうしてＤメールの記録を消す。

　世界線を変えるに至ったものも、そうでないものも含めてだ。これまでのＤメールとは違い、ＳＥＲＮのサーバーにあるＤメールを消す作業は、単にＤメールの内容を打ち消すだけではなく、その送信記録を消すことが重要だから。

　──当然その中には、私たちが実験で送ったＤメールだけではなく、それ以前に岡部が送った時間遡そ行こう現象発見の契けい機きとなる、最初のＤメールも含まれている。……と言うよりも、一番最初のＤメールを消すことがまず重要なのだ。

　それによって、世界線を表わす数値は一％へと達し、α世界線からβ世界線へと世界は変動する。すなわちその作業は、まゆりを死の運命から救うための最後のパズルのピースそのものだった。

　この最後の作業のために、岡部は今まで辛つらい時間の旅を巡めぐって来た。

　それが今、ようやく報むくわれる時が来るのだ。

　今までの岡部の労苦と、それから解放される喜びを考えると、何だか私はそれが我がことのように嬉うれしくなるのを感じた。思わず、笑えみがこぼれた。

「ふふ、最初のＤメールか」

　笑う私の横で、岡部がドクトルペッパーの蓋ふたを開け、口をつける。まさにそれは、彼にとっては祝杯だった。

　そんな彼を見ながら、私はふと思う。

　打ち消す予定の、最初のＤメール。それは確か、私と岡部が出会う前に送られたというものだったはずだ。

　よくよく思い出せば、あのＤメールがなければ私たちの出会いはもっとスマートなものだったかもしれない。それが何だかおかしくて、私は笑みを含んだまま、岡部に尋たずねた。

「それってあれでしょ？　私が刺さされてたとか何とかっていう……」
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「それってあれでしょ？　私が刺されてたとか何とかっていう……」

　まだ一ヶ月も経たっていないのだから当然だけれど、今でも鮮せん明めいに思い出せる。

　７月28日の、大ビルでのＡアキハバラ・Ｔテクノ・Ｆフオーラムの講演前のことだ。

　彼は出会うなり私に、「……何故なぜだ!?」とのたまったのだ。あまつさえ、「俺は確かに見たのだ！ ……お前が刺されているのを」と。

　今ならある程度、事情も分からないでもないけど、あの時は本当に混乱した。

「……え？」

　私の問いを受け、岡部が小声で疑問の声を呟つぶやく。

　あれ、おかしいな？　覚えてないはずもないでしょうに……。

　彼はゆっくりと私を振ふり向く。

「それであんた、私の体に触さわろうとしたりして」

　くすりと笑えむ。

　今なら、ちょっとくらい触られたって許容するけど、いきなりあれはないわよね。

　大体、真実を知りたいからって突とつ然ぜん、女の子の身体からだを触ろうとするなんて……。いや、待て。自分なら、同じ状じよう況きようにさらされた時に同じ行動を取らないという保証があるだろうか？

　ほんの一いつ瞬しゆんだけ悩なやむが、今後も研究を続けて行きたいなら政治的にまずい行動を取ることはないだろうと自分の中で結論をつける。……だがしかし、同時にその対象が岡部だった場合には、自身をあまり信じ切れないような気もする。

　何というか、正直に言うと私は岡部とスキンシップが足りない気がした。日本人としては妥だ当とうな距きよ離り感かんを保っているように思うのだが、ここはひとつアメリカ育ちということを利用して、もっと積極的な状態を作り出すプランを考えてもいいように思う。

　問題はそうした時に自分がテンパってあわあわするのが目に見えているということだ。どうも色んな意味で私は頭に血が上るとダメになってしまう。

　そんなことをつらつらと考えながら、岡部の方を見ていたのだけれど……。

　何だか反応が変だった。

　ふいと顔を背け、手を組んで考え込むように押し黙だまる。

「……？」

　どうしたのだろうか？　何か、自分が岡部を不愉ゆ快かいにさせるような言動をとったのだろうか？　私自身は自覚がないけれど、パパの時のように思いもよらぬ失態を犯おかしている可能性はないわけではない。

　少し思案するが、やはり心当たりはない。岡部はまだ、沈ちん黙もくしたままだ。

「あの、岡……」

　困ってしまった私が、意を決して彼に問いかけようとしたその時、岡部の白衣の中から携けい帯たいの振しん動どう音が聞こえてきた。ヴーンヴーンとうなる携帯を手に取り、岡部は耳に当てる。私は、気勢を削そがれた形となってしまい、黙り込んだ。

　しかし……、岡部は何故か携帯の着信を受けても、何も話さない。向こうから、一方的に何かをいわれているのだろうか？

　不思議に思っていると、ちょうど作業準備を終えた橋田が声をかけた。

「じゃ、クラッキング始めるお」

　宣言する橋田。

　けれど、それに岡部はうんともすんとも、何の反応も返さない。

「……岡部？」

　さすがに変だと思って、私は彼を見る。同じく、橋田も振り返った。

「あ……」

　そして私たちが見たのは、ほんの少し前に長い長い時間の旅から戻ってきた時でさえ浮うかべていなかったような、さながら能面のように絶望をその顔に貼はり付けた岡部の姿だった。

　その瞳ひとみからは、涙なみだが一筋……流れていた。

「おか……べ……？」

　そして岡部はただ一言、クラッキングを中止するようにとだけ、告げたのだった。
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　漆しつ黒こくの背景。

　まるで虚きよ無むの深しん淵えんを思わせる暗黒の中に、虹にじ色いろに光る無数の文字の群れが躍おどっていた。

　雨のように降り注ぐ、電子暗号コードの連なり。

　……ああ、またこの夢だ。

　……アア、マタコノ夢ダ。

　幾いく度どとなく見た夢。幾度となく抱いだいた感想。

　目を覚ませば忘れてしまう夢の中、何故かこれは過去にも見た夢だと鮮明に脳は思い出す。そして次に現われるだろう、ひとりの男のことも……。

　白衣を着た、ボサボサ髪がみの男。

　今はもう、彼の名は分かっている。いや、実を言えば最初から分かっていたのだ。

　何故か、そのはずだという認にん識しきが、私の中にある。

　ずっとずっと、彼のことは分かっていた。

　ただ、それを今の私が認識できなかっただけ。

　すべては自分の中に答えがあったというのに、私は目を開かずにいた。

　岡部倫太郎。

　オカベリンタロウ。

　夢の中で彼は、必死に走っていた。

　見れば、誰だれかの手を引いている。

「……まゆり？」

　私の夢の中で、岡部はまゆりの手を引いて夜の街の中を必死に走っている。そしてその後ろから、一台の車が猛もう然ぜんと追いかけて来ていた！

「これって……、まさか……？」

　ふたりは死にものぐるいで走り続け、何とか脇わき道みちへと逃のがれる。そしてそこで岡部は、一いつ旦たんまゆりをその脇道に待たい避ひさせた上で、自ら襲しゆう撃げきしてきた車の前へと飛び出したのだ！

「なっ、岡部ッッ!?」

　一体、岡部がこの時に何を考えていたのかは分からない。自ら囮おとりとなるつもりだったのか、まゆりの代わりに自分が死ぬことで何かが変わると思ったのか、それとも迫せまってくる自動車を何とかする手段があったのか……。

　しかしそのいずれであったとしても、岡部の思おも惑わくは破られることとなる。

　彼が車に突つっ込み、はねられようとした瞬しゆん間かん、横合いからまゆりが跳とび出して岡部を突き飛ばしたのだ！　結果、自動車にはねられたのはまゆりの方だった……。

「まゆり……、まゆりッッ!!」

　岡部は絶ぜつ叫きようし、頭から血を流して倒たおれていたまゆりを抱だきかかえる。もう、そこに襲撃してきた車の姿はなかった。

　まゆりは、精せい一いつ杯ぱいの笑顔を浮かべて途と切ぎれがちにいう。

「えへへ……、やっと……だ。やっと……役に立った……。まゆしぃは……オカリンの……役に立てたよ……」

　岡部の顔には、もう絶望しかなくて。

　ただただ、心が摩ま耗もうして行くばかりで。

「オカ……リン…………」

　まゆりの手が、まるで星をつかみ取ろうとでもするかのように、空に向かってのろのろと伸のばされる。

　それは彼女の癖くせ……。

　星に届かないかと、手を伸ばすいつもの癖だ。

　でも、いつもとは違ちがって。

　その手は途と中ちゆうで力をなくし、ゆっくりと下ろされていく。

　……いや、違う。

　下ろしたのではない。

　もうすでに、彼女の命の火は消えていたのだ。

　岡部は力の消え失うせた彼女の手を取り、言う。

「なあ、まゆり……。ここからじゃ、あんまり星、見えないな」

　何もかもを失ったかのような……、そんな声。

「こんなの……、あんまりだろ……」

　彼はそう言い、まゆりを抱かかえて歩き出す。ラボへと……。

　そして彼女をラボのソファへと寝ねかせると、タイムリープマシンを起動する。

　……時を跳ちよう躍やくして、まゆりを救うために。

　それは、幾度となく繰くり返された行こう為い。

　何度も、何度も、何度も、何度も、何度も、何度も、何度も、何度も、何度も、何度も、何度も、何度も、何度も、何度も、何度も、何度も、何度も、何度も、何度も、何度も、何度も、何度も、何度も、何度も、何度も、何度も、何度も、何度も、何度も、何度も、何度も、何度も、何度も、何度も、何度も、何度も、何度も、何度も、何度も、何度も……。

　そのたびごとに、岡部はまゆりの死を見てきた。

　そのたびごとに、心をすり減らしてきた。

　そのたびごとに、涙を流してきた。

　そして私もまた、それを〝見て〟来ていた。

〝知って〟いた。

〝知りたい〟と思うまでもなく、〝知って〟いたはずなのだ。

　けれど。

　けれど……。

　けれど……!!

　すべては自分の中に答えがあったというのに、私は目を開かずにいた。

　開け……、なかった。

　Open The Eyes

　何かがささやく。目を開けと。いや、開いているはずだと。

　それを自覚しろと。理解しろと。

　Open The Eyes

　見通せ。

　真実を見ろ。

　自分を騙だましている境界を越こえろ。

　自分を見ろ、世界を見ろ。

　それは、本当の世界か？

　Open The Eyes

　本当の自分を見ろ、牧瀬紅く莉り栖す！
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　そこで、私は目を開く。

　するとその視界に、もはや見慣れたホテルの天てん井じようが飛び込んできた。

「……ゆ、め？」

　むくりと、身を起こす。夢だ。夢を見ていた。

　長い、長い夢。

　その締しめくくりは、後味の悪いことにまゆりが死ぬ夢。

　岡部の目の前で、まゆりが電車のホームから突き落とされて死ぬ……。あれ？

「今、見た夢は……？」

　寝ね起おきのはっきりしない頭をもてあましながら、自問する。

　確かに、私はまゆりの死ぬ夢を見た。

　それに嘆なげき悲しむ岡部の姿を見た。

　幽ゆう鬼きのようになりながら、それでもまゆりを救うためにタイムリープする岡部の姿も。

「あれ、銃じゆうで撃うたれたんだったかな？　……それとも、心臓発ほつ作さ？」

　記き憶おくが混こん濁だくする。

　まゆりの死と岡部の慟どう哭こく、そして彼のタイムリープは共通していたが、夢で見たはずのまゆりの死のイメージは、なかなかひとつに統合されなかった。

　岡部から話を聞いた記憶と、たった今見たばかりの夢のイメージとが混在しているのか、複数の脳内映像がこんぐらがっている。

「おかしいな……」

　思えば、昨日もそうだった。

　岡部の話を聞いてから二日。昨日も今日も同じようにおかしな夢を見た気がする。

　いや、おかしな夢と言うべきではないだろう。

　どちらにも共通して、まゆりが死に、岡部が悲痛な叫さけびを上げる。救いのない喪そう失しつの連れん鎖さと、少しずつ壊こわれていく岡部の顔。

　私はその中で、ずっと彼を助けたいと願い、そのために力を尽つくした。……でも、まだその努力は実っていない。

「こんな夢を見るなんて、……ね」

　たとえ夢の中であっても、まゆりの死を目まの当たりにするのは辛つらいことだった。こんな想おもいを現実に幾度となく繰り返すなど、拷ごう問もんにも等しい。そう思うと、岡部の苦痛が想像を絶するものであったことが改めて実感される。

　けれど岡部は、その苦痛を乗り越えて、まゆりを助けるためにがんばってきた。

　いや、そんな一言では到とう底てい片付けられないくらい、彼は自分の心をすり減らしてきたのだ。おそらく、何処どこかで諦あきらめてしまいそうな瞬間もあったことだろう。ほんの少しのきっかけで、そうなっていたかもしれないのだ。

　──よしんば、そうなっていたとしても、私は岡部を責める気にはなれない。ただ夢で見ただけの光景でさえ、あれだけ私はショックを受けた。実際に体験したならば、そうした事態になっていても無理はないと思う。

　でも、岡部はそれこそ数え切れないほどの悲痛をくぐり抜ぬけて、ようやくここまで戻もどってきたのだ。事態を解決する鍵かぎである、ＩＢＮ５１００のある世界線へと。

　そのために彼が犠ぎ牲せいにしてきたものは、決して軽くはないだろう。

　──言葉を濁にごして語りはしなかったけれど、漆うるし原ばらさんやフェイリスさん、桐生きりゆうさんのＤメールを打ち消す過程で、どうもかなりやり切れない局面にも行き当たったようだ。

「……なのに、どうしてなんだろう」

　私は半身を起こし、シーツにくるまったまま体育座りのような姿勢となる。

　思い出すのは、二日前のこと。

　幾いく度どものタイムリープを繰り返して、この世界線へと戻ってきた彼は、一旦はＩＢＮ５１００を用いたＳＥＲＮのクラッキングを橋田に頼たのんだ。だと言うのに、その準備が終わり、いよいよという実行直前になって、いきなり中止を言い渡わたしたのである。

　どう考えても、納なつ得とくのできないことだった。

「……でも、泣いてたのよね」

　私は、薄うす暗ぐらいホテルの部屋の中で、膝ひざを抱えながらぼそりと呟つぶやく。

　そしてそのまま、膝ひざ頭がしらにこてんと頭を預けた。

　そうだ、納得できない。でも、彼の涙なみだを前にして、私と橋田はそれ以上、食い下がることができなかった。

「せめて事情を話してくれたら……」

　岡部は意外と言おうか、実は相当に物事を自分の内に抱え込むタイプだ。何でも自分だけで解決しようとして、自じ爆ばくする。他人を振ふり回すことが多いからそうは見えにくいけれど、本来はものすごく外部に気を使う人間なのだ。

　だから今回、私や橋田を頼たよってきたのは、それだけ彼が追い詰つめられていたということの証明でもある。

　──いつもなら、頼るのではなく命令していることだろう。

「……無理にでも、聞き出すしかないか」

　私は決意の言葉を呟くと、ベッドから立ち上がった……。
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　私は、ラボの屋上へとつながる階段を上っていた。

　岡部は13日以来、ほとんど誰だれともまともに話をしようとしない。今日も屋上に上がったっきりだ。

　脳のう裏りに浮うかぶのは、橋田が昨日少し寂さびしそうに「オカリン、少しの間ひとりにして欲しいんだって」と話していた光景。その彼も今日は日本最大の同人誌即そく売ばい会かいコミックメガマーケットに出かけている。

　これはまゆりも同様で、そもそも彼女はここ数日間、このイベントに出るための準備でずっと忙いそがしかったのだ。今いま頃ごろは、まゆりと橋田は即売会場で合流している頃ころだろうか？

　ガシャンと金属音を立てながら、重たい屋上への扉とびらを開く。すると青い空の下、白いコンクリート打ちっ放しの屋上に、岡部がごろんと横になっている姿が目に映った。

　私がやって来たことはすでに分かっているだろうに、それでも何の反応も見せない。わざと靴くつ音おとを立てながら近づいてみたが、やっぱり反応はしなかった。

　──胸は意識のない時に特有の深くではなく、浅く上下していたので、熱ねつ中ちゆう症しようで気を失っているとか、眠ねむっているとかではなさそうだ。

　……ふ～ん、無視するつもりってわけね。

　すっと自分の目が細くなるのを感じる。お腹なかの底で、何だか熱いものがじわりと蠢うごめくのを実感した。

　どうして、こいつは私に何も話さない!?

　一応、それが岡部の性格だと分かってはいても、こうして彼の顔を見て、さらに殊こと更さらに無視されると、そんな想いが頭をもたげてくる。そんなに、自分は彼にとって信しん頼らいできない対象だろうか、という考えがどんどん心の奥底から湧わき上がってきて止まらない。

　私だって、理性では分かっている。

　岡部が自分を信頼していることも、相談できないのが彼の面めん倒どうくさい部分であることも。

　だから、何とか怒ど鳴なるのを中断して、皮肉を浴びせるだけに留とどめたのだ。

「いつまでそこにいるつもりだ……」

　それでも、さすがに言葉にはとげが生えまくっている。仕方ない。

　私の声を聞いて、岡部はゆっくりと目を開く。その目は何処か虚うつろで、彼が心に何か重荷を抱かかえていることは明白だった。

「……ひとりにさせてくれと言ったはずだ」

　酷ひどく、疲つかれを感じさせる声。

　私の主観時間、および肉体年ねん齢れいでは、彼は私と同い年──私の誕生日が７月なので、12月の彼の誕生日までは同い年なのだ──のはずだけれど、その表情はまるで老人のようだ。

　その痛々しい様子に、胸の奥で形容しがたい感情が渦うず巻まいた。

「聞いた！　……けど、屋上に上がったまま、何時間も物音ひとつたてずにいたら、心配す──」

　そこまで言ったところで、私はどうしても素す直なおになれず言葉を切ってしまう。あまつさえ、弁解のために心にもない言葉まで連ねてしまう始末だった。

「……あ、いや、しないけど！」

　思わず顔をそらし、言い淀よどむ。

　……うぅぅ、我ながらどうしてここまで素直になれないものか。

　ええい、私はそんなこと話しに来たわけじゃないんだ！

　何とか自分のままならない感情を振り切り、もう一度その視線を岡部に向け、問う。

「教えて。どうして、クラッキングを止めるの？」

　その問いへの答えは少々、意外なものだった。

「お前だって、よくないと言ったろ？」

　……確かにそういうニュアンスのことを言ったことはあるが、それは事態がここまで深刻だと分かる前のことでしょうが！

　そもそもハッキングとクラッキングはよく似ているが厳密には違ちがう。単に相手のネットワークに侵しん入にゆうして情報を盗ぬすみ見るだけのハッキングと、その情報を改ざんするクラッキングとでは難易度も違えば、相手の警けい戒かい度や発見の危険度も異なってくる。

　いくらＳＥＲＮが危険かつ放置できない組織とは言え──そしてどれだけ橋田が優ゆう秀しゆうとは言え──、そんなことを不用意に仕し掛かけることに諸もろ手てを挙げて賛成できる人間がこの地上の何処にいるか。そもそも、犯罪だ！

　けれど。

　けれど、だ。

　それをするしか、まゆりを救う手段はないんじゃなかったの？

　ここまでして隠かくすようなことが、なんでいきなりできたのやら……。

　私はこうなったらと、一いつ旦たんおどけたような口調で揶や揄ゆするようにささやいてみる。

「タイーホフラグが立ってびびったんですね。分かります」

「遵じゆん法ぽう精神に目覚めたと言ってくれ」

『＠ちゃんねる』語で煽あおるように言ってはみるが、反応は薄うすい。いつもならこれだけでも猛もう然ぜんと食ってかかってくるものなのだが、そもそも気分を害したような様子さえ窺うかがえなかった。

　やはり、おかしい。

　さすがに困ってきた。

　こうなったら正せい攻こう法ほうだろうか？　とまれ、何処か別の世界線の私がしたのと同じように、厨ちゆう二に病びよう魂たましいをくすぐる発はつ憤ぷんワードを口にしてみることにする。

「らしくないわね……。いつもの独善的な態度はどこへ行ったの？　狂きよう気きのマッドサイエンティスト……」

「独善的でなんかいられるかっ！」

　瞬しゆん間かん、岡部の感情が爆ばく発はつした。

　怒鳴り声を張り上げ、半身を起こしてうつむく。

　私は、その過か剰じような反応に目を見張りつつ、まさかという感覚を得ていた。

　……この反応、もしかして？

　そんな私に頓とん着ちやくすることなく、岡部はひたすら言いつのる。

「……狂気のマッドサイエンティスト？　……鳳凰院凶真!?　そんなの全部妄もう想そうだッッ！　設定だッッ！　……気付かなかったのか？」

　どうやら、相当にストレスが溜たまっていたらしい。

　言わずもがなのことを吹ふき出すようにまくしたてられ、思わず私は突つっ込む。

「……初対面で気付いてましたが」

　だが同時に、その岡部の挙動が引き金となった。

　もしかしてと感じた疑問。私はその疑問を、あえて口に出して岡部に向ける。

「まさか……、またタイムリープしてきたの？」




　　　　☆




「まさか……、またタイムリープしてきたの？」

　そう問われても、岡部は微び動どうだにせず。

　私に背を向けてうずくまったままだった。だが、その反応こそがすべてを雄ゆう弁べんに物語る。

　私の中で、疑問は確信へと変わった。

「……何があった？」

　一歩、彼に近づいて再び問う。

　幾いく度どもの度たび重なるタイムリープを経て、今の世界線、今の時間軸じくへとやって来たはずの岡部。その岡部が、またタイムリープして来なければならなかった以上、未来で〝何か〟があったのは間ま違ちがいない。

　いや、〝何か〟という部分は明白だ。

　彼はまたもまゆりの死を見ることになったのだろう。

　問題は何故なぜ、まゆりの死を見ることが分かっていたのに、岡部がＳＥＲＮへのクラッキングをためらっているのか、だ。

「さんざん、相談に乗ってやったでしょ？　今さら遠えん慮りよするな」

　話して欲しかった。

　力になりたかった。

　好きな人にこんな風になって欲しくない。笑っていて欲しい。

　だから、何でもする。岡部を助けたい。

「今までも、ふたりで考えて、ここまで来たんじゃない！」

　でも、その言に対して返ってきたのは、しわがれたようにより絶望した風ふ情ぜいの声だった。

「ここまで来た、か……」

　岡部はのろのろと立ち上がる。でも、いつものようにその背筋は伸のびておらず、猫ねこのように丸まってうつむいていた。

　以前にも言ったように、人は下を向くと自然に気分が落ち込むようにできている。だからそれを止めさせたかったのだけれど、今の岡部はすべての対話を拒こばむような気配があった。

「鈴すず羽はやフェイリス、ルカ子……。みんなの想おもいを犠ぎ牲せいにして、やっとたどりついた。それが……、こんな結末なのかよ……」

　あまりにも深い、深い、怨おん念ねんにも似た声。

　もはやそこにあるのは絶望ではない。それすらも通とおり越こした、自己破は壊かいへの欲よつ求きゆうが彼の心の内に根付いていたのだ。

「……どういうこと？」

　岡部の口にした言葉と、その声こわ音ねに宿る想いに、私はかすかに呆ぼう然ぜんとして尋たずねる。しかし、それがきっかけとなってしまったのか、岡部は鋭するどく叫さけびを上げた。

「どうしてッッ!?」

　言って彼は、その右手に持っていた携けい帯たい電でん話わを振ふり上げ、床ゆかに叩たたきつけて壊こわそうとする。

　私はその行動の重大さに息を吞のんだ。

　今の岡部にとって、その携帯電話は命に等しいものであるはず。

　タイムリープマシンはその原理上、過去にいる自分の携帯に電話をかけることでしか機能しない──それも厳密な話をすれば、開発時に想定したいくつかの機種でなければその機能は発揮されない。

　当然ながら、未来の自分がいつ電話をかけてくるか分からない以上、タイムリープマシンの効果を十全に活いかすためには、常に携帯電話を常備しておく必要がある。もし、バッテリー切れや故障でもしている時に未来から電話があったなら、そこでアウトなのだ。

　まゆりの命を助けるには、これから先もどれだけのタイムリープが必要か分からない。そもそも、ＳＥＲＮに狙ねらわれているのは本質的にはまゆりではなく岡部だ。彼らに対たい抗こうするにおいて、私たちが持っているアドバンテージはタイムリープマシンしか存在しない。

　そんな状じよう況きようで、少しでもタイムリープマシンの効果が受けられなくなる間かん隙げきを作るということは、もはやすべてをご破算にして己おのれやまゆりの命をなげうつようなものだ。

「岡部っ！」

　私は叫び、駆かけ寄って岡部の振り上げた手をつかみ、その行動を制止する。

　彼の行動は到とう底てい、許容できるものではなかった。

　どうして？

　どうして、そんなことを？

　まゆりを助けるために、あんたはそんなにボロボロになって来たんでしょう？

　何があっても、何を犠牲にしてでも、まゆりを助けると誓ちかったから、あんな地じ獄ごくも耐たえて来たんじゃなかったの？　それを壊してしまうようなことを、どうして？

　心の中で、岡部への問いかけの言葉がいくつも湧わいてくる。

　私は、彼を後ろから抱だきつくようにして拘こう束そくし、その右手を制する。……とはいえ、ほとんど力は入っていない。岡部も手を振り上げたとはいえ、本気でそれを叩きつけることはできなかったようだ。

　私と彼の身体からだが触ふれ合い、密着する。

　岡部の香かおりと体温が、その背中から伝わってきた。

「ねえ岡部。あんた、あの時泣いてたんだよ？」

　言いながら、私も涙なみだぐむ。

　一体、岡部の抱かかえる苦く悩のうの深さは、どれほどのものなんだろう？　今まで必死になってがんばってきた、それを放ほう棄きしようとするくらいの煩はん悶もん。果たして、何故それが芽生えたのかさえ、今の私には分からない。

　それが、どうしようもなく悔くやしい。私は、こんなにも好きな人のことが分からない人間だったのだと、腹立たしい思いすらある。

　これが、自分に〝確固たるもの〟がないということなのだろうか？　だから、私は岡部のことを分かってあげられないのだろうか？

　私は、彼の親友であるはずの橋田も、同じようにして寂さびしそうな表情をしていたことを思い出す。

「橋田も心配してた……。怖こわい夢でも見たんじゃないかって……」

　お願い。

　お願い、だから。

　私に私の好きな人を助けさせて欲しい。

　岡部を、岡部を助けさせて欲しい。

「教えて。……岡部の力になりたいの」

　それがもう、自分の我が儘ままであることは分かっている。彼が何かを抱えていることも。でも、もう私にはそう言うしかなかった。




　　　　☆




「教えて。……岡部の力になりたいの」

　私のその言葉を聞いた岡部は、そっとその右手を下ろす。その動作を見て、私もまた彼から身をもぎ離はなした。

　ずっとそばにいたい気持ちはあったけれど、このままでは彼の言葉を封ふうじてしまいそうだったからだ。

　岡部は観念したように、私に背を向けたまま語り始めた。

「……７月、28日。俺はまゆりと、中なか鉢ばち博士の会見に出かけた」

　それは、私と彼が出会った日。

　言ってしまえば私たちの物語が始まった日の話だった。

「そこで……、そこで俺は。何者かに刺さされ、倒たおれている牧瀬紅莉栖を発見……。電話レンジに繫つながっていたダルの携帯にメールを送った……」

　私は、静かに岡部の背中を見つめ、その話を聞く。

「一通目のＤメール……。β世界線から、α世界線に移動することになった元げん凶きよう……」

　彼が話しているのは、俗ぞくに最初のＤメールと私たちが読んでいる、一連の出来事の発ほつ端たんとなったＤメールのことだ。

　今、岡部が言っているように、そのＤメールがきっかけとなって彼の認にん識しき上では最初の世界線変動。すなわち、β世界線からα世界線への移動が発生した。

　──なお、聞いている限りでは彼のリーディングシュタイナー発動そのものは２０００年にも起きているようなので、認識上という前提を外すなら、それ以前にも世界線変動は起きている。これは阿万音さんの話からも傍ぼう証しようの得られていることだ。

　最初、この世界線の変動が何故発生したのかについては、よく分かっていなかった。

　他ほかのＤメールによる世界線変動は、あくまでも過去にメールを送ることで、受信者がそのメールの内容を見て自分の行動を変え、それが後々に重大な影えい響きようを及およぼすような行動の変化であったために、発生したものだ。

　つまり、いくらＤメールを送っても受信者が自分の行動を変えなかったり、変えたとしてもそれが大きな変化を呼び起こすようなものではない限り、世界線の変動は発生しない。

　一方、最初のＤメールは単に私が誰だれに刺されたという文面を、橋田に送っただけの内容に過ぎない。そこには誰かが過去の行動を変えるような要素は含ふくまれていなかった。だから私たちは首を傾かしげたのだ。

　何故、このＤメールで世界線変動が起きたのかと。

　実際、あまりにもこの一件がイレギュラーだったので、議論の際にこれは特とく殊しゆ事例として一いつ旦たん、脇わきに置いていたことすらある。

　けれど、岡部が巡めぐってきた時間跳ちよう躍やくの旅の情報を受け、その疑問はようやく氷解したのだ。

　ＳＥＲＮは通信傍ぼう受じゆシステムを用い、世界中からタイムマシンに関するあらゆる情報を集めていた。

　その傍受の網あみに岡部のＤメールが引っかかり、ＳＥＲＮは未来ガジェット研究所という、自分たち以外のタイムマシン開発者の存在に気づく。そしてその技術と研究成果を奪だつ取しゆするために、下部組織であるラウンダーを動かした。

　結果……、ここからは未来の出来事に対する推測だが、ＳＥＲＮは未来ガジェット研究所のタイムマシン技術を得て、それによって世界の支配者としての立場を手に入れる。

　彼らのもたらす圧政に苦しんだ人々はレジスタンスを組織し、そしてそのレジスタンスの一員であった未来の橋田は、独自にタイムマシンを開発して、娘むすめである阿万音さんを過去へと送り込んだ。

　その際、阿万音さんは自分の父親のことを知りたいがために、２０１０年への寄り道を行なってしまう。

　これにより、彼女のタイムマシンは2010/07/28 11:50にラジ館へと衝しよう突とつし、これがきっかけとなって、ラジ館でのパパの「タイムマシン開発成功記者会見」は行なわれなかったこととなったのだ。

　かくして、秋葉原駅一帯が大規模に封ふう鎖さされ、私が何者かに刺されるという事態もなくなったというわけだ。

　岡部が橋田へのメールを出したのは13時になる少し前。タイムマシンの出現は11:50。

　つまり最初のＤメールが原因となって、タイムマシンが開発され、それによって過去が書き換かわったのである。

　──まるで複雑な数式の証明のようだ。

　しかし、どうして岡部はその最初のＤメールの話を？　意図が読めず、私は岡部の背を見つめる。……何故なぜか、背筋にもやもやとしたものを感じた。

「ＳＥＲＮに捕とらえられたそのメールを消し、β世界線に戻もどるということは……」

　岡部はそんな私に気づかず、話を続ける。

　私はそのもやもやが、どんどん大きくなるのを感じていた。

「……つまり、その世界に戻るということ」

　そう、岡部が言った瞬しゆん間かん。

　背中のもやもやが、背筋を這はい上のぼって頭にまで来たような気がした。その刹せつ那な、〝あること〟に気づいて、私はハッと息を吞む。

　自然、目が見開かれるのを感じた。

「β世界線に戻れば……」

　思い出されるのは、ラジ館から避難してきた人たちでごった返す交差点。そしてその向こうの、誰もいない空っぽな中央通り。

　……私は、ついさっき。

　岡部の話を聞きながら、何を考えていた？

　ドクンと、胸の奥で脈が激しくなる。のどが、やたらと渇かわいているのを認識した。

　……かくして、秋葉原駅一帯が大規模に封鎖され、私が何者かに刺されるという事態もなくなったというわけだ。

　それはつまり。

「あのＤメールを消せば、お前が死ぬ……」

　岡部が、話せなかったこと。

　それはすなわち──まゆりを助ければ、私が死ぬという事実だった。




　　　　☆




　死亡宣告。

　この時の私の正直な感想はそれだった。

　私も、色々と今回の一件で世界線に関する考察やタイムトラベル理論の論証などを重ねてきたから、分かる。

　現状の仮説に従う限り、確かにまゆりと私の生存の並列は不可能だ。

　α世界線では、まゆりの死はその収束事じ項こうとして規定されている。

　β世界線では、そもそも私は７月28日の時点で死んでいる。

　今の時点で認識されているふたつの世界線。それは……、まゆりか私のどちらかの犠ぎ牲せいを強制する。

　岡部は、まゆりを救おうとするなら、私を見殺しにしないといけない。

　ようやく分かった。

　彼が何故、躊ちゆう躇ちよしていたのか。

　何故、ひとりになって懊おう悩のうしていたのか。

　岡部はおそらく、このことに気づいてからずっと、私を死なせることなくまゆりを助けられる方法を模も索さくしていたのだ。

　しかしその方法は見つけられなかったのだろう。

　だから彼は、タイムリープしてきた。……多分、まゆりの死んでしまった未来から。

　けれど今までとは違ちがい、それでも新しい希望を見つけることはできなかった。模索しようにも、岡部はすぐに気づいてしまったのだ。

　状じよう況きようが八はつ方ぽう塞ふさがりであることに。

　私の死は７月28日に起きた事象だ。

　タイムリープマシンがあっても、そこまで時間跳躍を行なうことはできない。そもそも、私のいないβ世界線ではタイムリープマシンを開発することはできないだろう。

　あくまであのマシンは、タイムマシンについて考察を重ねて来た私が、その本来の脳科学者としての発想を持ち込むことで完成したものだ。自じ慢まんではないが、私以外の者が作ろうとすれば、それこそどれくらいの年月が必要なことか。

　──多分、Ｄメール技術を発展させて、過去と会話する機器を作り出す方がまだ難易度が低いはずだ。

　つまりどう足あ搔がこうと、β世界線での私の死は確定した事項なのだ。それこそ、α世界線でまゆりの死が収束するように。

「………………」

　岡部は私に背を向けたまま、微び動どうだにしない。

　私もさすがに、まだ認識した事実を咀そ嚼しやくし切れてはいなかった。

　そこに、岡部の持っている携けい帯たいが鳴る。

　私は何故か理由もなく、それがまゆりからのものではないかと思った。だから、つい言ってしまう。

「……出てあげなさいよ」

　しかし岡部は、無言のままやはり動こうとしない。

　辺りに蟬せみの鳴き声と、携帯のマナー音だけが響ひびく。

　私はたまらず、もう一度懇こん願がんした。……自分でも予想外なほど、震ふるえる声で。

「出てあげて……」

　その言葉を受けて、岡部がようやくその手を上げ、通話ボタンを押す。

「……まゆりか？」

　岡部の声に、私は自分の予想が正しかったことを認識する。そのまま私は、屋上の手すりのところへと移動した。

　眼下に広がるのは、秋葉原の街の景色。

　人々が生き、暮らし、日常を送る平へい穏おんの世界。

　でも、私は間ま違ちがいなくその世界からもはや弾はじき出された存在となっていた。
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「どうした？　……別に何もない。ダルの勘かん違ちがいだ」

　私の背後で岡部が携帯に向かって言う。

　当然ながら、携帯の向こうのまゆりの声は聞こえない。

　でも、彼の抑よく揚ようや口にする言葉から、大体の内容の類推はついた。おそらく、コミマでまゆりと合流した橋田が、岡部の様子について話したのだ。

　ここのところ、まゆりはずっとコミマの参加準備やコスプレ衣装の作成で忙いそがしかったから、岡部の状態には気づいていなかったことだろう。

「…………ッ！」

　不意に岡部が息を吞のむ気配がする。何か、ショックなことをまゆりに言われたのだろうか？

　とはいえ、私もあまり余よ裕ゆうはなかった。

　多分、今の私は紙のような顔色で、いつも以上に無表情な状態となっているに違いない。

　ただ……、涙なみだがこぼれそうだった。

　私はそれを誤ご魔ま化かそうとして、やや上を向く。

　ここで涙を流せば、岡部はもう私を思い切ることはできないだろう。そう考えれば、彼の前で泣くわけにはいかなかったのだ。

　……まゆりを救うためにも。




　　　　☆




「玄げん武ぶと朱す雀ざくと青せい龍りゆうと白びやつ虎こだ」

　背後で岡部は、深い声で何事かを言っている。中国の四し神じんという東西南北の神しん獣じゆうの名前だ。何か厨ちゆう二に病びよう的な事こと柄がらについて話しているのだろうか？

　少し疑問に思ったところで、岡部の厨二病的言動がまゆりのためであったことを思い出す。であれば、彼女は岡部のそうした言動の一番の聞き手であったはずだ。そうすると、今話している内容は昔話か何かなのかもしれない。

　そう、出会って一ヶ月にもならない私とでは、絶対にできない思い出の話。

　……やっぱり、幼なじみにはかなわないかな？

　ふと、そんな思考がよぎってさらに気分がダウンになるのを感じる。

「…………ッ！」

　そしてまた、背後で岡部の気配が変わる。

　今度は、それを気にする余裕があった。……と言うよりも、さっきよりも如によ実じつに彼の様子が変わったのだ。単に漏もらした息の音だけなら、先ほどの方が大きかったろう。

　だが、今度の気配の変化はそんなものではなく、そばにいるだけで彼の全身からぴりぴりした感覚が伝わってくるのを感じるほどだった。

　私はその様子に、岡部を振ふり返る。すると、ちょうど通話が途と切ぎれたのか、彼は動どう揺ようしたように携帯に呼びかけていた。

「……まゆり。おい！」

　その岡部に、私は声をかける。涙をこぼさないよう、やや上の方を見たままで。

「……すぐに行くべきよ」

　言いながら、私は彼のそばに数歩踏ふみ出す。涙を流しそうな顔を、正面から見られないためにだ。

　一方、岡部は私の言に疑問顔だった。

「岡部の声、聞いてたら……。まゆりが何言ってたか、大体分かる……。すぐ、会いに行くべきよ」

　そう、大体分かる。

　まゆりはおそらく、自分に責任があると思っているのだ。

　岡部がいつも必死になって自分を守っていることに、彼女が気づけないはずはない。その原因が分からなくても、自分のために岡部が摩ま耗もうしていっていることは理解していることだろう。まゆりはそんな子だ。

　だから、彼女はこういう意味のことを言ったはずだ。

　もう、自分を守らなくていいと。

　厨二病の仮面をつけて、マッドサイエンティストという心の鎧よろいで空むなしさを取り繕つくろい、ただ彼女を守る兄や父親のような役所を演じ続ける必要はないのだと。

　けれど、それは岡部の本質を認めると同時に、彼の想おもいを理解していない行こう為いでもある。

　そんなすれ違いが起きたのは、岡部がまゆりを守るために殊こと更さら、真実から彼女を遠ざけて来たことと無む縁えんではないはずだ。

　ならば……、岡部はまゆりの元に行くべきだと思う。

　すれ違いを正すためにも、まゆりに自分の想いを理解してもらうためにも……。

「私のことは、今ここで話してても何も答えは出ない。だから、あんたは今までひとりで悩なやんでた。……そうでしょ？」

　私の言を受け、岡部はうなだれる。

　おそらく私の指し摘てきがあまりに正せい鵠こくを射ていたからだろう。

　そうだ。

　岡部は行くべきなのだ、まゆりの元へ。

　自分がずっと守り続けると誓ちかった、あの少女の元へ。

　魂たましいをすり切れさせ、無限の地じ獄ごくを味わってさえ救いたいと願った、彼女の元へ。

「……だったら、まゆりに会いに行くべきよ。ここで、ただあんたに心配されても、私のプライドが傷つくだけ」

　私はわざと冷れい淡たんに言いつのる。

　……そうしなければ、泣いてしまいそうなくらい心細かったからだ。

　だから彼に発破をかける意味でも、私はそんな物言いをするしかなかった。

「……先、行くわね」

　言って私は歩き出した。もう岡部を一いつ顧こだにすることなく。思い切るようにして。

　屋上の扉とびらを開け、晴れた青空の下から薄うす暗ぐらい屋内へと足を踏み入れる。

　きっちりと扉を閉めてから……、私は泣いた。




　　　　☆




　岡部の前から立ち去って……。いや、自分に噓うそをつくのは止めよう。

　……逃にげ出してから一時間。

　私は秋葉原中央通りの雑ざつ踏とうの中を歩いていた。

　誰だれも彼もが自分という存在に無関心な街の中で、私はあることを考えていた。

　それは、〝消える〟ということについてだ。

　私の存在は、β世界線では許容されることのないものだ。そこが、私が７月28日に死んだ世界である以上、そこに私の存在は在ってはならないものということになる。

「……消えるって、一体どんな感覚なんだろう？」

　自分がこの世からいなくなる。

　それは死とは違ちがうものなのだろうか？

　より正確に言うなら、死んでいる状態に戻もどるわけだから死は死であるわけだけれど、それでも死のその瞬しゆん間かんが認にん識しきできないことは確かだ。すると、睡すい眠みん中の死や意識レベルが低下しての死と同じようなものなのだろうか？

　そもそも世界の改変によって、自分が消しよう滅めつするというのはどういうことなのだろう？

「何、考えてるんだろ、私。……こんな時でも、好こう奇き心しんの方が勝つのかな？」

　そう、口には出すけれど、もちろん好奇心の方が強いなんて、そんなことはない。

　むしろ、恐きよう怖ふや寂さびしさから逃のがれるために、自分の中の探求心をフル回転させているようなものだ。そうしなければ、この場に座り込んで泣き出してしまいそうな気がする。

　単に、私の中にあるもので死の恐怖に対たい抗こうできそうなものが、〝知りたい〟という気持ちだけだったに過ぎない。

　何度も言ったことだが、私には絶対的な安心を与あたえてくれる信しん仰こうのような後ろ盾だてが──〝確固たるもの〟がない。

　死のような自分の力だけでは如何いかんともしがたい事態に直面した時、主しゆや仏に助けてもらえるとか、天国や極楽浄じよう土どに行けるからと心に平安をもたらしてくれるような要件は持たないし、かといって親身になってくれる家族がいて悲しみを払はらってくれるわけでもない。

　──さすがにママにこんな状じよう況きようを説明して理解してもらえるとは思えなかったし、恩師や友人などもその意味では大差はない。唯ゆい一いつ、相談できそうな相手からは、ついさっき逃げ出して来たばかりだ。

　いっそ、アメリカに帰るべきだろうか？

　たとえ心の支えになってもらえないとしても、やっぱり長年を過ごした自分の家で懐なつかしい風景に囲まれて死を迎むかえた方がマシな気もする。しかし同時に、人生で初めて好きになった人のいる、この秋葉原から離はなれることにわずかな抵てい抗こうもあった。

　そんなことを思いながら、秋葉原駅の方までやって来たその時。

　視界にラジ館が映った。

「……あれ？」

　ドクン。

　不意に、世界がずれた気がした。

　何、これ？

　目の前の風景が歪ゆがむ。まだ、昼間と言っていい時間のはずなのに、何だか薄暗い風景が視界に重なる。屋内のような、通路のような、そんな情景。

「……これ、一体？」

　口に出して、そう言ったつもりだった言葉は、実は声になっていなかったかもしれない。

　鼓こ動どうがメチャクチャになって、荒あらい息をつく。

　暑さによるものとは違う、嫌いやな汗あせが額から流れ落ちるのを感じた。

　歪む光景の中、目の前に封ふう筒とうを手にとって文書を読む男性の姿が映る。

　初老──いや、壮そう年ねんくらいかな？　セピア色のジャケットに黒地のチーフを首に巻いていて、気難しそうな──いや、かなり不ふ機き嫌げんそうな表情で手にした文書を読んでいた。

　かなり読むスピードは速いようだ。

　……そう言えば、パパも文章を読むの速かったな。

　そんなことを思った瞬間、歪んだ映像の中の人物の姿がパパの姿へと変わっていく。

　果たしてその映像が、『パパは文章を読むのが速い』から連想されてパパの姿となったのか、それとも最初からパパの姿だったのが、情報が明めい瞭りようになった結果として認識されるようになったのか、この時の私には区別がつかなかった。

　確かなのは、見えている映像がまるで夢の中のそれのようにあやふやだということだけ。

「白昼夢？　どうして……」

　しかしその情景は夢の中のそれとは少し違うように思えた。

　いや、厳密には夢──目覚めている状態で見る夢、白昼夢──なのだろうけど、単に脳が周囲の情報から連想して、映像を合成しているわけではない。言うなれば、夢の中で過去に経験した出来事を追体験しているような……。

　ノイズがかかったような映像の中、〝パパ〟は私に怒ど鳴なり声を張り上げ、そして私の首を絞しめ始めた。何が起こっているのか分からず、私は硬こう直ちよくして立ち尽つくす。

「……噓。パパは、こんなこと……しない」

　声にならない呟つぶやきを私は発し、ぐらりと身体からだがかしぐのを感じた。そのまま、たたらを踏むようにして道どう路ろ脇わきの電柱によりかかる。

　映像はまだ続いていた。

　かすむ視界の中、白衣を着た人物がパパを突つき飛ばす。

　するとパパは、懐ふところからナイフを取り出した。その刃はが薄暗い通路の中で、ギラリと光を弾はじいているのが印象的だった。

　記き憶おくの中、私は絶ぜつ叫きようする。

　現実では、電柱に捕つかまってずるずるとへたり込んでいた。

〝今〟の秋葉原の光景にかぶさって、ラジ館での〝過去〟の情景が浮うかぶ。いつの間にかパパはナイフを取り落とし、ドライバーを私に突き出していた。肉をえぐられるリアルな感かん触しよくが、さらに気分を悪化させる。

　そしてその私を助けようと、視界の隅すみで白衣の人物がパパの落としたナイフを拾うのが見えた。〝岡部〟はそのままナイフを構え、私を助けるために駆かけ出す。……まっすぐに、パパに向かって。

　私は何も考えず、ただ驚おどろきのまま彼とパパを結ぶ線上に身を投げ出した。

　──瞬間、衝しよう撃げきと異物感、皮ひ膚ふと筋肉を引き裂さかれる感触が私を貫つらぬく！

　わずかに遅おくれて、声も出ないほどの苦痛が全身を支配した。

　現実の私は完全にうずくまってしまう。

　街中だけれど、そんなことに頓とん着ちやくしている余よ裕ゆうはもうなかった。おびただしい血液が、自分の身体から流れ出すのを感じる。

　それはあくまで夢のような感覚──記憶に過ぎないのだけれど、私はそのぞっとするような過去の残像に支配されていた。そう、ラジ館がもたらす連想された記憶に。

　これが……、死？

　これが……、消えるっていうこと？

　私がこの状態に戻るのが、世界の正しい姿……。

　そうか。……いらないんだ、私。

　世界に……、パパにいらないって、言われたんだ。

　少しずつ、意識の中に虚きよ無むが広がる。絶望と悲しみと、それをさらに上回る喪そう失しつ感かんが、私を支配しようとしていた。

「……ちゃん！」

　そんな中、不意に声が聞こえる。

「……スちゃん！」

　一体、誰だろう？　聞き覚えのある声。

「……クリスちゃん！　しっかり！」

　私の名を呼ぶ声が聞こえたと思ったその時、出し抜ぬけに頭から冷たい液体をばしゃりとかぶせられた！

　そのことで、急速に意識が覚かく醒せいする。

「……あ、あれ、これ？　水？」

　気づくと、いつの間にか自分が水みず浸びたしになっていた。びしょびしょになった自分の顔に触ふれてみる。まだ、かすかに震ふるえていた……。

「良かった～、クリスちゃん。大だい丈じよう夫ぶ？　熱ねつ中ちゆう症しよう？」

　妙みように間延びした口調。

　その主に視線を転じると、そこには私を心配そうに見つめるまゆりの姿があった。




　　　　☆




　どうやら、まゆりはうずくまっていた私が熱中症か何かになったものと思ったらしい。そのため、コミマ参加時に熱中症対策で持って行っていたミネラルウォーターをかけ、急場しのぎの冷れい却きやくを試みようとしたそうだ。

　──実際、今年の夏は記録的な暑さで、普ふ通つうにそこかしこで熱中症により倒たおれる人が続発していたので、当然の対応と思う。

　まゆりを認識した私がまず思ったのは、「コミマに参加していたはずのまゆりが何故なぜ、秋葉原の駅前にいたのか？」ということだった。

　そもそも、まゆりの今日15日のコミマ参加予定は、お昼過ぎまでの予定で終わりだったらしい。午後から夕方にかけては元々、お盆ぼんなので祖母のお墓参りに行くつもりだったのだそうだ。

　そのため彼女は、コミマの終しゆう了りよう後ごに秋葉原に戻ってきて、アルバイト先に置いていた荷物を回収後、お墓参りに行くつもりだったのだが、うっかりしたことに忘れ物をして来てしまったのだという。

　そしてそれを取りに戻ろうとしたところで、不調状態の私を見つけたという顚てん末まつのようだ。

　まゆりは私の調子が悪いのを見て、しきりに病院へと連れて行こうとした。彼女としては、私の様子を見てどうも気が気ではないらしい。

　最初はホテルに帰って休むから大丈夫と告げたのだけれど、「ホテルに帰ってひとりになるのはダメだよ」と強く主張された。どうやら、身内に体たい調ちようを壊こわしてそのまま大変なことになった人がいるか、他人が身体からだを壊すことに強い忌き避ひ感があるようだ。

　まゆりは、こうと決めたらてこでも動かない頑がん固こなところがあるとは思っていたが、こういう事態にもそれが発揮されるとは思っていなかった。

　次に彼女は、それならとラボに私を連れて行こうとしたのだけれど、さすがにあんなことがあった直後にラボへ戻るのは御ご免めん被こうむりたい気分だ。予想通りなら岡部は今、ラボにはいないだろうが、それでも現状でラボに戻るのはかなり抵抗がある。

　──さらに言えば、ラボに戻ったからと言って〝ひとりきりになる〟という問題が解決されるわけでもない。

　それらの長い悶もん着ちやくの結果、私が連れられて来たのはまゆりのバイト先であるメイド喫きつ茶さメイクイーン＋ニャン２であった。

　位置的にはラボのほぼ真裏──というよりも、ラボがこのお店の真裏──にあり、以前に私がつけ麵めんを食べたお店から数秒という立地である。なるほど、橋田がここに来るためにラボに入り浸びたっているという理由がよく分かる位置関係だ。

「お帰りニャさいませ、ご主人様♪」

　店に足を踏ふみ入れた瞬しゆん間かん、そんな声がかかった。

　見れば、そこにいたのは切れ長の少し吊つり気味なキュートな瞳ひとみと、ツインテールにした巻き髪がみが印象的な、猫ねこ耳メイド少女の姿だった。猫耳メイドは、猫を思わせる両手首をくいっと曲げたポーズで、猫の鳴き声を真似まねた挨あい拶さつをして私たちを出で迎むかえる。

　正直、その過か積せき載さいぶりに頭がクラッとした。

　私も＠ちゃんねらーの端はしくれだから、猫耳だってメイドだってそれなりに知ってはいる。でも、これはそれどころではない。……単なる萌もえとか可愛かわいいとかそんなチャチなもんじゃ断じてない。もっと恐おそろしい存在がそこにいた。

「フェリスちゃん、トゥットゥルー♪」

　その恐ろしい存在に、まゆりは上じよう機き嫌げんで挨拶する。どうやら、この恐ろしい存在が時々まゆりや岡部の話に出るフェイリスさんらしい。ラボメンナンバー００７の彼女だが、私は色んなすれ違ちがいから今まで彼女に会ったことがなかったのだ。

「ハニャ？　まゆしぃ、どうしたニャ？　さっき荷物を取りに来て出てったばっかりニャのに」

「えへへ～、忘れ物をしちゃったのです」

「もぉ～、おっちょこちょいだニャ。でも、そんなまゆしぃに萌え萌えニャー！」

　……恐ろしいことに、まゆりはこの恐ろしい存在と普通に会話している。その光景は、畏い怖ふにも等しい感覚を私に与あたえるものだった。

　正直、今まで生きてきてこれほど近寄りがたい存在を知覚したことは一度たりともない。

　ふたりの可愛らしい少女の背後に、すべてを吞のみ込むブラックホールが口を開けているような錯さつ覚かくさえ覚えた。

「でね、すぐそこでクリスちゃんに会ったから連れて来たの」

「おお！　あなたが噂うわさのクリスティーニャ？　話は凶真からよく聞いてるニャ」

　まゆりの言を受け、その恐ろしい存在の注意が私に向いた。

　私は思わず、舌なめずりする凶暴な肉にく食しよく獣じゆうに目をつけられたかのように、びくりとしてしまう！

「あれれ？　どうしたニャ？」

　こてんと小首を傾かしげ、彼女はたじろぐ私に近寄ってきた。とても可愛らしい仕草なのだけれど、あまりにも過か剰じよう過ぎるそれに、私はむしろ戦せん慄りつに近い感情を覚える。

「あ、いえ、その……。牧瀬紅莉栖です。……岡部からって、その、どんなことを？」

　やや言葉に詰つまりつつ、何とか動どう揺ようを悟さとられないようにして応こたえる。

　すると、〝助手〟、〝蘇よみがえった不死身の戦士〟、〝腐くさりかけのゾンビ〟、〝セレブサイエンティスト〟などのキーワードが彼女の可か憐れんな唇くちびるからまろび出た。

　ほほう。

「それ……。全部、あいつが言ってたの？」

「その通りニャ？　違ったのかニャ？」

　きょとんとした表情で私の問いに答える猫耳縦ロールツインテールメイド。

「ふ～ん、なるほどね」

　何だか、知らず知らずの内に自然と自分の顔に微笑ほほえみが浮かんでいくのを感じる。やっぱりあの男は今度、一番太い針で髄ずい液えき採取してやるべきだろうか？　それとも、適当なことをほざく声帯を摘てき出しゆつしてホルマリン標本にしてやるべきか？

　一度は破は棄きした岡部懲ちよう罰ばつプランが、再び私の中で息を吹ふき返しつつあった。




　　　　☆




「な……、クリスティーニャン。なんか、怖こわいニャ」

　岡部懲罰プランに意識をとられていた私は、その一言に正気に返った。見れば、軽く怯おびえたように彼女は尻しり込ごみしている。

　……この恐ろしい過積載存在に怖がられる私って、一体？

　軽く自身の存在に疑問を覚えたものの、このやりとりで駅前で起きたことのショックやこの店に入った時の衝撃が和やわらいだ私は、何とか社交用の態度を取り繕つくろおうと努力する。

　少なくとも、話はそらす必要があるだろう。

「ごめんなさい。ちょっと、ぼーっとしてた。それより、フェイリスさん……だっけ？　直接会うのは初めてよね、同じラボメンなのに」

「そう言えばそうニャ。でも……、フェイリスとクリスティーニャンは、すでに魂たましいレベルでは深くつながっているのニャ！　何故なら……、前世では決して結ばれない恋こい人びと同士という因果が……」

　さっきの萌え過積載が原因のそれとは、また種類の異なる目眩めまいが襲おそってきた。

　再びクラッとなる脳が、厨ちゆう二に病びようアラートを鳴らしている。

「なるほど、岡部と同じタイプか。妙な芸名を使っているのも納なつ得とくした」

「何言ってるニャ？　フェイリスはフェイリスニャ！　それ以外の名前はないニャ！」

　私の言に、フェイリスさんはまさしく猫がそうするような調子で食ってかかって来る。しかし私としてはもう、ため息をつくばかりだ。

「……メイド喫茶って、どこもこんな感じなの？」

　私の疲つかれ切ったような問いに、まゆりが即そく座ざに反応した。フェイリスさんも瞬しゆん時じにそれに便乗する。

「クリスちゃん興味ある!?　だったらここで働いてみるといいよ～」

「うん！　最初は恥はずかしいかもしれないけど、だんだん気持ちよくなってくるニャ」

　この時の私の心境を一言で説明するなら、げんなり……と言うところだろうか？　おかしい、さっきまで私は自分が消えるということに対する恐きよう怖ふ感かんや、ラジ館を見て湧わき上がった謎なぞの白昼夢に苦しんでいたはずなのに……、どうしてこうなった？

「だが断わる！」

　確かに眼前のフェイリスさんは可愛らしいし、まゆりにこのお店の衣装が似合うのも大体類推がつくけど、それが自分に似合うとはあまり思えない。

　特に、両胸の真ん中付近にベストのラインが来るこのお店の制服は、殊こと更さらにバストに注目を集めるデザインになっていて……、その、何だ。……ともかく、私には合わないことだけは、天地がひっくり返っても間ま違ちがいない。

　しかし、断わってもまゆりはめげなかった。ご丁寧にわざわざ猫語で言いつのる。

「今ならネコミミを三つ、つけるニャー」

「どんな布ふ団とん圧縮パックよ！」

　深夜かお昼時の通つう販はん番組のようなことを言われ、思わずそう返す私。さらにそこへ、フェイリスさんの追つい撃げきが飛んできた。

「さあ、ニャって言ってみるニャ！」

「言わんわ！」

　何とか追撃をさばくと、さすがに諦あきらめたかフェイリスさんは矛ほこを収めたように腕うでを組む。

「むぅぅぅぅぅぅ、残念ニャ～」

「もう、調子狂くるうなあ……。そういう気分じゃないのに」

　私は疲れ切って、ため息混じりにぼやく。

　そうだ。こんな風にじゃれ合っている気分ではないはずなのだ。何せ、私は死亡宣告を受けた身なのだから……。

「どういう気分ニャ？」

「……さあね」

　尋たずねられた言葉に、私は素っ気なく返す。こういう時でもなければもう少し愛あい想そ良くするのだけれど、相手が岡部並みの厨二病言動者で、こっちがダウナーどん底に近づきつつあるこの状態では、にこにことするにも限度がある。

　実際、そこでまゆりが声を上げなかったら、私は不ふ機き嫌げんさのあまりフェイリスさんに突つっかかっていたかもしれない。

「あ、そうだった！　まゆしぃは忘れ物を取りに来たんだったよ～。休きゆう憩けい室にあるかな？」

「一いつ緒しよに探してあげるニャ！」

　思い出したようにいうまゆりに、人差し指を立ててウィンクするフェイリスさん。その仕草は本当に可愛らしいものだった。

　……これで厨二病言動さえなければ。

　心の中で困りつつ、表面上は無表情のまま、なりゆきで私はまゆりの忘れ物捜そう索さくにつき合う。まゆりとそれに付き従うフェイリスさんにさらについて行く形で、私は休憩室へと向かった。

　メイクイーン＋ニャン２の休憩室は、よくある更こう衣い室とは違って応接間と言われても納得できるくらい、ゆったりとくつろげるスペースがあった。

　部屋の奥の側には大きなテレビがあり、少し前まで誰だれかが見ていたのか、ニュース番組が映し出されている。着き替がえ用のロッカーと化け粧しよう用の鏡が両りよう脇わきの壁へき面めんに配置され、部屋の中央にはテーブルと骨休めにちょうど良さそうなふんわりしたソファ。

　そして、おそらくは従業員の心の癒いやしであろう、高級そうなマッサージチェアが置かれていた。

「ああっ！　あったあった。探す必要もなかったよ～」

　部屋に入ってすぐ、まゆりは化粧台に置かれていた花束に歩み寄る。

「それって、百合ゆりの花束じゃない」

　まゆりが抱かかえ上げた純白の花束を見て、私はそう声を上げた。ふんわりとした香かおりが咲さき誇ほこる大輪の花々から漂ただよってくる。

「そうだよ。お祖母ばあちゃんのところに持って行くんだ」

「そっか……、お祖母ちゃん思いなのね」

　まゆりの祖母はすでに亡なくなっていると、彼女自身から聞かされていた。

　それが、彼女が岡部の〝人ひと質じち〟となったきっかけであり、岡部がまゆりを守り続けると誓ちかったきっかけだったからだ。

「へへへ……。それじゃ、お母さんを待たせてるからまゆしぃはもう行くね？」

　照れたように笑うと、まゆりはにっこり笑ってそう言う。

　言われて困ったのは私だ。無む理り矢や理り引きずっては来られたけれど、ほぼ初対面のしかも厨二病言動者とふたりきりになるのは少々以上に難があった。

　しかし同時に、これからお盆ぼんのお墓参りに行くというまゆりにくっついていくのも、何だか家族団らんの時間を壊こわすようで心苦しい。そんな二アン律ビバ背レン反ツに、どうしても歯切れが悪くなる。

「ね、ねえ、まゆり。……行っちゃうの？　私も……」

　そこに、突とつ然ぜんフェイリスさんがほとんどタックルまがいでしがみついてくる。その結果、私の言葉は途と切ぎれざるを得なかった。

「クリスティーニャンはゆっくりしていくニャーン」

「ちょ、ちょっと！　くっついてこないで！」

　そうこうしている内に、まゆりは手早く帰り支じ度たくを終えたらしい。手を振ふりながら、彼女は言う。

「じゃあ、また明日ねクリスちゃん。トゥットゥルー！」
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「え？　ま、まゆり!?」

　私がそう制止の言葉をかけた時には、すでに休憩室の扉とびらは閉まった後だった。

　どうやら本当に急いでいたのだろう。多分、私をここまで引っ張ってきたのは本当にイレギュラーで、そのことが原因で時間が押してしまったような気配だった。

　……だったら、無理に私を連れてこなくても良かったのに。

　わずかに私は憮ぶ然ぜんとする。

　確かに熱ねつ中ちゆう症しようなら介かい抱ほうの手も必要だろうけれど、私の症しよう状じようはそれとはほど遠い。不調の原因は別のものなのだから、わざわざここまで引っ張って来る必要はなかったのだ。

　まゆりの親切自体は嬉うれしいし、これが彼女なりにできる精せい一いつ杯ぱいだったのだろうけれど、余よ裕ゆうのほとんどない今の私にとっては、少しありがた迷めい惑わくな部分もある。そして、そんな風に感じてしまう今の自分が、何より私にとってはストレスだったのだ。

　……あんなに私のことを考えてくれてるのに、ありがた迷惑だなんて。私は。

　きりと歯がみする。

　口惜くやしい気分で一いつ杯ぱいだった。

　自分ではどうしようもできないことが目の前に山積みで、そのせいでいつもなら配はい慮りよできたり素す直なおに受け止められるはずのことすら、満足にできなくなる。

　どれだけ天才少女ともてはやされようと、結局のところ私は経験不足の子供に過ぎないことを否いや応おうなく突きつけられたような気分だ。

「うぅぅぅぅ……。クリスティーニャンは、フェイリスとふたりきりなのは嫌いやかニャ？」

　そこに、しがみついたままのフェイリスさんから声がかかる。見れば彼女は、かすかに涙なみだをにじませた目で、捨てられた子こ猫ねこのようにこちらを見ていた。

　さすがにそれを見ると、岡部に対するように「ティーニャンじゃないッッ！」と叫さけぶことは難しい。私は彼女を自然に振りほどきながら言う。

「いや、別にそういうわけじゃ……ない」

「だったら、お店で何か食べてくかニャ？　おもてなしするニャ！」

　私の言葉に、意を得たりと思ったか、フェイリスさんは身を乗り出すようにして言を発する。その言動の流れに、私は奇き妙みような既き視し感かんを覚えた。

　不思議に思いつつも、私は首を振る。

「悪いけど、そんな気分じゃないの。私も退散するわ」

「えぇ～、帰っちゃうのニャ？」

　至し極ごく、残念そうに言うフェイリスさん。

　おそらく男性なら、ほとんどの人間がここで考えを変えるだろう可か憐れんさが彼女にはあった。とはいえ、さすがに現状ではそんなことに心を動かされている精神的余裕はない。

「……ひとりになりたいのよ、今は」

　やや気落ちしたような声が私の口から漏もれる。どうやら、自分の予想以上にまだショックを引きずっているようだ──ある意味で当然ではあるが。

　ごめんなさいと心の中で呟つぶやき、私はきびすを返そうとする。

　その瞬しゆん間かん、奥のテレビから聞き覚えのある怒ど鳴なり声が聞こえてきた！

「だから私はオカルト研究家でもなければ、ＵＦＯ研究家でもないと言っとるだろうが！」

　その怒ど声せいに、思わず私は身をすくませる。

　……片時も、決して忘れたことのないその声。

　私は一いつ瞬しゆん、両手で耳をふさぐような体勢をとり、それからおそるおそると奥のテレビの方へと視線を送る。

　その液えき晶しようの画面に映っていたのは、他ほかでもない私のパパの姿だった。

　牧瀬章しよう一いちこと、中鉢博士。

　それがパパの世間に知られている名前だ。

　画面の中のパパは、どうやら夏の怪かい奇き番組か何かでコメントを求められていたらしく、不機嫌そうな顔でレポーターを睨にらみつけている。

「ニャハハ、び、ビックリしちゃったニャ。テレビは消すのニャ～」

　相当にびっくりしたのか、そう言うフェイリスさんの頰ほおには冷や汗あせが伝っていた。彼女はテレビを消そうと、テーブルに置いてあるリモコンへと近づく。

　フェイリスさんがリモコンを手に取ったところで、私は「待って！」と叫んだ。彼女は疑問顔で私に振り返る。

　しかし私は──私の意識は、テレビの中のパパに向けられていた。

「そんな下らないことを私に聞くな！　まったくふざけた番組だな!?」

　怒いかり心しん頭とうという様子でレポーターや取しゆ材ざい陣じんに怒鳴り声を張り上げるパパ。私はそのパパの態度に怯おびえを感じつつ、どうしても目を離はなすことができない。

　やがてパパは席を立ってその場から離れて行ったようだ。

「ニャハハ……。この人ぉ、まだこんなことやってるのニャ。昔からまったく変わってないニャ～」

　フェイリスさんは、苦く笑しようしながらそうパパのことを評する。どうやら、パパのことをよく知っているような口ぶりだった。

「結構、有名なの？」

「有名っていうか……」

　パパのことを尋ねた私に、フェイリスさんは歯切れ悪そうに明後日あさつてを見る。しかし、私は懇こん願がんするように彼女を見つめ続けた。

　パパと離れて七年。

　その間のパパのことを、私はよく知っているとは言えない。

　いえ、そもそも家庭以外でのパパの姿を、私はろくに知らないのだ。

　もちろん、ネットの書き込みや時折のニュースなどでパパの話題を目にすることはあったが、さすがにパパが出演している日本の番組までチェックできていたわけじゃない。

　──大体、パパがテレビに出ていると知ったのは結構、最近のことだ。私はそれまで、パパがどちらかというとタレントに近い扱あつかいをされていることなどまったく知らなかった。

　だから、私の知らないパパのことを知っている人がいるというのなら、その知っていることを教えて欲しいとは常々、思ってはいたのだ。

　しかし残念ながら、いくらなんでも誰だれ彼かれ構わず「中鉢博士のことを知っていますか？」と聞いて回るわけに行かない以上──そんなことをすれば、パパにどんな迷惑がかかるか分からない──、今までそう大した収しゆう穫かくを得ることはできなかった。

　けれど、フェイリスさんがパパのことを知っているというのならば……。

　彼女は私にじっと見つめられ、仕方ないと観念したように話し出す。

「……今は黒歴史になってるから、ここだけの秘密ニャんだけど。フェイリスのパパと中鉢博士は親友と書いてマブと呼ぶ関係だったのニャ」
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　あまりにもあまりな……、まったく予想外の答えだった。

　さしもの私も、たった今その耳にしたことが信じられずに乾かわいた笑いを漏らすしかない。

「……！　は、ははは。……ま、またまた。ご冗じよう談だんを」

「本当ニャ♪　パパは十五年ぐらい前まで、中鉢博士のとある研究に協力してたのニャ。スポンサーとして、研究費を出してたぐらいニャ」

　奇き縁えんとしか言いようがない。

　そりゃ、パパにだって私の知らない人間関係だってあるだろうし──というより、私はパパの人間関係などほとんど知らない──、友達だっているはずだ。

　けれど、パパは私にとってあまりにパパであり過ぎて、いつの間にか私はパパが〝自分にとっての父親〟以外の何者でもないように思い込んでいたのかも知れない。パパにだって、別の立場があって当然だというのに。

　だからだろう、私は信じられない気持ちで呟くしかなかった。

「本当に……？」

「うん。フェイリス、噓うそつかない♪」

　呆ぼう然ぜんとした呟きに、フェイリスさんは落ち着き払はらって答える。

　私はその事実が脳に染しみ渡わたって行くにつれ、逆に冷静さを失い始めていた。

　思わずフェイリスさんの両りよう肩かたをつかんでガクガクと揺ゆさぶってしまう。

「……はああっ？　親友ってなんぞ!?　いつから!?　きっかけは!?　この十五年はどうしてたの!?　そもそも研究って……！」

　頭が真っ白だった。

　自分が消えるという問題や謎なぞの白昼夢で精神的体力を消しよう耗もうしていたところに、この衝しよう撃げきはかなりきつい。元来、そこまでキャパシティが大きい方ではないのだ。

　それだというのに、立て続けに予想だにしない出来事が次から次へと起きて、今度はパパの知られざる側面を耳にすることになるなんて!?

　岡部から〝自分が消える〟というショッキングな事実を聞かされたのが14時になる少し前で、今はまだそれから一時間半程度の時間しか過ぎていない。

　だというのに、これは一体どういうことなのだろうか？

　岡部風に言えば、これも「シュタインズ・ゲートの選せん択たく」というやつ──そういえば最近聞いていない──なのだろうか？

「あわあわ、ハニャア……、お、落ち着くニャ！」

　あまりにも慌あわててパニック寸前となっていた私の耳に、フェイリスさんの抗こう議ぎの声が届く。そう言えば、ずっと彼女をゆさぶったままだった。

　どうやら目を回しかけていたようだ。

「あっ！　ご、ごめん……」

　ぱっと手を離すと、フェイリスさんはふらふらとしつつ、ぽすんとソファにへたり込む。

「ウニョニャァ～……」

　どうやら大事はないようだが、気分としては申し訳ない気持ちで一杯だった。本音を言うと逃にげ出したい。

　けれど、その逃げ出したい心以上に、彼女と彼女のお父さんが知っているという、私の知らないパパの姿をどうしても聞いて置きたかったのだ。それはある意味、この七年間ずっと知りたくて、それでも知ることのできなかったことだった。

「ねえ、フェイリスさんは中鉢博士のことを、何か知ってる？　どんなことでもいいから、教えて？」

　そう問われ、フェイリスさんはきょとんとその切れ長の瞳ひとみでじーっと私を見つめる。しばしの注視の後、彼女はにっこりと笑って言った。

「だったら、うちに来るニャ！　実は、歴史の闇やみに葬ほうむられた貴重な資料が存在するのニャ！」

　歴史の闇？

　貴重な資料？

「え？　何それ？」

　えっと、私は確かパパと彼女のお父さんと親友だったというから、その話をくわしく聞かせて欲しいと言っただけなのだけれど……。

　一体、パパは何をやっていたのだろう？　普ふ通つうに考えると彼女が、単に厨ちゆう二に病びよう的言動を駆く使しして事態をややこしくしているだけとは思うんだけど、パパについてそこまでくわしく知らない私は、ここでその台詞せりふを否定できるだけの材料を持っていなかった。

　彼女は私の反応に、楽しそうに微笑ほほえむ。

「来れば分かるニャ～。ニャ・フ・フ♪」

　ここまで来たら決意するしかなかった。

「……行くわ」

　即そく答とうする私に、彼女は両手を合わせて喜びの表情を浮うかべる。

「決まりニャ！　だったら、もうちょっとでバイトが終わるから、待っててニャ」

　言ってフェイリスさんは、足早に休きゆう憩けい室を出て行く。

　私はそれを見送ると、入れ替かわりにソファに腰こしを下ろした。そして、顔を上げると、正面に鏡に映った自分の顔がある。お世辞にも顔色がいいと言える状態ではなかった。

「……そっか。これじゃ、確かにまゆりも放っておけないわよね」

　紙のように白いという表現があるが、今の私がまさにそれだった。かすかに苦く笑しようし、ため息をつく。

　そして同時に、フェイリスさんがまとわりついてきたのも、この顔色のせいだろうと見当がついた。どうやら、彼女が岡部に似ているのはその言動だけではないらしい。誰だれかが傷ついた気配に敏びん感かんなところも、非常によく似ているようだ。

　私がパパのことを尋たずねた時に、わざわざ自宅に招待する形を取ったのも、その方が私の様子を見守るのに面めん倒どうが少ないと考えたからだろう。

　だが、それにしても……。

「まさか……ね。もうすぐ自分の存在が消えちゃうっていうのに、なんて皮肉……。今いま更さらパパのことを知る機会が、回ってくるなんて……」

　ずっと、ずっと知りたかったことが、これで少しは分かるかも知れない。私はそう思い、フェイリスさんが戻もどってくるのを待った。
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　メイクイーン＋ニャン２の閉店の後、私がフェイリスさんに連れられて向かった先は、秋葉原駅前のＵＰＸの隣となりにある超ちよう高級高層マンション、秋葉原タイムズタワーの最上階だった。

　晴れた日には富士山も一望できるというこの建物は、間ま違ちがいなく秋葉原でも有数の高さを誇ほこる建物だ。実際、私もラボの屋上から、何度か見た覚えがある。

　フェイリスさんは、この一フロアをすべて自分の部屋として使っているのだという。さらにいつもは執しつ事じが控ひかえているのだそうだが、今日は風邪かぜ引きで休養を取っているとのことらしかった。

　正直、かなり混乱している。

　この家も高級さもそうだが、それ以上にメイド喫きつ茶さにつとめている年若い少女が、こんな場所に住んでいるということが理解できない。

　私の生まれ育ったアメリカは、出身階層や成績、得意分野ごとにそもそも属する社会それ自体が立て分けられる傾けい向こうがある。スポーツマンはスポーツマン同士で集まり、資産家は資産家、研究者は研究者でコミュニティを築くのだ。

　このため、別の階層や出身の人間同士は、大たい抵ていの場合さほど活発な交流を行なうことはない。日本では年ねん齢れいや土地によってコミュニティを形成するが、アメリカではそれが個々の階層や職業分野で行なわれるということだ。

　だから、私の常識で考えると、フェイリスさんが資産家の出身であるのにメイド喫茶で働いているというのは、まったく理解できないことだった。

　本音を言えば、完かん璧ぺきに常識の埒らち外がいのことで、ぽかーんとしてしまう。とはいえ、フェイリスさんにとってはこれが普通で、彼女の日常なのだろう。

　フェイリスさん宅に到とう着ちやく後、彼女はある一室に私を案内した。どうやら、オーディオルームのような場所らしい。

「これが見せたかった、歴史の闇に葬られた貴重な資料ニャ」

　そこで彼女が取り出したのは、ひとつの磁気テープメディア──カセットテープだった。

　昔、主に音声を録音・再生するために使われていたアナログコンパクトカセットで、１９６０年代から１９９０年代まではこれで音楽を聴きくのが普通だったという。

　ちなみに再生用ＣＤが一いつ般ぱん化するのは１９８０年代で、録音可能なＣＤが普ふ及きゆうするのは１９９０年代後半である。

「それで……、この中には何が？」

「フェイリスのパパと、中鉢博士の会話ニャ」

　私の質問に、フェイリスさんは取り出したカセットテープをオーディオ機器にセットしながら答える。

　フェイリスさんのお父さんとパパの会話が録音された、磁気テープ。私はそんなものがあったことに軽い驚おどろきを覚える。いや、あるだけならともかく、それがまだ現存していたことにびっくりした。

　音声メモを録とることは研究者なら珍めずらしくないが、大抵は物理的なメモに起こしたり、論文などの形でテキストにしてしまった段階で破棄されることがほとんどだからだ。

「……よくそんな物、残ってたわね」

「うん、パパは大学生の頃ころから、ボイスレコーダーを日記代わりにしてたのニャ。テープは、ホントはもっとたくさんあったんだニャ。それこそ、二千本以上なのニャ」

　私に背を向けた状態で、オーディオ機器を操作しながらフェイリスさんはいう。その口調は何処どこか嬉うれしげで、同時に少し寂さみしげでもあった。

　もしかして、フェイリスさんもあまりお父さんと一いつ緒しよに過ごす時間がないのかしら？　お父さんに関係した事こと柄がらに触ふれるのは嬉しいけれど、それと背中合わせみたいに何処か満たされない気持ちが襲おそってくる。何かそんなような様子だった。

「……でも、十年前にぜーんぶ処分しちゃってもう聴けないニャ。だけどこの一本だけ、パパが書しよ斎さいで使ってたテーブルに隠かくしてあったんだニャ。ここに引っ越こしてくる時、たまたま見つけたのニャ」

　どうやら磁気テープのデッキはあまり使わないせいか、調整に手間取っているらしい。少し手持ち無ぶ沙さ汰たで、私は周囲をくるりと見回す。

　すると視界に、彼女が今セットしているカセットテープのケースが目に入った。

　そこには数字と文字が書き込まれている。

「このテープ、日付がついてるわね。平成……６年？」

「十六年前、パパが二十七か八の頃のだニャ」

　テープのケースを見ながら言った言葉に、フェイリスさんが反応する。彼女の背中越ごしの言葉に、私はふと気づいた。

　十六年前に、二十七か八ってことは……。

「ん……じゃあ、あなたのお父さんと中鉢って同い年なのね」

「はニャ？　確かにそうだけど……、なんでクリスティーニャンは中鉢の年を知ってるのニャ？」

　私の呟つぶやきに反応し、フェイリスさんは疑問顔でこちらを振ふり向く。

「えっ!?　そ、それはその……。そっ、それより、できれば早く聴きたいな」

　その表情に、私は誤ご魔ま化かすように急せかす言葉を口にした。

　本当はわざわざ家にまで招待してくれて、こうやってテープを聴かせてくれる彼女にこんな物言いは失礼な気がするのだけれど、中鉢博士が私のパパだというのはもう少し黙だまっておきたかった。

「ふ～ん、まぁいいニャ」

　フェイリスさんはそう思案げに言うと、機器の調整を終わらせる。

「……と、準備完かん了りようニャ！　クリスティーニャン、覚かく悟ごはいいかニャ？　これを聴いたら、後あと戻もどりできないニャ」

　そう、宣言する猫ねこ耳縦ロールツインテールメイド。私はまた厨二病言動かとげんなりした顔になる。

「そういうのはもういいから……」

　しかしフェイリスさんは一転して真面目まじめな顔をしていた。

「冗じよう談だんを言っているわけじゃないニャ」

「どういうこと？」

　その面おも持もちに、先ほどまでとは違ちがう真しん剣けんみを感じて私は問う。

「パパたちは、とんでもない物を作ろうとしてたのニャ。……これから聴くことは、誰にも話しちゃ駄だ目めニャ。それが、テープを聴かせる条件ニャ」

　堅かたい声こわ音ね。

　どうやら本気のようだった。まとう雰ふん囲い気きも、厨二病言動を繰くり返す時とはかなり違う。どうもこちらの方が彼女の素すに近いようだ。

　その厳げん粛しゆくな表情を目にして、私は逆に沈しずみかけた感情が甦よみがえってくるのを感じた。どうせ、そんな秘密を耳に入れようと、私はもうすぐ消える。その秘密を言いふらす時間もおそらくないだろう。

「安心して。誰にも言わない。どうせ私はもうすぐ……、消えるから」

「ニャ？　消える……？」

　──口を滑すべらせた。

　フェイリスさんが聞き返した声に、私がまず思ったのはそれだった。私はハッとした顔で、再度誤魔化すように言葉を紡つむいだ。

「っ……！　何でもない、とにかく約束する。誰にも、言わない」

　その私の言葉に、フェイリスさんは大きくうなずいた。そして屈くつ託たくのない笑え顔がおでいう。

「ん、信じるニャ。ラボメン仲間として。……じゃ、再生するニャ！」




　　　　☆




「あ、ああ、テステス。今日の秘密会議は秋葉原の喫きつ茶さ店てんにて……」

　テープを再生してすぐに聞こえてきたのは、まず知らない男性の声だった──ちなみに後で教えてもらったところによると、この声の人がフェイリスさんのお父さんである秋あき葉は幸ゆき高たかさんだそうだ。

「こら幸高、そこは相対性理論超ちよう越えつ委員会だろうが」

　続いて、聞き覚えのある声が響ひびく。パパだ。

　それもかなり若い頃の……。

「分かったから座っていろよ、章一」

「なっ……！　私を本名で呼ぶな！」

　秋葉さん（フェイリスさんのお父さん）とパパは、親しげに会話している。確かにフェイリスさんの言うとおり、ふたりは親友と言えるような間あいだ柄がらだったのかも知れない。私はこんな親しげに他ほかの人と会話するパパの姿を見たことはなかった。

「芸名か……、あたしも前はそんなことしてたな」

　そこで、不意に女性の声が入る。

　これも聞き覚えがあるような気がする声だった。

　しかし、聞き覚えがあるだけで誰の声かははっきりしない。錯さつ覚かくなのだろうか？

　そう思った次の瞬しゆん間かん、秋葉さんが口にした名前ですべての疑問は氷解した。

「そうなんですか、橋田教授？　どんな名前だったんです？」

「それは秘密」

　橋田教授──すなわち、橋田鈴すず。

　聞き覚えがあるのは当然のことだった。

　それは８月９日に１９７５年へと旅立ち、その後に東京電機大学の教授となった阿万音鈴羽さんの声だったからだ。加か齢れいによって幾いく分ぶん、声の質は変わっていたけれど、その特とく徴ちようの本質までは変化していなかったのだ。

　私はそれに気づいた瞬間、声にならない驚きよう愕がくを感じていた。

　……パパが、阿万音さんの教え子!?　フェイリスさんのお父さんも!!

　そう言えば、フェイリスさんのお父さんは、阿万音さんの知り合いだって岡部が言っていたけれど。でも……、教え子だったなんて！

　複数の世界線と時間軸じくを旅した岡部から聞かされた物語。その物語において、阿万音さんは過去の世界で現在の私たちのために、多くの準備をしてくれていた。

　ラボのあるビル──大おお檜ひ山やまビルをブラウン管工こう房ぼうの店主さんに託たくしたのも彼女だし、柳やな林ばやし神社にあったＩＢＮ５１００をフェイリスさんのお父さんに頼たのんで奉ほう納のうしたのも阿万音さんだということが分かっている。

　また、私がこの秋葉原に来る要因のひとつであったＡＴＦのセミナーも、阿万音さんの教え子が関係していたらしいと分かっている。

　そもそもそのセミナーを企き画かくした人間が属していた橋田ゼミ自体が、パパの言う〝相対性理論超越委員会〟と無む縁えんとは思えない。橋田ゼミはタイムマシンをテーマとしたゼミであり、タイムマシンの実現には何らかの形で相対性理論をすり抜ぬける必要があるからだ。

　──結果として、録音を聞く過程で後にこのふたつが同一であったことが判明する。

　私は……、彼女とはほとんど話したことがない。

　それが阿万音さんの中にある、未来の私に対する敵意に起因したものであったことは間ま違ちがいない。でも、私はどうしてそれを越えて、彼女と話そうとしなかったのだろうか？

　無理もないことだし、今こうして思うのは無い物ねだりと分かっている。

　それでも、ここまでして彼女は私たちのために下準備をしてくれた。

　世界をＳＥＲＮの支配から救うため。

　まゆりを繰り返される死のループから救うため。

　岡部を絶望の暗くら闇やみから救うため。

　彼女は、そのために２０３６年から単身、過去へと遡さかのぼり、そして１９７５年の世界で孤こ独どくに生きて……死んだ。私たちのためにだ。

　その阿万音さんが、パパたちと深いつながりを持っていたことを知り、私は言い様の知れない感覚を味わっていた。彼女は確かに、〝何か〟を残したのだ。彼女の人生は無む駄だではなかったと、間違いなく言うことができる。

「私のことは、プロフェッサー中鉢と呼び給たまえ。それが今の私の世を忍しのぶ名だ」

　録音された音声の中で、パパが自じ慢まんげに言う。その口調に、私はかすかな引っかかりを覚えて首を傾かしげた。

　……あれ、何だかこの自慢げな調子は何処かで覚えがあるような？

　最初は幼少の頃の記き憶おくかと思ったけど、どうも違うような気がする。

「君がプロフェッサーだと、橋田教授と被かぶるじゃないか。……あ、中鉢博士とかはどうだ？」

「あたしはプロフェッサーと名乗る予定は無いよ、秋葉幸高」

　パパの物言いに秋葉さんが呆あきれたように言い、その言にさらに阿万音さんが呆れたように声をかぶせた。どうやら、この三人はいいトリオらしい。

　三人の会話はこの後、何故なぜあえて芸名を名乗るのか、本名にしてもいいのではというところへと発展する。しかしそこで、パパが不満そうに声を漏もらした。

「それは危険だ。タイムマシンが完成したら、きっと学会の刺し客かくが私の命を狙ねらってくるだろう。それでは、この中鉢の名をくれた師し匠しように申し訳がない」

　……何故、学会がわざわざパパに刺客を送ってくるのかは分からなかったが、どうもパパの中ではそれは規定事じ項こうらしい。案の定、さらに呆れたような問いが上がった。

「師匠って誰だれだい？」

「あたしだったりして？」

　秋葉さんが問い、阿万音さんが茶ちや化かすようにいう。その阿万音さんの言を、パパはにべもなくはねつけた。

「それはない」

「じゃあ誰？」

「秘密です」

　何とも言えない、子供のようなやりとり。その応おう酬しゆうに飽あきたのか、秋葉さんが話を切るように呟いた。

「つまり、いつもの妄もう想そうなんだろ？」

　しかしその言葉は、パパにとっては受け入れがたいものだったようだ。パパはどんと机を叩たたき、苛いら立だたしげに反論する。

「妄想とは失礼な！　私の心の師匠は昔からアインシュタインと決まっている！」

　そこで、阿万音さんはパパに──こちらもそろそろ飽きてきたと言いたげな口調で──問いかけた。

「そもそもさあ、なんで中鉢なの？」

　当然といえば当然の問いかも知れない。私もそれは知りたいような気がしていた。

「鉢はちの中心は宇宙を示す究極の形だと気づいたのだ」

　パパはそれに……、さもすごかろうというように答える。おそらくパパは、したり顔で自説を開かい陳ちんしたに違いない。しかし、場の空気はむしろ白けたように思えた。

「はい、というわけで定例会議を始めよう」

「おい、無視するな！」

　何というか……。録音の中のパパは、私のイメージするパパとはかなり食くい違っているようだった。




　　　　☆




　先の呆れるような会話の終しゆう了りよう後ご、三人の会合は一気にシリアスなものへと変わった。

　具体的には、パパの作っているタイムマシンに対して、秋葉さんがこれ以上の資金援えん助じよを行なうのが難しくなってきているということだった。

　平成６年……、西せい暦れきでいうと１９９４年。

　時期的には日本国内のバブルも弾はじけて、不ふ況きようのまっただ中だ。私はというと、この時はまだ二歳だったから、当時の記憶はない。しかし数々の企き業ぎようが倒とう産さんし、それまでの日本経済の常識が次々と塗ぬり替わって行った時期だというのは認にん識しきしていた。

「……潮時かなぁ」

　録音の中で、阿万音さんがぼそりと言う。

「えっ、橋田教授、どういうことです？」

　その言に、パパは即そく座ざに反応する。どうやら恩師の言葉があまりに意外だったらしい。

「これ以上続けても、無駄だってこと」

「そんな！」

　厭えん世せい的な口調で阿万音さんはいい、それにパパは抗こう議ぎの声を上げる。

「中鉢くんはよくやってくれたけど……。やっぱさ、個人の研究じゃ限界があったんだ。……ごめんね」

　聞けば、タイムマシン研究は元々、阿万音さんが独自に行なっていたものだったそうだ。

　しかしその研究内容を書き付けたノートをパパが盗ぬすみ読みし、その結果としてパパを中心としたタイムマシンに興味を持つ人々によって橋田ゼミが構成されていったということらしい──とはいえ、すでにこの時点でかなり人数は減っていたようだが。

　以来、八年。

　パパたちは独力で研究を続けたが、さすがにこの当時のテクノロジーで、しかもゼミ程度の規模の研究ではやはりカー・ブラックホールの生成にまでは至れなかったようだ。

　──技術の進歩を考えれば、未来ガジェット研究所で用いていた程度の機材をそろえるのでさえ、当時の平均年収の十年分以上が必要だったことだろう。

「いずれにしても、資金はこれまで通りには出せない。研究規模は縮小になる」

　困ったように、しかし決然と秋葉さんはいう。

　録音を聞く限り、彼もひとつの会社を経営し、その社員たちや自分の家族を守る立場にあるようだった。である以上、たとえ友人と恩師、そして自分の夢のためとはいえ、成果の出ない研究に無制限の投資を行なうことはできないのだろう。

　当然の発想だ。

　これが研究者に、望む研究をするためには政治力が必要になる理由でもある。

　こうした局面で必要な資金を引き出すには、援助を行なってくれている人々を納なつ得とくさせるだけの材料を提示しなければならない。

　あのＮＡＳＡナサでさえ、人々の耳じ目もくを集めて資金を快く出させるために、時には研究開発に必要のない美しく彩いろどられた天体写真を公開するなど、パフォーマンスは絶対に欠かさないようにしている。

　秋葉さんも資金援助を行なう以上は、その資金の出所である自分の会社の人々を納得させねばならない。そして録音を聞いている限り、パパは秋葉さんに彼の会社の人々を説得できるような材料を何ひとつ提供できていないようだった。

　これでは、ダメだ。

　──ちなみにそうした研究者の世よ渡わたりという意味では、阿万音さんも大同小異だったとおぼしい。

「……そういえばさ、まだ聞いていなかったっけ？　中鉢くんはどうしてタイムマシンを作りたいの？」

　阿万音さんは不意に、そう話題を切り替かえた。

　これに、少しの間パパはしどろもどろとなる。どうも、よっぽど言いたくない内容だったらしい。

　結局、秋葉さんが「教授、彼は人類が火を熾おこした瞬しゆん間かんが見たいそうですよ」と、その内容をバラしてしまったのだが、私は何故パパがそれを隠かくそうとしたのか少し理解に苦しむ。ロマンチックで好こう奇き心しん旺おう盛せいな、いい目標なのに。

　……待った、最近もこんな感想を抱いだいたことがあるような気がする。

　しばし私は心に感じた疑問に頭を悩なやませるが、結局その答えは出なかった。

「あれほど言うなと……。そういう幸高はどうなのだ？」

「ビジネスだよ。それ以外に何があるっていうんだい？」

　パパは自分の夢をバラされ、憮ぶ然ぜんとして逆に秋葉さんに問う。一方、秋葉さんの回答は早い。その口調はしっかりした自信と信念に裏打ちされたものだった。

「ふふっ、夢もロマンもないやつめ」

「失敬な、ビジネスだって夢とロマンに溢あふれているんだぞ？」

　けど、パパとしてはその回答は面おも白しろ味みに欠けていたらしい。からかうように言うと、秋葉さんも少し憮然としたような調子で返していた。

　会話は自然と、そこにいた最後の人物へと収束する。

　秋葉さんは恩師に対して、「橋田教授はどうして？」と問い、彼女はしばしの逡しゆん巡じゆんの後にこう答えた。

「あたしはただ、過去へ……。いや、未来に忘れ物を届けに行きたいだけ。孤独にその時を待ち続けるのってさ、結構きついんだ」

　阿万音さんの言葉に、私はぐっと唇くちびるをかむ。

　彼女が１９７５年に跳とんだのは、ＩＢＮ５１００を確保してそれを岡部たちに託たくすためだ。結局、この世界線における彼女は病気のために直接、岡部にＩＢＮ５１００を渡わたすことは出来なかった。

　──おそらく、彼女が２０００年頃ごろに亡なくなるというのも、世界線の収束による確定事項なのだろう。

　いずれにせよ、この録音を聞く限りではこの時点での阿万音さんはすでにＩＢＮ５１００を確保していて、それを自分で岡部たちに渡しに来るつもりだったことは間ま違ちがいない。だから……、彼女は言っているのだ。待ち続けるのは辛つらい、と。

　タイムマシンがあれば、その待つ時間を一足飛びに解消できる。そう考えた彼女が、独自にタイムマシンを研究していたのも、むべなるかなと思った。




　　　　☆




「だけどさ、中鉢くん。君だって家族がいるんだし、いつまでも夢を追っているわけにはいかないでしょう？」

　阿万音さんは、再度タイムマシンへの夢を語り出したパパに、ぴしゃりと言う。それに追い打ちする形で、秋葉さんもまたパパをたしなめるように言を放った。

「それは確かに。不幸だよ、不幸。年とし頃ごろの娘むすめさんにとって。なにせ、君のような男が父親なんだからな」

　その秋葉さんの言葉に、私はすっと自分の目が細くなるのを感じた。もちろん、そういう感想が出るのは仕方ないけれど、いささか受け入れがたいものを感じるのも確かなのだ。

　けれど、パパからすればそんな意見は取るに足らないものだったらしい。いや、親友から出た言葉だからだろうか。パパは呵か々か大たい笑しようして秋葉さんに返した。

「ハッハッハ、そんなことはない。我が娘は幸せ一いつ杯ぱいだ！　聞いて驚おどろけ、この前なんと足し算の数式に興味を示していたのだ、まだ二歳だというのに!!　これはすごいことだぞ！　さすが私の娘、将来有望だ！　ハーッハッハッハッハッハ！」

　大笑いするパパ。

　……なんてことを他人に言ってくれてるんだろうか？　さすがに少々、気き恥はずかしいものを感じる。

「中鉢くんは親おや馬ば鹿かだね」

　呆あきれたように、だが同時にうらやましさも感じているような口調で阿万音さんは言う。この世界線では、彼女は結果として自分の父親が橋田であることを知らずに過去に行ったのだから、父親が娘に向ける愛情というものには格別の思いがあるはずだった。

　──ちなみにここで思ったが、父親が橋田であることを知らないはずの阿万音さんが、何故なぜこの時間軸じくで橋田鈴と名乗っていたのかは、未いまだに私にも分からない謎なぞだ。

「お前の娘はどうなんだ、幸高？　去年生まれたばかりだろう？」

　ひとしきり笑い収めたパパは、話を秋葉さんの方へと振ふる。どうやらフェイリスさんの話をしているらしい。

「いやあ、仕事でなかなか一いつ緒しよにいてやることができなくてね、あまり顔も見てやれない」

　その声はやや悔くいを感じさせるものだった。

　もっと一緒にいたいと、そうこの人は思っているのだろう。

「タイムマシンを作れば、娘の生まれた直後にだって戻もどることができるぞ。なあ、それはとても素す晴ばらしいことだと思わないか？」

　パパはタイムマシンへの夢を語る。その口調は、自分がタイムマシンを作れることを微み塵じんも疑っていないものだった。

「……うん、そうだね。そんなロマンティストな中鉢くんの娘さんは、幸せ者だ」

　しかしそれに応こたえる阿万音さんは、どちらかというとそれが幻げん想そうと割り切っているような調子で、何かを諦あきらめているような雰ふん囲い気きがある。

　そして数十秒後、自動的にテープの再生が終しゆう了りようするガシャンという音が響ひびいた。

「……ここまでニャ」

　その音に、フェイリスさんは一言を告げて、セットしてあったカセットテープを取り出す。

　磁気テープはその性質上、聞かない時はきちんとケースにしまって保管しておく必要があるからだろう。その行動は素す早ばやい。

　片や私はというと、聞き終えた録音の内容に色々と驚きよう愕がくしていた。

　阿万音さんがパパの恩師だったとか、パパがこの時点でカー・ブラックホールの生成を行なおうとしていたとか、驚く内容は多々あるのだけれど、その上で一番衝しよう撃げき的だったのは何よりも今の私たちとの共通性だった。

「この三人のやろうとしていたことは、未来ガジェット研究所と──私たちと、同じだ……」

　違ちがうのは彼らが、より多くの予算と時間を投じていたこと。そして残念ながら、当時の技術力が現在とは比ひ較かくにならないレベルだったことだ。

　もしもパパたちが２０１０年のテクノロジーを得た上で、秋葉さんからの資金提供を受けていたなら、今いま頃ごろはタイムマシンとは言わないまでも電話レンジ（仮）くらいは開発できていたかも知れない。

　──もっとも、あれも橋田の功績という側面が強いので、彼の高い工作技術とハッキング能力なしではきついかもしれないが。




　　　　☆




「タイムマシンを作ろうとしてたなんて、驚きだニャ。あ、そういえばこの前ラジ館でタイムマシンの開発成功記者会見をやろうとして、中止になったんじゃなかったかニャ？　あれから、どうなったかニャ？」

　フェイリスさんはカセットテープをしまいながらそう言う。しかし私はというと、たった今聞いたばかりの録音の内容に少なからずショックを受けていた。

　先にも述べたように、私はパパの〝父親〟としての顔しか知らない。だからパパの、家庭以外での素顔を知りたいと思って、録音を聞かせてもらったのだ。

　そして知ったのは、パパが仲間たちとそれこそ今の私たちと同じように親しく交流し、友情を分かち合っていたということ……。

　あれほど、他人と親しげにしているパパの姿を私は知らない。

　それだけに思ってしまう。あんな風に他ほかの人たちと触ふれ合えるパパと、どうして私はこんな関係になってしまったのかと。

　私はパパに近づきたかった。

　そばにいたかった。

　だからパパの仕事を理解しようと、必死に勉強した。邪じや魔まになってはいけないからと、できる限り独力で物理を学び、数学を磨みがいて、パパの論文を理解しようとそれを読みあさった。

　けれど、理解すればするほど見えてきたのは、パパの理論の問題点だった。そして私は、無む邪じや気きにそれを指し摘てきしてしまった。論破してしまっていた。

　思い返せば、最初はパパも喜んでいたような気がする。

　でもそれが度たび重かさなるにつれて、パパの機き嫌げんはどんどん悪くなっていったのだろう。私がそれに気づけない内に……。

　結果として、すべての緊きん張ちようは七年前、私の十一歳の誕生日に爆ばく発はつした。

　覚えている。

　忘れることなんて、できるはずもないあの言葉。

「満足か？　その歳で私の論文をことごとく論破して、満足なのか!?　ふざけるな!!」

　今も耳にこびりついている怒ど声せい。

　私に向かって憎にくしみのこもった視線を向けるパパの姿。

「おまえなどこの世に生まれてこなければ良かったのだ。……私はおまえが否定したタイムマシンを絶対に完成させてやる！　そしておまえという存在を、この世から消し去ってやるからな！」

　そこまで思い出して、ハッとする。

　そうか。

　だから、私は消えるんだ。

　岡部がまゆりを助けるためだけじゃなくて、私が過去の変動によって消えてしまうという未来は、もう七年前の時点で予告されていたんだ。他でもない、パパによって。

　消えてしまうことが、パパのためで、まゆりのためで、岡部のため。

　……頭の何処どこかでそれを否定する声もあるけれど、私は何故かそれが一番説得力のある意見だと思い込みかけていた。

　そんな思考の泥どろ沼ぬまに落ちかけていたのを覚ましたのは、ふとフェイリスさんが呟つぶやいた一言だった。

「このテープ、久々に聞いたけど……。中鉢博士って凶真に似てると思わないかニャ？」

　言われて私は、自分が思考の迷めい路ろに落ち込んでいたことを自覚する。

「岡部に？」

　岡部とパパが似ている？

　そんなバカなこと……と言おうとして、私は少し止まった。

　自じ慢まんげな口調、思ったよりロマンティストなのにそれを恥はずかしく思って偽ぎ悪あく的に振る舞まおうとするところ、やたら出る高笑い……。

「……ああ、言われてみればそうかも」

　確かに、認めざるを得なかった。

　似てる……。

　よく、似てる……。

　私、もしかしてとんでもないファザコンだったのかな……？




　　　　☆




　フェイリスさんに指摘された言葉に面めん食くらっていると、続けて彼女は問いかけた。

「で、クリスティーニャンは中鉢さんとどんな関係なのニャ？」

　フェイリスさんは言って、私の顔を覗のぞき込んでくる。私はそれに、ふいっと顔を背そむけて応えた。

「それは……！　あなたには関係ない……。詮せん索さくしないでくれると助かる」

　さすがにこの状じよう況きようで、自分のパパだとは言いづらい。というよりも、言ったらフェイリスさんが猛もう然ぜんと質問責め＋厨ちゆう二に病びよう言動を浴びせかけてくるのが目に見えていたからだ。

　今の一いつ杯ぱい一いつ杯ぱいな私に、それを受け止められるだけの余力はない。下手へたに精神的疲ひ労ろうがＭＡＸに来て、彼女に対して精神攻こう撃げきを仕し掛かけるモードになってしまったら、大変なことになってしまう。それだけは避さけたかった。

「ウニャ～、せっかく極ごく秘ひのテープを特別に聴きかせてあげたのに～」

　私の返事を聞いたフェイリスさんは、仕方ないなぁという調子で息を漏もらす。それに対して私は、心の中でごめんと呟いた。

　そして、ふと問いかける。

「……ねえ、フェイリスさんは大好きな人にひどいことを言われたことある？　お前なんか消えてしまえ、とかそんなようなこと」

「え……？」

　いきなりの問いに、フェイリスさんは戸と惑まどったようだった。

「あなたは、自分がこの世界に必要な人間だって断言できる？」

　それは、目の前の彼女に向けた言葉ではない。

　完全に私自身──自分に向けた言葉だ。

「私は、分からない。……分からなくなった。誰だれかに自分という存在を認めてもらいたくて、忘れてもらいたくなくて、でも本当は必要とされていないんじゃないかって、すごく不安で……」

　フェイリスさんは、私の言葉に困こん惑わくしたような風ふ情ぜいだった。

　けれど当とう惑わくの表情を見せつつも、彼女はしばし思案して答えを返してくれる。

「消えてしまえ、か……。確かにひどい言葉ニャ。でも絶対、それは本心じゃないニャ」

　嬉うれしい言葉だった。

　本心じゃない。

　それが本当だとしたら、私はどれだけ幸せだろう。……でも、今の絶望にまみれかけた私には、到とう底ていそうは思えなかった。

「そうかしら……」

　ぽそりと呟いた言葉に、フェイリスさんは激しく反発する。

「言った本人も後こう悔かいしているはずニャ！　絶対に！　ウニャ～、もどかしいニャ。悩なやんでても、何も始まらないニャ。そういう時は、話し合った方がいいニャ!!　いきなり仲直りはできなくても、想おもいを伝えれば後は時間が解決してくれるニャ」

　彼女はそう言うが、もう私には時間など残されていない。

　タイムリミットは二日後。

　二日後にまたまゆりは死ぬ。これ以上、彼女に死を繰くり返させないためには、岡部にその喪そう失しつの痛みを味わわせないためには、そのタイムリミットまでに私が消えるしかないのだ。

「時間は……、もう残ってないのよ……」

「よく分かんないけど、電話ならすぐニャ。とにかく、話をしてみるのニャ。向こうも、後悔してるかもしれないニャ。さあ、善は急げニャ！」

　強ごう引いんにことを運ぼうとするフェイリスさん。

　その口調は、何か昔、即そく座ざに行動しなかったせいで取り返しがつかない事態に遭あったことがある人間のそれによく似ていた。

　研究所でよく、先せん輩ぱいが話していたことを思い出す。後悔は先になど立たないのだから、まず行動しろ。そんな言葉だ。私は自分の方針とは合がつ致ちしないから同意はしなかったけれど、そう思ってしまう人の心情は分からないでもない。

　もしかすると、フェイリスさんも昔そうした失敗をしたことがあるのかも知れない。単に押しつけがましいのとは違う、経験から来る重みのようなものがその口調からは感じられた。

　だから、私はその言葉をむげにはできない。

　けれど同時に、それに従うことも心理的なブレーキの存在から難しかった。

「そ、それは……、無理よ。だってこの前、電話した時もかけてくるなって言われたし……」

「想いは伝えたのかニャ？」

　私の途と方ほうに暮れたような言に、フェイリスさんは斬きり込んでくる。

「伝えてない、けど……」

　というより、伝える間もなく怒ど鳴なり散らされ、電話を一方的に切られたのだ。フェイリスさんは、ならば伝えるべきと主張する。でも、私の心の中にはどうせ無む駄だだという想いしかなかった。

　けど同時に。

　もう自分は消えるのだから、何をやっても同じなら、電話するだけしてみてもいいのではないか、という考えもあった。

　どうせ失うものは何もない。

　それなら、せめて消える前にパパの声が聞けたらと思ったのだ。

　万にひとつ、億にひとつ。もしかしたら、普ふ通つうに会話ができるかも知れない。

　そんな欲よくもないわけじゃない。

　それに、結局は私は知りたいのだ。パパが本当に自分をどう思っているのかを。

「分かったわ……。もう一度、かけてみる」




　　　　☆




　携けい帯たい電でん話わを手に取り、アドレス帳からパパの名を呼び出す。

　パパに電話をかけると意を決したはずなのに、それでもその名を選せん択たくするまでに、しばしの迷いがあった。

　決心したつもりでも、やっぱりパパに電話をかけるのが怖こわい自分がいる。

　また、怒鳴られるのではないか。嫌きらわれるのではないか。

　もうこれ以上、いくら怒鳴られたって平気なはずだし、自分の消える運命が確定している以上、嫌われたって何か問題があるわけじゃない。

　そのはずなのだ。

　なのに、それでもこれ以上、パパに嫌われたくないと思う自分がいる。

　愛されているのだと思いたい自分がいる。

　怒鳴られることに心底から恐きよう怖ふしている自分がいる。

　そんな自分が……、嫌いやだ。

　けれど、一度その意志を決めた以上、それを曲げることも同じくらい嫌だった。たとえ自分の存在にもう意味がないとしても……。

　これ以上ないというくらい、勇気を振ふり絞しぼって携けい帯たいの発信ボタンを押す。程ほどなくコール音が鳴り出し、……そして声が聞こえてきた。パパの声が。

「……誰だ」

　私はその声に、一いつ瞬しゆんでテンパってしまう。

「っ、あ、あの……」

　言葉が出ない。緊きん張ちようはすでに頂点まで達していて、頭は真っ白に近かった。何か話さなきゃ、何か話さなきゃとは思うが、全然それが声になってくれない。このままじゃ、不ふ審しん者そのものだと思った時、パパの方から声がかかった。

「紅莉栖か」

　全身が硬こう直ちよくする。

「なんで……、分かったの？」

　頭がしびれたようだった。

「分からないはずがないだろう。その声、忘れられんよ」

　嬉しかった。

　本当に嬉しかった。

　パパは──ずっと離はなれていても、パパは私のことを覚えていてくれた。気にかけてくれていた。そうでなければ、携帯電話を通じてのあんな少しの声だけで相手を判別するなんてできない。

「そう……、そうだよね、親子だもんね！」

　私は舞い上がってそう言う。……だけど、次にパパの発した声はとてつもなく冷ややかなものだった。

「……勘かん違ちがいするな！」

「えっ……？」

　そのパパの怒いかりを含ふくんだ声に、私の浮うき上がりそうなテンションは瞬しゆん時じにしぼむ。続けて響ひびいてきたのは、怒ど声せいだった。

「もう電話するなと言っただろう！　……そうか、また笑うつもりなんだな？　今度はバラエティ番組に出た私を嘲あざ笑わらうのか!?　もう研究者でもなくなってしまったこの私が、そんなにおかしいか!!」

　次々と投げつけられる、負の感情のこもった言葉。

　その一言一言が、私の心をずたずたに引き裂さいていく。

「違ちがうの、パパ聞いて！」

　私は必死に抗こう弁べんしようとすがりつくように声を放った。

　……でも、届かない。

「いいか、タイムマシンの理論はもうできているのだ。絶対に完成させてやるぞ！　完成したら、過去にさかのぼってすべてを無かったことにしてやるからな!!」

　怒りと憎ぞう悪おに満ちた声。

　覚かく悟ごしていたはずなのに。

　どうせ失うものは何もないと思っていたのに。

　もう自分は消えるのだから、何をやっても同じなら、電話するだけしてみてもいいのではないか……。そう思っていたはずなのに。

　現実はそう甘くはなかった。

　たとえ覚悟していても。

　これ以上は傷つかないと思っていても。

　やっぱり、パパに嫌われていると確かく認にんすることは辛つらくて苦しくて……。

「パパ……。パパ聞いて、私……」

　無む我が夢む中ちゆうで私は言いつのる。言いつのろうとする。

　でも、どう言えばいいのか分からなくて。

　どうしたらいいのか、全然分からなくて。

　言いつのる言葉は意味を成さない。

「よく憶おぼえておけ。貴様という存在はもうすぐ消えて無くなるのだ！」

　死し刑けい宣告。

　パパの言葉は、そう表現するしかないものだった。

　絶望が、心に広がる。

　私は……、もうどうしようもなくて。

　今まではどうしても聞けなかった一言を、やっと絞り出すのが精せい一いつ杯ぱいだった。

「……ねえ、パパ。私のこと、憎にくんでる？」

　それはどうしても尋たずねることのできなかったこと。

　もしもそれを肯こう定ていされてしまえば、もうお終しまいだと言うことが分かっていたから、聞けなかった言葉。

　でも、もう聞くしかなかった。

　一日に二度も死刑宣告を受け、しかもそれが両方とも自分の好きな人間からのものだった人間にとっては、もう現実を受け入れるためにそうするしかなかったのだ。

　けれど。

　けれど……。

　返ってきたのは、ただ沈ちん黙もく。

　それだけだった。

　不意に電話が切れ、不通になった時に流れるツーツーという音だけが響いた。

　頭の中で、昔の裁判などでよく使われたフレーズである「沈黙をもって肯定とする」という言葉がリフレインする。

　そっか。

　そっか……。

　そうなんだ。私は……、パパに……、消えろって思われてるんだ。

　消えて欲しいって、思われてるんだ。

　それがパパの望みなら、もうすぐ叶かなうから……。

　だから、私のことなんて二度と思い出さなくても、いいよ……。

　私は、そっと携帯の電源を切った。




　　　　☆




「クリスティーニャン……」

　電話を切った私に、フェイリスさんが心配そうな声をかける。

　当然だろう。目の前であんな愁しゆう嘆たん場ばを演じられれば、誰だれだってそうなる。

「ふふっ。やっぱり、駄だ目めだった……」

　何故なぜか、笑い声が漏もれた。多分、今の私は泣き笑いの表情をしていると思う。

　滑こつ稽けいだ。

　あまりにも滑稽だ。

　パパの愛情が欲しくて。

　ずっとそのために努力して来て。……でも、すべては無駄だった。

　それを今、私は思い知らされたのだ。

　これを滑稽といわずに、何というのだろう。少なくとも私はその言葉を知らない。

　でも、フェイリスさんは励はげますように声をかけてくれる。

「諦あきらめたら駄目ニャ！　このままじゃ、きっと後こう悔かいすることに……」

「もう、ほっといて」

　だが、私はその言葉を遮さえぎった。

　もうこれ以上、何をどうすればいいのか、私には分からない。

　どうしたって、無む駄だなのだ。

　覆くつがえしようのない現実。

　それが私の目の前に横たわっている。逆に言えば、ただそれだけのことだ。

　光の速度が不変であるように。

　生命が今のままでは決して死を免まぬがれ得ないように。

　現実にはどうしようもないことがある。

　それが私にとっては、パパと私の関係であるという、ただそれだけのことなのだ。

　しかし放って置いて欲しいという私の言葉を、フェイリスさんは頑がんとして聞き入れてくれなかった。

「何、言ってるニャ！　そんなことできるわけないニャ」

　その気持ちは嬉うれしい。

　本当にありがたい気持ちだ。でも、もう私はそれを受け止めきれない。

「いいの！　どうせあなたも、もうすぐ私がここにいたことを忘れるから……。無駄なの。そんなに干かん渉しようしたって意味が無い、エネルギーの無駄よ」

　そう、無駄だ。

　私は消える。

　なかったことになる。

　７月28日の午後以降、私がこの世界に存在したすべての痕こん跡せきは消しよう滅めつし、およそほとんどの人々の記き憶おくからも消え去る。

　パパも、ママも、昔の友人知人、クラスメイト、研究所の恩師や先せん輩ぱい、同どう僚りようたち。

　まゆりも、橋田も、阿万音さんも、漆原さんも、桐生さんも……。

　目の前にいるフェイリスさんも。

　みんな私のことを忘れる。

　私はもう、死んでいるのだから。

「フェイリスは……。フェイリスは、クリスティーニャンが心配ニャ！」

　ああ、そうだ。

　目の前にいる彼女は、心底から私のことを心配してくれているのだ。

　純じゆん粋すいに善意で、私に好意を向けてくれている。

　今、分かった。彼女は本当に岡部に似ている。

　彼と同じく、彼女も他人が傷ついている気配に敏びん感かんなのだ。……おそらくは、自分も傷ついたことがあるから、他ほかの人にそうなって欲しくないから。

　なんて、お人ひと好よしで。

　なんて、愛すべき人々。

　でも、だから岡部はあんなに苦しむことになった。

　まゆりのために、私をさっさと切り捨ててしまえるなら、あんな顔をすることもなかったはずなのに……、私のせいで苦しんだ。

　私を死なせたくなくて……、苦しんだ。

　そんな人を、もうこれ以上増やすわけにはいかない。

　私なんて……。実の父親であるパパにすら憎まれる私みたいな人間になんて……、これ以上関かかわっちゃいけない。

「今日は……ありがとう。あなたのお父さんのテープ、聞かせてくれて……。もう、帰るわ」

　私は言って、足早にその場を立ち去ろうとする。

　フェイリスさんも、これ以上は私を引き留められない様子だった。

「また、いつでも……」

　最後に彼女はそういう。

　けれど私は、扉とびらの前で背を向けた状態で首を振ふった。

「もう二度と会うこともない……」

　そう、会うことはない。

　今日はもう、15日の夕方。あと数時間で今日は終わる。

　そして明日の16日。……明後日あさつての夜までに、私は消えなきゃいけない。

　その間に私と彼女が再会する可能性なんか、ほぼ０だ。

「さよなら……、元気で」

　私はそう言い、彼女の家を立ち去る。背中に、私を案じるように呼ぶフェイリスさんの声を浴びながら……。
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　消えていく……。

　消えていく…………。

　私が消えていく。

　繰くり返される、絶望、悲しみ、そして死。

　パパの怒ど声せい。

　私の涙なみだ。

　そして、白衣の男の叫さけび。

　再び、私の腹部に侵しん入にゆうする白はく刃じん。灼しやく熱ねつのような苦痛と、漏れ出す命。

　寂さびしさ。恐きよう怖ふ。苦痛。絶望感。

　怖こわい……、怖い……、こわい……、こわい……。

　ああ、まっくらが……、なにもないが……ひろがる。

　こわい……、こわい……、こわい……、こわい……。

　こわいよ……、パパ……。こわいよ……、お……か……

「──────────────ッッッ!!」

　混こん濁だくする意識の中で、激しい悲しみと苦痛に身み悶もだえする……。

　声にならない叫びを上げて、私はハッと目を覚ました。

　ガバッと身を起こし、荒あらい息をついて肩かたを上下させる。

「ハァハァハァ……」

　私はベッドの上で、激しい呼吸を繰り返す。片手はシーツをつかみ、片手は苦痛を覚える腹部を押さえていた。

　混濁する意識を何とか正気に戻もどし、私はベッドサイドの時計を見つめる。携けい帯たい電でん話わは夕方に電源を切ったきりだった。

　デジタルではないので正確な分数は分からないが、時刻はすでに午前２時を越こえている。つまり、もう日付は変わって８月16日。……タイムリミットまで、四十八時間を切ったということだ。

　私は時刻を確かく認にんすると、半身を起こして呼吸を整える。

　もう、確信した。

　疑問には思っていたのだ。

　何故、私は昨日、あんな白昼夢を見たのか。

　いや……。よくよく思い出せば、あんな夢をずっと見ていた気がする。

　初対面の時の岡部が言ったように、私が刺さされる夢。

　ラジ館の薄うす暗くらがりで、徐じよ々じよに意識を失っていく自分。

　苦しさと悲しさにまみれ、自分の思い描えがいていたものが、実際には存在しない幻げん想そうと知って……。

　ずっとずっと大切に抱いだいていた願いが、永遠にかなわないものであると知って……。

　絶望のただ中に突つき落とされて……、おそらく私は死んだのだ。

〝知りたい〟という想おもいは、常に何かの代だい償しようを要求する。時間か、富か、人生か、それとも愛や情か。時にはその代償が命であることさえあるだろう。

　いえ、もしかしたらそれ以上の〝何か〟が必要となるかも知れない。

　私は……それを身をもって知ったのだ。

「まさか、ね」

　暗くら闇やみの中、私は自じ嘲ちようする。

　ずっと不思議だったのだ。自分が岡部のリーディングシュタイナーを、物理的にはあり得ない現象と考えながら、その実は肯こう定ていする前提でものを考えていたことが。

　当然、それがありうると仮定してものごとを考察した方が、すべてすんなりと理解できるという事情はあった。

　でも、こう言っては何だけれど、私は何事につけまず疑ってかかる傾けい向こうのある人間だ。というよりも、ある程度の実力を持つ研究者ならみんなそうだろう。たとえ自分の理論であれ、それを信じつつも疑っているのが研究者というものだ。

　にも拘かかわらず、私は岡部のリーディングシュタイナーを肯定するまでのハードルが、異様に低かった。そのことを疑問に思う気持ち自体も、あまりに小さくて思考の表層にはほとんど出なかったくらいだ。

　何故なぜ、そのことを心からおかしいと思えなかったのか。

　いつもなら、もっと否定してもおかしくない不可思議な現象を、どうしていつの間にかすんなりとあることが前提で話を進めるようになっていたのか。

「種を明かせば、簡単なことよね。……だって、自分もそうだったんだから」

　厳密に言うと、違ちがうかも知れない。

　岡部のリーディングシュタイナーは、世界線の変動があってもそれまでの記憶が維い持じされ、代わりに世界線変動による新たな世界の記憶を得ることができない。また、世界線変動があった瞬しゆん間かんのことをはっきり知覚できている。

　でも、私にあるのはおぼろげな記憶と印象だけ。

　まるで夢か幻まぼろしのようにあやふやなもの。

　自分がもっと普ふ段だんから夢の鮮せん明めいな人間であれば、単に岡部から聞いた話を無意識が再編し、夢の形で見せているだけに過ぎないと断じていたことだろう。

　しかしそれだけなら、こんなことになりはしない。

　こんな記憶があるはずがない。

　昨日、私は結局、ラボに戻って記録してあるリーディングシュタイナーとタイムリープマシンに関するメモやデータのすべてを洗い出した。

　絶望に満ちてはいたけれど、それでも最後の足あ搔がきとして、本当に別の道はないのか検証するためだ。でも、その結果はやはり当初の予想を覆くつがえせるものではなかった。どんな手を尽つくそうとも、我々の持つ手段の範はん囲い内では、私の死は確定的だ。

　ただ、その過程で私は……別の事実に突き当たったのだ。

　私がラジ館を目にした時に見た白昼夢。

　それが、岡部のリーディングシュタイナーによる世界線を越えての記憶保持と、極きわめて酷こく似じした現象であることに。

　無論、思い込みや妄もう想そう、幻げん覚かくなどの可能性もあるし、それを疑ってもいた。

　けれど、今見た夢はもうただの妄想には思えない。

　これほどの苦痛と絶望感が夢だというのなら、そもそも現実とは何だという話になってしまうだろう。

「それでも……、もう一度検証すべきよね」

　私は言い、ベッドから這はい出す。

　確かめに行こう。これがおそらく、私が行なう最後の実証実験になる。

　そして私は服を着き替がえると、深夜の秋葉原へと歩み出した。

　そう、〝あの場所〟。

　一連の事件が始まった場所──ラジ館に向かうために。
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　空を行く雲を、ただ見つめていた。

　風に流され、様々な形に姿を変える雲たち。

　古代の人々はその様子に畏い敬けいを感じ、そこに天上の住まう神々の国があると考えた。

　また、雲そのものを神格化、あるいは怪かい物ぶつ化した神々や怪物も数多くいる。

　雲の形は、自然界によく現われるフラクタル図形の代表的なものでもある。その複雑な形状は、見る者の脳にパターン認識の誤認を起こさせ、犬や鳥に見えたり、お菓か子しや乗り物に見えたりすることもあるようだ。

　いくつかの神秘論では、雲をただ見つめることで瞑めい想そうする方法が紹しよう介かいされており、それで自己の内面を観察する考え方がある。中国では占うらないにも用いられたそうだ。

　私自身も、雲を見つめながら色々と考えてはいた……。

　だがその思考を、不意に現われた気配が打ち消す。

「ここだったか……」

　声をかけられるまでもなく、足音ですでに気づいていた。

　岡部は周囲を顎あごで示しながら言う。

「こんな所で寝ねていると、熱ねつ中ちゆう症しようになるぞ」

　ここは秋葉原駅前のラジ館の屋上。

　私はそこに、寝っ転ころがっていた。空は曇どん天てんで、幸い気温はそこまで高くない。

「……あんただって、ラボの屋上で寝っ転がってたでしょ？　それに今は曇くもってる」

　億おつ劫くうそうに──いや、実際に億劫なのだけど──言う私の言葉に、岡部はかすかに苦く笑しようして街の景色が見えるフェンスの方へ歩み寄っていく。……違いない、とでも思っているのだろうか？

　私は少しだけ気がかりに思っていたことを尋たずねる。

「……まゆりには会えたの？」

　昨日、私がまゆりと会ったタイミングを考えると、岡部はコミマに向かったとしても入れ違いになっているはずだった。実際、岡部はコミマでは会えなかったけれど、その後のお墓参りの時に会ったと話す。

「そう……」

　たったひとつ。最後にそれが気がかりだったのだ。

　……もうこれで、私が気にかけなきゃいけないことはない。

　岡部と、まゆりが元の通りに、仲良くしてくれる状態になったなら。

　まゆりが変に気負うような状態でなくなったなら。

　もう、それでいい。

「ねえ……、岡部」

　ひとりにして欲しい。

　言外に言う。

　岡部は最初、「何だ？」と問うて来たが、私が無言で目を閉じると、意図を了りよう解かいしてくれたようだった。

「……分かった」

　言って、彼は立ち去ろうとする。

　しかしその足が、数歩のところで止まった。

　どうしたのだろうか？　今さら、まだ迷っているのだろうか？

「ん？　……おい」

　声がかかる。どうも、そうらしい。

　仕方のないことだとは思う。でも同時に、私はもう意地でも目を開くつもりはなかった。

　すべては決したのだ。

　否いや応おうのない選せん択たく。

　その状じよう況きよう下で、今さら迷ってもどうしようもない。気持ちは分かるけれど、目を開けろといわれても、後は受け入れるしかない。……そうするしか、ないのだ。

「雨だぞ」

　唐とう突とつな言葉。

「……えっ？」

　私は思わず目を開く。すると、水すい滴てきが私の鼻先を打った。
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「うわっ」

　……どうやら、岡部が立ち止まったのは逡しゆん巡じゆんのためではなかったらしい。勘かん違ちがいした私がバカだったorz。

　曇り空だった天からは、とうとうと雨が降り出し……それはたちまちの内にゲリラ豪ごう雨うへと姿を変える。

「なっ、なんぞこれぇぇぇぇッッ!?」

　私と岡部は、いきなり降り出した怒ど濤とうのような雨に、慌あわててラジ館の屋内へと逃にげ込んだ……。
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「……もう少し早く忠告してよ。おかげで下着までびしょ濡ぬれじゃないのよ」

　雨に降られていたのは、一分もなかったはずだ。

　それなのにすでに濡れ鼠ねずみどころか、まるで服を着たまま泳いだのではないかという有り様である。夕立やにわか雨どころの騒さわぎではない。これがよくいわれるゲリラ豪雨かと思いつつも、感かん慨がいに浸ひたるような余よ裕ゆうはなかった。

　屋上から最上階につながる階段の最下段に座り、私は上着を脱ぬいで水を絞しぼる。

「ちゃんと声はかけた。聞いていなかったのは、クリスティーナの……」

　私の物言いに、抗こう議ぎの声を上げる岡部。

　しかしその声が途と中ちゆうで止まったことを不ふ審しんに思い、私は彼の方へと視線を向ける。すると彼は、電気の点ともらぬ薄うす暗ぐらい廊ろう下かの中、私のことを見つめていた。

　その視線の集中するところを見てみると……。

　雨で濡れてブラウスが透すけ、私の下着が見えていた。

「なっ、このＨＥＮＴＡＩッッ!?」

　私は鋭するどく非難し、絞ったばかりの上着を抱かかえて胸を隠かくす。その非難に岡部は、弁解するように言葉を投げかける。しかし、私からするとそんな言い訳は取り合えるようなものではなかった。

　そもそも、見たいなら見たいと言ってくれればいいのに。

　わざわざこんなシチュエーションで盗ぬすみ見るような真似まねをするなんて……。

「あんたがＨＥＮＴＡＩだってこと、忘れてたわ」

　言って私は、少しでも隠せるようにと、まだ濡れたままの上着を着直す。冷たいが背に腹は代えられない。夏だし、風邪かぜは引かないだろう。

　すると、岡部はいじけたように卑ひ屈くつな口調で言い返してくる。

「お前の貧相なヌードなど、見るに値あたいするとでも……」

　かちんと来る言葉、というものがある。

　今、岡部が言ったような台詞せりふだ。

　誰だれが貧相だ、誰が!?

　誰の胸が貧しいか！　私は十分、標準の範囲内だ!!

　まゆりとか、桐生さんとかそういう一部の恵めぐまれた人に囲まれて生きてきた岡部には分からないかも知れないけれど、私だってきちんと育ってる!!

「それ以上、言ったら……。あんたの大脳新皮質をポン酢ず漬づけにしてやるから！」

　思わず怒いかりのままに、岡部懲ちよう罰ばつプランから一部を引用して毒づく。

「どういう脅おどしだ……」

　それに対し、岡部は苛いら立だったようにこちらに顔を突つき出した。思わず距きよ離りが近づいたことに、心臓が一いつ瞬しゆん高鳴る。

　薄暗い中のせいか、余計に彼の気配が色いろ濃こく感じられて、私はドギマギする。

「近づかないで！」

　思わず私は、両手を挙げてその接近を制止していた。

　……と、そこで。彼の白衣の肩かた口ぐちが裂さけているのが目に入る。

「……って。何、それ？」

　私の指し摘てきを受けて、岡部は自らの肩口を見る。

　どうやら、私を捜さがしている時に何処どこかで引っかけたようだ。それに気づかなかったことからも、彼がどれだけ必死になって私を捜していたのかが分かる。

　……つまり、私のせいか。

「貸して。ちょうど、ソーイングセットがあるから縫ぬってあげる」

　彼が白衣に裂け目を作ったのが私の責任なら、それを繕つくろうのも私の責任だ。そう思って、私は自然に手を出していた。

「ソーイングセット？」

　鼻で笑うような口調で問う岡部。一瞬、軽い怒りが湧わいたが、まあ彼がそう思っているのも仕方ないことだろう。確かに私のイメージからはほど遠いのだから。

「これでも相対的に見れば、家庭的な方なのよ。……ほら、脱いで」

　その言に岡部が白衣を脱いだのは、それから数秒後のことだった。
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　私は岡部と少し距離を空けて座りながら、彼の白衣を繕う。

　彼のことを近くに感じられるのが、何だか気き恥はずかしく、同時に嬉うれしかった。しかも、岡部のために縫い物をしているというのが、その……何というか、えっと、恋こい人びと同士のような気がして……、なんだ。

　……楽しかった。

　時間が止まればいいのに、という表現があるけれど、この時の私はまさしくそんな気分だったのだ。何の気き兼がねもなく、何の憂うれいもなく、何も気にすることなく、ただ好きな人のそばにいられる時間。

　夢にも見たことのないような幸せな時間が、今ここにあった。

「……ふぅ、まったく。どこをぶらついたら、こんなところ破けるのよ」

　私は繕いつつ言う。裂け方はそれなりに深刻で、このまま放っておけば白衣の袖そでがそのまま落ちてしまいそうな状態だ。早目に気づいて正解だったらしい。

　一方、岡部が自分の記憶を探さぐるようにして私の言に応こたえる。

「今日はラボに行って……。ランドリー、さんぽ、それからお前が泊とまっているホテル……」

　どうやら、私の行きそうなところは片かたっ端ぱしから巡めぐったらしい。

　チェックしていないのはラーメン屋くらいのものだ。しかし、ラーメン屋巡りは内ない緒しよにしているので、それも無理はないと言える。

「ホテル……、行ったの？」

　岡部の言葉に私は問う。そこまで来るとは思ってなかったからだ。

　なお、ホテルは深夜３時頃ごろに抜ぬけ出して以来、帰っていない。今日、行っても何の収しゆう穫かくもなかったことだろう。なるほど、それで最後にラジ館だったわけだ。

「お前のせいだぞ。メールの返信はよこさない、電話にも出ない……」

　その言に、私は岡部を見る。

　どうやら昨日からずっと携けい帯たいの電源を切っていたことが徒あだになったようだ。もしかしたら、心配してくれたのだろうか？

「……まさか、心配してくれたの？」

「助手の管理は、ラボの主である俺の仕事だからな……」

　その言葉に、私は微笑ほほえむ。

　嬉しかった。

　彼が、岡部が私を心配してくれている。

　それは仲間に対するもので──多分、私が彼に対して抱いだいている感情のそれとは違ちがうものだろうけれど、それでも彼が私を気にかけてくれていることが嬉しかった。

　パパには見捨てられても、岡部には大事に思ってもらえている。

　それで……。

　それで、いい。それで、十分。

　そんな気分に、私はようやくなれていた。

「……まだ出来ないのか？」

　ややあって、岡部がそう問う。ちょうど、最後の仕上げにかかっているところだった。

「ちょっと待って……。ほれっ！」

　私は最後に糸を結ぶと、岡部に向かってまだ濡れた白衣を投げかけた。ちょうど上から被かぶさる形となり、岡部は声を上げる。

「わ、冷たっ！　お前」

　私は岡部の抗議に取り合わず、わざと彼の真似をしていう。

「早く着なさいよ。……マッドサイエンティストの貧相なヌードなど興味ないのだからな。ふわ～はっはっはっはっはぁ」

　ずっと、このままの時間を過ごしたかった。

　幸せだった。

　でも、時間は流れる。

　それは私たちがハイデガーの言うように時間的存在で、時間という流れの中で生まれ、成長し、死んでいく存在である以上、否応のないことなのだ。

　決して時は止まらない。

　もし止まったとしても、私たちはそれを知覚できない。

　多くの人々にとって、世界線の変動が記き憶おくの再編を伴ともなうものであるために知覚できないのと同じように、私たちはそれを経験できない。

　ならば、それはないも同じことだ。

　ないものを願ってもしょうがない。

　私の助かる方法がないように。この世界の仕組みを覆くつがえす禁断の法則などないように。

　時は止まらない。

　だからこそ、流れていく時が。

　戻もどらない時が。

　美しく、儚はかなくて……こんなにも愛いとおしい。

　彼と過ごした時が、これほどに愛おしい。

　私は……、決して忘れない。

　岡部と過ごしたこの時を。




　　　　☆




　私は白衣を身につける岡部をしばし見つめ、それから数歩を歩く。

　決意は十分だ。それでも、彼の顔を見ながらは言えない言葉。

　そんな言葉を、私は岡部に背を向けながら口にした。

　……決意と共に。

「……多分、この近くよね。私が、刺さされた場所」

　岡部のうめく声が、背後から聞こえる。

　明らかに、衝しよう撃げきを受けたような驚きよう愕がくの気配。

「どうして、それを……」

　うろたえたように、岡部は声を漏もらす。

「やっぱり……。夢にしては、痛さや絶望感が……あまりにリアルだったから」

　そうだ。

　あまりにも……、あまりにも現実的で、真に迫せまった光景。

　私は、確かに刺された。

　このラジ館の最上階で。

　それを検証するために、私は深夜に起き出して……ラジ館にやって来たのだ。それから今までほぼ半日以上。

　データは十分すぎるほど集まった。

　私の推論を裏付けるに足るデータが。

「紅莉栖……、まさかお前？」

　狼ろう狽ばいした口調。

　……やっと聞けた。

　助手でもクリスティーナでもなく、きちんと彼が私の名前を呼ぶのを。

　前は岡部があまりに苦しんだ話の直後だったし、私も舞まい上がりすぎてしまったから、結構どさくさ紛まぎれみたいな感じになってしまっていたのだ。

　でも、今回は……きちんと私も聞けた。

　好きな人が私の名を呼んでくれるのを。

　だから、私も言うことができる。

　自分の決断を。

　あなたに今、勇気をもらったから。

「私の中にもね、ぼんやりと記憶があるの。淡あわい、まるで幻まぼろしみたいな記憶……。刺された時のことだけじゃない。岡部のこともぼんやりと覚えてる」

　まゆりを助けようと必死になって、ひとりで傷つきながらも、前に進もうとしている岡部の姿……。

　決して元の世界には戻せないのに、それでも必死に抗あらがって。

　まゆりの名前を必死で叫さけんで……。

　涙なみだを流して……。

　ひたむきに助けようとしている岡部の姿。

　ずっと、ずっと私はその姿を見ていた。

　世界を越こえても、時間を越えても、私はそんな彼のことを見続けた。

　そして思ったのだ。彼を好きだと。

　好きな人に笑って欲しいと。

　その力になりたいと。

「その顔を見るたびに、私は思うの。岡部にとって、どれだけまゆりがかけがえのない存在か。……誰だれかが誰かを、ここまで大切に思えるのかって」

　ずっと、その想おもいは忘ぼう却きやくの彼方かなた。世界線の向こうにあるだけだった。

　けれど、今は違う。

　確かにおぼろげで、不安定な記憶だけれど。

　想いだけはきちんと残っている。

　覚えている。

　どれだけ私が岡部を助けたいと思ったか。

　どれだけ私が岡部を好きだと思ったか。

「……だから私は、岡部に協力したい。……岡部の手助けをしたいと思った」

　背を向けたまま、私は岡部に言う。

　私の背後で、岡部がわなわなと震ふるえている気配が伝わってきた。

「ねえ、岡部。まゆりを助けて……。岡部は……。まゆりを助けるべきなのよ」

　私は振ふり返り、岡部を見る。その表情は、揺ゆれていた。

　驚愕に。

　嘆なげきに。

　痛みに。

「……お前はどうなる？　β世界線に行ったら、死ぬんだぞ!?」

　ささやくように岡部は問う。それは認めがたい現実だろう。

　でも、認めるしかない。

「でも、そうするしか、ないの。あんたが一番よく分かってるでしょ？　選せん択たく肢しはひとつしかない」

　静かに告げる私に、岡部は声を張り上げた。

「お前を！　見捨てろっていうのか……」

「他ほかに方法がある？」

　私は問い、そして補強するように言う。

「昨日から何度も考えた。……今までみたいに、何か打つ手が、何か方法があるんじゃないかって。でも無理……。今度ばかりはどうしようもない……っ」

　いくつも、いくつも推論を重ねた。

　でも、状じよう況きようが限定されている限り、打開策はない。

　将しよう棋ぎやチェスでよく言われる、「詰つんだ」という状態だ。……外部から何か予想外の因子がもたらされない限り、もはや解決策はひとつしかない。

「β世界線に行くしか、方法はないの」

　……私が消えるしか、方法はないの。

　言外のその言葉を感じ取ったのだろうか、岡部は私がそう言った瞬しゆん間かん、駆かけ出した！

「岡部ッッ!?」

　私の声を聞き、岡部は一度だけ立ち止まる。そして呟つぶやく。

「こんなの、俺は認めない……！　諦あきらめない……!!」

　執しゆう念ねんの叫び。……その後、再び岡部は走り出す。

　今度は、制止の声を聞くこともなく……。

「くっ……、岡部！」

　私も彼を追い、走り出す。

　その向かう先は、よく分かっていた……。




　　　　☆




　私がラボに駆け込んだ時、岡部はすでにタイムリープマシンの神経パルス読み取り機を頭にかけて、時間跳ちよう躍やくのための設定を行なっているところだった。

　私は息を切らせながら必死で走り込み、最後のエンターキーを押そうとしている岡部の手を押し留とどめる。

「逃にげたって……！　逃げたって、苦しくなるだけよ!!」

　そう話す私の手を、岡部は振り払はらう。

「……うるさい！」

　彼の口調は、もう嘆きのそれだった。でも、私は告げざるを得ない。

「何度タイムリープしたって、一％の壁かべは越えられない！」

　けれど、岡部はその事実を認められないといいたげに、かぶりを振る。

「やってみなきゃ、分からないだろッッ!?」

　言いつのる岡部。しかし、それが理論でも確信でもなく、ただ感情と願望から出た言葉であることは明白だった。

　だから……。私は辛つらいけれど、現実を口にするしかない。

「まゆりが死ぬ所を見るだけなのよ。何回も……。そんなの、岡部が壊こわれちゃう！」

　私の主張に、岡部の顔色が変わる。

　まるでその表情は、彼が13日にタイムリープしてきた直後のような──何百年も生きた老人のような顔だった。

「壊れなど……、しない。俺が何回まゆりの死を見てきたと思ってる？」

　静かに、感情の消えた声で言う岡部。

「何回も見てきた……」

　違ちがう。

　感情が消えたのではない。あまりにも大きくなりすぎて、飽ほう和わ状態と化していたのだ。

「何回も何回も何回も何回もッッッッッ!!　……もう、そんなもので心が壊れたりしない。何度、繰くり返そうが同じ……！」

　私はそこで……、岡部の頰ほおをはたいた。

　弾はじけるような音が、ラボに響ひびく。

「自分が何言ってるか分かってる？」

　沈ちん黙もくする岡部に、私は言う。涙が、自分の瞳ひとみに一いつ杯ぱいになっているのが分かる。

「まゆりが、苦しんで死んでいくのよ？　そんなものなわけ、ないじゃない。……それで岡部の心が動かないんだとしたら、もう岡部の心は壊れている」

　痛々しかった。

　岡部の心が。

　……この残ざん酷こくな現実を認めたくない、岡部の心が。

　現実を覆くつがえそうとするあまり、自分を追い詰めようとする彼の気持ちが。

「もうやめて……。本当に壊れちゃうよ」

　岡部は。

　神経パルス読み取り機を頭から外して、うつむいたまま絶望の口調で言う。

「分かってる、気付いてた。……まゆりが何度も死んでいるのに俺は驚おどろかなくなっていた。いつの間にか、心がマヒしていた」

　静かな告白。

「まゆりが死ぬ時刻を確かめようと、タイムリープせずに待っていたことすらあった」

　己おのれの心を切り刻むような。

　懺ざん悔げするような、そんな口調。

「まゆりが死ぬのに……。俺の心はいつからか動かなくなって。……冷静に、やり直せばいいって、どこかでそう思ってて」

　タイムマシンが……。

　時間という絶対の存在に逆らう力があれば。

　人は遠からずそうなる。それはある意味で仕方のないことだ。

　人が自分の得た力を捨てることは、容易ではない。

　欲よく望ぼうは常にそばにあり、自分のためだろうと他人のためだろうと、人は力があればそれを使わずにはいられない。

　善であれ、悪であれ。

　利己であれ、利他であれ。

　それは変わらない。仕方のないことだ。

　だから、私はタイムマシンを使いたいとは思わなかった。それが私にとって、自分を壊してしまう禁断の力であることは分かっていたから。

　そして岡部は……、実際にそうなりつつある。

　……ならば、元に戻もどすしかない。

　タイムマシンのなかった世界に。私がタイムリープマシンなど作らなかった世界に。

　まゆりが死なない世界に。

　たとえそれで私が消えるとしても、それはある意味でタイムリープマシンを作った私への罰ばつなのだ。私が〝知りたい〟と願って、タイムリープマシンを作らなければ、こんなことにはならなかったのだから……。

　でも、まゆりは違う。

　違うのだ。

「まゆりを……、助けて。そうしないと、本当に岡部が壊れてしまう。まゆりを見殺しになんかしたら、絶対に後こう悔かいする！」




　　　　☆




「まゆりを助けようっていう想いだけで、岡部と私はここまで来た！　ここでやめたら……一生、後悔し続ける」

　私の言葉に、たまりかねたように岡部が叫さけぶ。

「でもッッ！　……まゆりを助けたら、お前は!!」

「戻るだけよ！」

　言って、私はすがりつくように岡部の腕うでをつかむ。

「Ｄメールが何もなかった最初の世界線に！　それが、私のためであり、岡部のためでもあるッッ!!」

　岡部は、私の瞳を見つめる。

　そしてしばしの沈黙の後、私を抱だきしめた。

　……ぎゅっ、と。

　彼のぬくもりが、伝わってくる。

　鼓こ動どうが……、呼吸が……、想おもいが……。

　彼がどれだけ苦しんできたか、彼がどれだけ悩なやんできたか……。

　それだけですべてが分かる。

　悲しかった。

　苦しかった。

　辛かった。

　彼のそのすべてが、包み込むような抱ほう擁ようで分かる。

　……そして私は、罪悪感を覚えていた。

　彼がどれだけ苦しんでいるのか。私という仲間を失うことに、どれだけの苦く悩のうを抱かかえているのか、それが十全と分かったというのに……。

　幸せだったからだ。

　嬉うれしかったからだ。

　ずっと、こうして岡部に抱きしめられたかった。

　岡部を感じていたかった。
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　彼のことで頭が一杯で。

　彼のことだけを考えていたかった。

　彼だけがいれば、それで満足できる自分がいた。

　岡部のぬくもり、岡部の香かおり、岡部の息づかい。

　私を抱きしめる力強い両りよう腕うでと、規則正しく上下する胸。私は彼の肩かた口ぐちに頰を寄せ、おそらくはそう長くはないだろうこの至福の時を享きよう受じゆする。

　正直、ここまでは願っていなかった。

　自分にはその資格がないと思っていたからだ。

　でもこうして望外の思いが叶かなうと、それを拒こばむ気には到とう底ていなれない。

　好きなの。

　大好き。……岡部が、好き。

　たとえそれが身勝手でも。

　岡部に恋こい心ごころを向けていると分かる漆原さんや、兄妹きようだい同然に過ごしてきたまゆりに申し訳ないと思っても。

　このひととき。岡部から離はなれることはできない。

　この抱擁が彼の苦しみから出たものと分かっていながら、私は彼の背に手を回し、抱きしめる。少しでも、この時が長く続くように願いながら……。

　──さっきみたいに、時が止まって欲しいなどとはさすがに思えなかった。そこまでは、自分には許されないように思えたから。

　しばしの無言の抱擁。そして、岡部は告げる。まるで別れの言葉のように。

「俺は……。お前を、助けられない。すまない……」




　　　　☆




「俺は……。お前を、助けられない。すまない……」

　言って、岡部はその身をもぎ離した。彼はそのまま、ラボの外が唯ゆい一いつ見える窓へと、その歩を進める。

「……ありがとう。私のために、そこまで苦しんでくれて」

　離れて行く岡部の背に、私は振ふり返ることなく言う。彼は、まだ雨の降りしきる外を見つめながら、私に応こたえを返した。

「……なんで、お前なんだって？　……どうして、お前なんだって!?」

　静かに。でも、断腸の思いで、岡部は言う。

　私はふと、昨日ラボに戻ってきて検証したリーディングシュタイナーとタイムリープマシンに関するメモやデータのことを思い出す。

　正確には、その検証中にふと思ったことだ。

「ねえ、世界線が変わるって、どういうことなんだろう……？」

　それは問いのようで、問いではない。

　仮定のようで、仮定ではない。そんな、ささやき。

「もしかしたら、岡部がβ世界線に行った瞬しゆん間かん。この世界から、岡部という存在が消えるだけかもしれない。別の岡部という存在に変わるのかもしれない」

「……そんなの、意味がない」

　岡部は、外を見つめたまま拳こぶしを握にぎりしめて言う。

　その関節が白くなるまで。

　けれど私は、彼の言葉に首を振った。

「そんなことない。私は、死んでない。β世界線の私が死んでいたとしても、今ここにいる私が死ぬ保証はどこにもない。無数の世界線に、別の私がいるかもしれない……。その意志がつながって、自分という存在があるのかもしれない」

　それはある意味、ただの解かい釈しやくかもしれない。

　しかし同時に、私は思うのだ。

「……それって、素す敵てきだと思わない？」

　証明のようで、証明ではない。

　理論のようで、理論ではない。

　願望のようで、願望ではない。

「あらゆる時、あらゆる場所に、自分がいる。誰だれかを愛する強い気持ちが……。何かを信じる強い感情が……。何かを伝えたいという強い想いが……。時を越こえ、つながって今の自分があるのだとしたら……。それは素す晴ばらしいこと」

　物理学的には、失しつ笑しようものかもしれない。

　けれど同時に、私たちはすでにこの世界の真の姿があやふやで、究きゆう極きよくまで突つき詰つめれば確率の雲の上に成り立った情報の集合体であることを解き明かしている。

　その情報の根幹が、そうした誰かを愛する想いであると考えても、誰もそれを否定することはできない。それを証明する手段は、誰ひとりとして持ち合わせないからだ。

　だから、論文にでも書いて学会に発表したり、他人にその考えを押しつけるのでもない限り、誰かがそう思い、信じることは自由だ。

　たとえニュートンでも、アインシュタインでもそれを否定することはできないのだ。

「だから……。見殺しにするなんて思わないで。世界線が変わっても、たったひとり、岡部が忘れなければ、私はそこにいる。……だから」

　世界は所しよ詮せん、主観に従属する。

　観測者が観測した、その瞬間に確定する確率の雲。

　世界線の変動を知覚できるのが、岡部だけである以上、それ以外のすべては世界線変動と共に再編され、新たな状態へと組み替かえられてしまう。

　なら、岡部にとって。

　岡部の認にん識しきする世界だけが、真だ。

　私の大好きな人が認識する、その世界だけが真だ。

　すべてが相対的に成り立ち、観測者の視線であらゆることが決するなら、岡部が観測する世界だけが、私にとって意味のある、価値のある世界。

　そこで私が想いだけでも残り続けるなら、岡部が覚えていてくれるなら、私はそれでいい。

　ううん、それがいい。

　私が消え去っても。私は岡部の中に残り続ける。

　それでいい。それで……。

「お前のことは、絶対に忘れない」

　岡部は、外の雨を見続けていた眼まな差ざしを、私へと向ける。そして言う。

「誰よりも大切な女性ひとのことを、忘れたりしない」




　　　　☆




「誰よりも大切な女性のことを、忘れたりしない」


　…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………。



　ふぇ？

　今、何て言った？


　…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………。



　ふぇ？

　誰よりも大切な女性のことを、忘れたりしない？

　誰よりも大切な女性のことを、忘れたりしない？

　大切なことだから二回言いました。

　……じゃなくて、ふぇ？

　なんぞ？

「それって……？」

「事実だ」

　脳科学は通常、認知神経科学と呼ばれる認識に関する生物学的・医学的なメカニズムの解明とその作用について研究する学問を出発点としている。そもそも心を科学的に解き明かそうという試みは、科学の発ほつ端たんである古代ギリシャ以前の哲てつ学がくの頃ころからあり──科学はそもそも自然哲学という分野から発展して成立したことを忘れてはならない──、この世の事象と心の作用は古代において不可分で、当然ながら人体の生理的な作用もまた心と密接に結びついていると考えられていた。この意見の端たん的てきな例は……。

　………………………………………………………………………………じゃなくて。

　今、何て言った？

　おい、ボーイズゲーやってるんじゃないんだぞ。

　胸が……苦しくなる。動どう悸きが、激しい。頰ほおが紅潮するのを感じる。

　目だ。目を見ろ。……噓うそをついてるかどうかそれで……ついてない!!

「そ……。そんなこと。なんで急に……」

　ようやく、必死になってそう言葉を絞しぼり出す。

「俺は、お前が好きだ」

　ｷﾀ──────────────[image: ]────────────!!!!!

「ふぇぇぇッッ!?」

「お前は、どうなんだ？」

　待てよ。

　待ってよ、ちょっと待つ。

　何言って、くぁwせdrftgyふじこlp……。

　何を言ってるか分からないだろうけど、私も分からない。

「……とッッ、と言いますと!?」

「聞いておきたいんだ」

　岡部は一歩、私に歩み寄る。私は一歩、引く。さらにもう一歩踏ふみ込まれた。

　私ももう一歩引く。

「……お前は、俺のことどう思ってる？」

　どうって。

　どうって？

　どうって!?

　そ、それは……。それは……、その……、あの、えーと。

　だから、あの、それについては……、何だ。

　……好き、なんだけれど。

　だけど……。

　だけど…………。

　だけど………………。

　脳のう裏りに、岡部のためにカレーを作っていた漆原さんの嬉うれしそうな表情が浮うかぶ。かいがいしく、健けな気げに彼のことを見ていた彼女のこと。

　ここで、好きと言ったら……どうなるだろう？

　私は、消える。

　精々、明日の今いま頃ごろが限界だろう。

　そんな私が、岡部に想おもいを伝えてもいいのだろうか？

　彼に好きだと言ってしまっていいのだろうか？

　もしも……、もしもだ。

　私がここで告白したことで、岡部が私への想いに囚とらわれてしまったら？　それが原因で、彼を好きになる他ほかの人たちの未来が閉とざされたら？　岡部が、もし私だけしか好きにならなかったら？

　もちろん、岡部が私だけを好きと言ってくれたら、私は嬉しい。

　心の底から嬉しい。

　でも、私は消える。

　パパにさえ、憎にくまれ、消えろと言われてしまった私が、そんな呪じゆ縛ばくを岡部にかけていいのだろうか？

　私だけが、ずっと岡部を独ひとり占じめしていいのだろうか？

　ううん、違ちがう。

　岡部にずっと、たったひとりの辛つらさを味わわせていいのだろうか？

　私はすでに、パパに否定された存在だ。

　なのに、こうして岡部に好きと言ってもらえた。

　好きな人に大切と言ってもらえた。

　なら、いい。

　もう、いい。

　私が、岡部に好きというのは止めよう。

　……でも、ごめんなさい。もうひとつだけ、我が儘ままを。

「知りたいの？」

　私はそう言い、岡部の顔を見つめた。




　　　　☆




「知りたいの？」

　その問いに、岡部は静かに答えた。

「……ああ」

　彼の言葉に、覚かく悟ごを決める。私は、若じやつ干かん舌をもつれさせながら言った。

「顔を……。目を閉じろ」

「ふふっ、どうして？」

　テンパっていることを、笑われる。くそう、こういう時は告白した方がもう思い切りがすんでるから心に余よ裕ゆうが出来るのよね。

「いいから、閉じなさいよ！」

　ゆっくり、岡部は目を閉じる。

　するとその凛り々りしい顔がより格好良く見えた。表情に刻まれた苦く悩のうの痕あとが、その顔をより私にとって魅み力りよく的に見せている。

　明らかに、脳内麻ま薬やくが出て……、その、なんだ。正気じゃない。

　好きすぎる。

　岡部が好きすぎる。

　好きって想いで叫さけびだしたいくらい、好きだ。

　私はドキドキする胸の鼓こ動どうを聞かれてないか心配になる。よく恋れん愛あい小説である表現で、今まではそんなことはあり得ないとバカにしていたけど、自分がいざそうなってみると納なつ得とくした。確かに聞こえそうな気がするくらい、自分の中で心臓の音が木こ霊だましている。

　私は彼の白衣の両襟えりをつかみ、岡部を引き寄せる。

　その頭を下げさせ……、彼の唇くちびるに……、口づけを……。

　ふわりと柔やわらかい感かん触しよくが、私の唇に伝わった。彼の手がぴくんと震ふるえ、動どう揺ようする気配もダイレクトに分かる。

　もう、何も考えることができなかった。
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　自然に……どちらからというわけでもなく、唇を離はなす。

「べ、別に……。したくてした訳じゃないから……」

　……ファーストキスの直後、まず出るのが言い訳というのは、我ながらどうなのかと心底から思う。

　しっ、しかしだ。

　同時にキスをし終えて岡部の顔を見ると、自分がどれだけ恥はずかしいことをしたかが理解できて、その理解とともに襲おそってくる、ぎゃーっとなるような恥ずかしさを抑えるには言い訳するしかなくて、どうしてこんな風に立て板に水の如ごとく言葉が出てくるのか……。

「ただ、ファーストキスのような強きよう烈れつな行こう為いと共に海馬に記き憶おくされたエピソードは、忘ぼう却きやくされにくいのよ。だから……」

　感かん極きわまったように言う私の言葉を遮さえぎり、岡部はとんでもない告白をする。

「残念だったな……。俺は、これがファーストキスではない」

　えっ？　ええッッ？　ち、違うの？

　かなり。いや、相当に残念で涙なみだがこぼれそうになる。そもそもキスをしただけで感動のあまりに泣きわめきそうになっているので、これはショックが大きい。

「なっ、生意気な！　童どう貞ていの癖くせに!!」

「うるさい処女！　もっとも、ファーストキスはロマンチックなものではなかったがな……」

　言い訳されるが、はっきり言ってそんなことは耳に入らない。

　泣く、泣きそう、泣けば……。だんだん、涙がにじんでくる。

　しかしその次の岡部の言葉は、その涙が一気に引っ込むような衝しよう撃げきがあった。

「とにかく、今のは印象としては弱い。……もう一度だ」

　岡部は言って、その両手で私の両頰をつかむ。

「ふぇぇぇッッ!?」

　触ふれてる。触れてるって、岡部が触さわってる!?

　それになんて!?　えっ？　ええっっ？

　もっ、もう一度？　もう一度って、何？　何をもう一度？

　まっすぐに、岡部の眼まな差ざしが私を見る。

「絶対に忘れたくないから、念には念を入れる。いいな？」

　パニックとか、困こん惑わくとか、頭が真っ白とか、そんなことはもうある程度以上、自分を客観視できる状態で思うことなのだということを、私はこの時、生まれて初めて知った。

　も、もう、思考とかそういう次元じゃない。

「……そ、それならしょうがないな」

　何言ってるんだ、私は!!

　頭の中がわやくちゃで、逃にげ出したいという気持ちと先の気持ちよかったキスをもう一度という気持ちと、岡部に触られて完全に舞まい上がった気持ちが全部、ない交ぜになってもうわけが分からなくて……。

　もう条件反射と、岡部が好きという想い以外で私はまったく動かなくなっていた。

「キス、……だけだぞ」

　再び、私は岡部と口づける。

　今度は互たがいに寄り添そい、抱だき合って……。

　何度も……、何度も……、何度も……。

　私は、時間があっという間に流れて行くのを感じていた。

　今だけは……、アインシュタインに文句を言いたい気分だった。彼は、時間が人や状じよう況きようによって長くなったり短くなったりするということを、初めて科学的に証明した。

　相対性理論。

　すべては相対的で、観測者の視点によって千せん差さ万ばん別べつに変化する。

　それはつまり、自分と相手がいなければ、何事も存在し得ないし、認にん識しきし得ない。理解し得ないということでもある。

　ねえ、岡部……。

　時間は人の意識によって、長くなったり、短くなったりする。

　相対性理論って、とてもロマンチックで──。

　とても、切ないものだね……。




　　　　☆




　翌日。

　８月17日午前７時。

　私は岡部とふたり、秋葉原駅前に来ていた。

　そう、アメリカに帰るためだ。色々と考えたのだけれど、やっぱり私は岡部の見ている前で消えたくなかった。

　どうせ、いないものであるならば……ただ、ひっそりと誰だれにも知られないままで消えたかったのだ。

　厳密な話をすれば、今ここで発たったからと言ってタイムリミットまでにアメリカに到とう着ちやくできるはずもない。極論すれば、単に消える直前になって見苦しく死の恐きよう怖ふに怯おびえる自分を、岡部に見て欲しくなかったのだ。

　いくら思い切っても、私は自分をそこまで信用できない。

　特にパパにいらないと言われた今の私は、おそらく死の瞬しゆん間かんに情けなく岡部にすがりつくだろう。

　怖こわい……、怖い……、死にたくないと。

　せめてもうひとりの大好きな人に、すがりつきたいと。

　でも、それはダメだ。

　にっこりと笑って、岡部に別れを告げられるならともかく、みっともなく岡部にすがって、彼の未練をかき立てて消えることだけはどうしても避さけたい。

　そんなことをすれば。

　……我が慢まんに我慢をして、彼に好きという気持ちを伝えなかった昨日の決断がすべて無む駄だになってしまう。結局、岡部を私への想おもいに囚われた状態にしてしまうようでは、意味がない。

　だから、私は秋葉原を離れると決めたのだ。

「……それじゃ」

　私は秋葉原駅の改札に通じる広場で、岡部にそう告げる。見送りは、彼ひとりだ。

「まゆりとダルは本当にいいのか？」

「みんなに見送られると辛つらくなるから……。岡部だけなら、なんのためらいもなく日本を発てる」

　私の言葉に、岡部はやや困ったような表情をする。さすがに返すのが難しい言葉を投げてしまったようだ。反省しよう。

「ジョークよ」

　そう言うと、彼は軽く息をつき、懐ふところに手を入れた。そして小さな円えん筒とう形の機械を投げて寄よ越こす。

「……手て土産みやげだ、受け取れ」

　私が慌あわてて受け取ると、それは未来ガジェット二号。通つう称しよう、タケコプカメラーだった。

　……正直、手土産だと言われてもいらない。

　それを包つつみ隠かくさず告げるが、バージョンアップ版だとわけの分からないことを言われる。いずれにせよ、どうもこれを強く渡わたしたいようだ。何処どこかずれている。

　とりあえず、受け取っておくことにした。

「じゃあ……」

　言って私は、手荷物のカートを引いて駅の改札へと向かう。

　しかしずっと、その背中に岡部の視線が注がれているのを感じていた。

　……引き留めたいのだということは、よく分かっている。

　今からでも、考えを変えろと言いたいことは、痛いほど理解はしていた。

　だから──

「紅莉栖！」

「……そうだ！」

　岡部の私を呼ぶ声と、私の声が上がったのはほぼ同時だった。どうやら、予測通りだったらしい。

　私は、そのままカートの中からドクトルペッパーを取り出す。

「お返し。えいっ」

　そしてそのまま、岡部の方へと放ほうり投げる。

　──正確には、岡部の後方約５メートルほどの場所を狙ねらって。

　ペットボトルは放物線を描えがき、岡部の頭上を越こえて狙い通どおりの場所に転がる。

「どこに投げている？」

　ぼやくように言う岡部。

　その様子は私の意図には気づいていないように思えた。

「ちゃんと受け取れ」

　私の言葉に、岡部は「まったく」と呟つぶやき、ドクトルペッパーを拾いに歩いて行く。

　その背に。

　私は無言で呟いた。

　さよなら……。

　声にならない声をかけ、私は足早にきびすを返す。

　岡部が振ふり返った時、もうそこには私の姿はないだろう。

　卑ひ怯きようかも知れない。

　でも、このままの別れでは岡部に思い切らせることはできないだろう。

　自分勝手なようで、何処までも誰かのことばかりを考えている寂さびしがり屋。

　だから、誰かが目の前から去ってしまうことは、彼にとってはどうしても許容しがたいことのはずだ。

　それが分かっているから、私は無言で姿を消すのだ。

　岡部……。

　これからきっと、岡部は辛つらい思いをする。

　私のことを誰も覚えていない世界で、ただひとり、私を覚えているなんて……。

　仲間をなにより大事にする岡部には、辛いことだと思う。

　……ごめんね。でも、私にはその辛さが愛いとおしい。

　ラボにいるなにげない時間。

　ジュースを口にした時。

　町を歩くその一いつ瞬しゆん。

　いつか誰かと、キスした時……。

　いつもじゃなくてもいい。百回に一回でもいい。私を思い出して欲しい。

　私は、それで幸せだから。




　　　　☆




「さて、まだここにいるわけだが」

　時刻は正午過ぎ。場所は秋葉原駅ホームのベンチ。

「どうして、こんなことをしてるんだか……？」

　自分で、自分に突つっ込みを入れる。

　そうでもないと、さすがに泣き出しそうだった。

　結局、私はあれから五時間経たっても、秋葉原を離はなれられずにいる。

　一度は電車に乗ったものの、戻もどって来てしまったのだ。そして秋葉原に戻ってくると、もう電車に乗り直す気にはなれなかった。

　元より、アメリカに帰るというのは岡部に醜しゆう態たいをさらしたくないから考えたことで、必ひつ須す要件でも達成しなければならない目標でもない。彼のそばから離れて、その知覚外にいれば、目的自体は満たされている。

　とはいえ、自分の意志の弱さにはびっくりだ。

　自分で自分を信用しなかったのは、こうして考えると正解以外の何ものでもない。思い切って離れたはずなのに、少しでも岡部に近い場所にいたいと考えるなんて、バカそのものと言ってもいいだろう。

　でも。

　それでも、私はやっぱり岡部のそばにいたいらしい。

　こうして人目につくところにいれば、かろうじて自分の無駄なプライドが泣きわめくことを抑おさえ込んでくれる。いつもはある意味で邪じや魔まに思っていたけれど、こういう時は大変に助かる。

　それにしても、岡部はまだ世界線を変えてないらしい。

　いくらなんでも、世界線を変えれば私に影えい響きようがないはずはない。である以上、まだそれは行なわれていないと考えるべきだ。

「タイムリミットはまだだからいいけれど、思い切りが難しいのね」

　世界線が変われば、こうしてものを考えることも出来なくなるだろう。

　消えるということがどういうことなのか。ある意味、私はその最初の人体実験の被ひ験けん者しやというわけだ。

　好こう奇き心しんもあるが、本音を言えば恐怖の方が遥かに勝っている。

　でも、まだ今すぐに岡部のところに駆かけ出さないだけ、理性は残っている方だろう。

　そんなことを考えていると、ぽすんとベンチの隣となりに誰かが座った。

「こんなところにいたんだ？」

　聞き覚えのある、可愛かわいらしい声。

　数日前に聞いたばかりの声だ。

「フェイリスさん……!?　なんで……、ここに？」

　私は目を見張る。あまりにも予想外の相手だった。

「迷い猫ねこを探してた」

　その言葉に私は面めん食くらう。もしかして、岡部が私を捜さがすために、フェイリスさんにも手伝いをお願いしたのだろうか？　それにしては、彼女は携けい帯たい電でん話わもかけておらず、誰だれかに私のことを知らせた様子はない。

「私は迷い猫じゃない」

　かろうじて、私はそれだけを告げる。

「じゃあ、野の良ら猫ねこ」

　どうやら彼女はかなり機転が利きくらしい。あっさりと返される。

　席を立とうか、大分迷っていた。こんなところで知り合いに会うとは思わなかったのだ。もしここで万が一にも安心してしまえば、やっぱり私は醜態をさらしてしまうかも知れない。それだけは、どうしても避けたいことだ。

　──私の、牧瀬紅莉栖の信念と矜きよう持じにかけても。

　どうするべきか悩なやみつつ、フェイリスさんを見る。

　すると、あることに気づいた。メイド服じゃない。……いや、普ふ通つうに考えるとそこらを歩いている人がメイド服を着ていないのは当然なのだけれど、彼女は徹てつ底ていして外出の時にはメイド服を着て猫耳をつけていると聞いていた。

　橋田とまゆりの話では、何でもお客様の夢を壊こわさないためだという。

　私には理解できないけれど、それはそれで見上げた職業意識だと感服した記き憶おくがあったので、よく覚えていたのだ。

「あれ、メイド服は？　……ニャンニャン語はどうしたの？」

「……秋葉留る未み穂ほ、よろしくね？」

　問いかける私に、彼女はにっこりと笑って名乗った。おそらくは本名だろう。彼女のお父さんが、秋葉さんなのだから。

　その様子に、私は橋田とまゆりの話していた先の言葉の続きを思い出す。

　フェイリスさんは、メイドとして癒いやしと安らぎを求めてやってくる人たちのために、徹底して〝フェイリス・ニャンニャン〟であることを貫つらぬいていると。

　だから、彼女は自分にそれ以外の名はないというのだ。

　その彼女が、メイド服を脱ぬいで猫耳をとり、本名を名乗る。

　それはつまり、その信念よりも大切にしなければならないものがあると思ったからだ。

「どうして……？」

　その問いに、フェイリスさんは素す敵てきな笑え顔がおのまま答えた。

「あなたを捜してたのはね、あなたと中鉢さんのこと、放っておけないから」




　　　　☆




「あなたを捜してたのはね、あなたと中鉢さんのこと、放っておけないから」

　その言葉を聞き、私はふいと顔を背そむける。

「……余計なお世話よ、あのことはもう解答が出てる」

　気分としては、もう治りかかった傷口を無む理り矢や理りこじ開けられたような気分だった。一体、フェイリスさんは何が言いたいんだろう？　そんなことのために、わざわざメイド服を脱いで来たというのだろうか？

「……あれから、一度も電話してないの？」

　彼女の問いに、私は身を強こわばらせて返す。

「するわけない……」

「怖こわいんだ？」

　普通なら、揶や揄ゆするような物言い。

　しかし口調はむしろ、揶揄すると言うよりも悲しんでいると言いたげなものだった。

　私は立ち上がり、フェイリスさんを睨にらみつけるようにして言う。

「怖いに決まってるじゃない！　自分を否定されることが、どれだけ怖くて辛つらいことか、少し考えれば分かるでしょう？　……私はもう、何処どこにも行き場がないのよ。これ以上、傷つきたくない！」

　いくら、まゆりを助けて欲しいと願いはしても。

　本当は消えるのは嫌いやだ。

　死ぬのは嫌だ。

　怖い。怖い。

　怖い。

　でも、仕方ない。仕方ないの。

　岡部をこれ以上、傷つけないためには、これしかない。私も、もう彼女に死の恐きよう怖ふを味わわせたくはない。自分に、岡部の持つリーディングシュタイナーに似た現象が発現していると分かった時点で、その想おもいはさらに強いものとなった。

　自らまゆりの死ぬ場面を目もく撃げきした記憶が蘇よみがえったという事情もさることながら、もしも私同様にまゆりにも同じような現象が発現したらと考えると、もう居ても立ってもいられない。

　無む間けん地じ獄ごくのようなえんえんと繰くり返される死をまゆりに経験させることだけは、どうしても避さけたかった。

　私がラジ館で体験した死のイメージ。あれと同じものを、これ以上まゆりに経験させるなんて……。

　言いつのる私に、フェイリスさんはすっとひとつの小箱を差し出した。

「……これ、あなたにあげる」

　唐とう突とつに差し出された小箱に、私は言葉を止める。

「何、これ……？　きれいなラッピングだけど……」

　どうやら、何かのプレゼントらしい。きれいな包み紙でくるみ、リボンで留めてある。少しひしゃげていて、包み紙自体は少々色あせていた。

　もしかして……、結構古いものだろうか？

「あげるっていうか……、返すって言った方が正しいかも」

　不思議なことをフェイリスさんは言う。

「……どういうこと？」

「開けてみて」

　問う私に、フェイリスさんはそれだけを告げる。

　私はもう一度、その小箱を見つめた。そして意を決し、そのリボンと包み紙をほどく。

　すると、中から出てきたのは一本のフォークだった。

「……これ、フォーク？」

　私ではない私。

　別の世界線の私が、岡部に言ったことがある。

「今、私が一番欲しいものはマイフォークである」

　それは、〝その時の私〟が他ほかの時間軸じくの私に、手っ取り早く岡部のことを信用させるために話したものだ。

　元々、私は十一歳の誕生日にパパからマイフォークをもらうはずだった。しかし忘れもしないその日、私とパパは離ればなれとなってしまった。結果として、私にとってマイフォークとはパパからの愛情の証あかしとなった。

　それは私がパパに肯こう定ていされていた、幼い頃ころの記憶の象しよう徴ちようなのだ。

　だから、「今、私が一番欲しいものはマイフォークである」と話すのは私にとっては、相手に愛を告白するのも同様で、自分の心を明け渡わたすと言うに等しい。

「……まさか、あいつから聞いたの!?　それで私に気を利かせて？」

　とっさに聞いてしまったが、言ってから後でそんなことはあり得ないと気づいた。

　いくら岡部が鈍どん感かんで人の心の機き微びに疎うといとは言え、マイフォークのことが私にとって重大な秘密であることくらいは察しがついたはずだ。

　そんなことを岡部が私の許可なく、誰かに言うはずがない。

「ううん。それ、わたしからじゃないよ」

　案の定というか、フェイリスさんは私の言葉に否定の意で返す。しかし同時に、その返事もまた私を当とう惑わくさせるものだった。

「えっ？」

　彼女は疑問の声を上げる私に、ピッと一枚のカードを示す。

「これ、リボンのところに挟はさんであったカード。読んでみて」

　その差し出されたカードを、私はおそるおそる手に取る。

　小箱のラッピング同様にやや色あせたカード。

　そのカードの内容を目にした私は、驚きよう愕がくのあまり膝ひざから崩くずれ落ちそうになった。

　そこには、『十一歳の誕生日、おめでとう！　パパより』と、見覚えのある文字で書かれていたからだ。

　カードに書かれていた見覚えのある文字の筆ひつ跡せき。

　それは他でもない。私のパパ──牧瀬章一こと中鉢博士の筆跡だった。
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「牧瀬章一。中鉢博士の本名を検けん索さくしたら、すぐ出てきたよ。……親子だったんだね。まあ、この前一いつ緒しよにテープを聴きいたときから、うすうすはそうじゃないかって思ってたけど」

　フェイリスさんは私に、ベンチへと座るように促うながしながら言う。

　私はそれを受け、半ば呆ぼう然ぜんとしながらベンチに座り込んだ。

「十一歳の誕生日プレゼントってことは……。七年前、パパに、私の存在を否定された日」

　手の中にあるきれいなフォークを見つめながら、私は呟つぶやく。

　フェイリスさんの言では、パパは七年前のあの夜。

　親友である秋葉さんを訪ねたらしい──正確にはその時、秋葉さんが不在であることはパパも分かっていたので、応対したのは執事さんだったそうだが。

　このプレゼントの箱を握りしめ、疲れ果てた風情で。

　そして言ったのだそうだ。

　娘むすめにプレゼントを買ったのに、無む駄だになったと。

「噓うそ……。パパが？」

「わたしはあなたにお父さんから憎にくまれていたわけじゃないって、それを伝えたくて来たの」

　フェイリスさんの言葉は、まさしく私が言って欲しい願望だった。

　けれど、今の私はもうそれを信じることはできない。

　何度も何度も、パパに愛されたくて接せつ触しよくを図はかろうとした。

　愛して欲しいと電話もかけた。

　パパのために論文も書いてきた。

　色んなことが、何かの間ま違ちがいだと思いたかった。

　でも、そのすべての期待は裏切られた。

　パパは私を憎んでいる。

　そうとでも思わなければ、説明はつかない。

「そんなこと、あり得ないわ。私はパパに憎まれてる。この前の電話、聞いてたでしょ？　私は……パパにその存在まで否定されたのよ」

　そうだ。

　ずっと、認めたくなかったことがある。

　ラジ館で私が刺さされた時、最初ある人物がナイフを握っていた。

　そして私を助けに入った人がそのナイフをたたき落とし、結果的にその人がナイフを持って最初にナイフを持っていた人間と揉もみ合いになったのだ。

　その顚てん末まつの果てに、私は〝最初にナイフを持っていた人間〟をかばって、皮肉なことに私を助けてくれようとした人間に刺されたのだ。

　私がかばった、〝最初にナイフを持っていた人間〟。

　ことの始まりから、私を殺そうとしていた人。

　その顔を、私はようやく思い出していた。

　……パパ。

　私は、他でもないパパに殺されたのだ。

　けれどフェイリスさんは、私の言い分を認めなかった。

「あなたは、否定なんてされてない！」

「されたじゃない！　それに今さら、そんなのどうでもいいわ!!」

　だが私も彼女の言を認めることはできなかった。いくらパパが私にマイフォークを贈ってくれるつもりだったからと言って、それですべてが覆くつがえるわけじゃない。

　そもそも、問題は〝あの誕生日〟以降の私がパパに憎まれていることで、〝あの誕生日〟以前のパパの愛情には、微み塵じんも疑いなどないのだから。

「どうでもいいなんて、言っちゃダメだよ！」

　それでも、フェイリスさんは食い下がる。さすがに、何故なぜここまで彼女がするのか、私にはよく分からなかった。

「なんで？　なんでそんなに干かん渉しようしてくるの!?　いくら父親同士が友達だったとはいえ、所しよ詮せんは他人の家族の問題でしょ！」

　私のその問いに、フェイリスさんは視線をそらすことなく、わずかに沈しずんだ口調で言う。

「他人ひと事ごとじゃないから。……わたしのパパね。もう、いないの」

　私はその言葉に、目を見張る。

　思い出すのは、人気の少ない彼女の家。

　秋葉原タイムズタワーの最上階一フロアを占せん有ゆうしながら、そこには彼女以外の誰だれの姿もなかった。たまたまその時は執しつ事じが風邪かぜを引いていたと彼女は言っていたが、他の家族には言げん及きゆうしていなかったことを思い出す。

「十年前、死んじゃった。……飛行機事故でね。わたしの、八歳の誕生日に」

　私は息を漏もらす。

　どうして、私たちは父親との縁えんが薄うすいのだろう。

　父親の顔も知らなかった阿万音さん。生き別れとなった私。

　そして、幼い頃に父を失った彼女。

　私は阿万音さんのために、自分ができる限りのことをしてあげようと思った時のことを思い出す。確かにあの時の私は、それまであった彼女への苦手意識も雲うん散さん霧む消しようして、もう彼女を嫌きらうことが出来なくなっていた。

　……フェイリスさんも、同じだったのだ。

「わたしが最後にパパに言った言葉、なんだと思う？　『パパなんか、死んじゃえばいいんだ』……」

　後こう悔かいの言葉。

　それを彼女は口にする。おそらく、それはもう一度口にはしたくないだろう言葉だったはずだ。けれど、フェイリスさんはそれを口にした。

　まず間違いなく、私に聞かせるそのためだけに。

　私に……分かって欲しいから。

「……そしたら、飛行機事故に遭あって、本当にそうなっちゃった。わたしはもう、パパに謝ることもできないの。だから、あなたを見てると他人事だって思えなくて……。あなたの苦しみも後悔も、どっちも分かるから」

　それは、実感のこもった言葉だった。

　無視の出来ない、告白だった。

「私は……」

　でも、それでも。

　まだ、私は踏ふみ出せない。

　怖こわい。

　怖い……。

　怖い……！

　パパに憎しみを叩たたきつけられた記き憶おくが、あまりにも痛くて、苦しくて、辛つらくて。

　彼女の言葉を、受け入れきることが出来なくて。

　しかし、そんな私に彼女は言う。

「だけど、それだけじゃないよ。……ちゃんと、根こん拠きよはあるの」

「根拠……？」

　オウム返しに私は問う。

　根拠……。一体、どんな根拠があるというのだろう？

　確かにそれがあれば、私は……。

「この前、わたしの家で聞いたテープ憶おぼえてる？　実はあれ、もう一度聞いてみたらＢ面にもちょっとだけ声が吹ふき込まれてたんだ。七年前に家を訪ねて来た中鉢さんは、パパのテープを懐なつかしそうに聴いてたらしくて……」

　──だから、きっとそこに吹き込まれていた言葉は、あなたのお父さんが七年前に言えなかった言葉だと思う。

「言えなかった……、言葉……？」

　呆然としたように呟く私に、フェイリスさんは懐ふところから携けい帯たい型のカセットプレイヤーを取り出して言う。

「持って来たの。……さあ、聴いてみて」




　　　　☆




「２００３年、７月25日」

　イヤホンを耳につけ、聞こえてきたのはまずその声だった。

　忘れもしない、パパの声。

　その声は、とてつもなく気落ちしていた。

「もう、幸高も橋田教授もいない……、ふたりとも亡なくなってしまった……」

　その音声は、私にとって悪夢のような出来事が起きたまさにその日に録音されたもの──フェイリスさんが言うように、あの一件が起きた後のパパが誰にも言わなかった真情が録音されたものだ。

「あの頃ころの私たちは、あんなにもタイムマシンを作ろうという夢に溢あふれていたのにな……。あの頃に戻もどりたいよ……」

　懐かしげに言うパパ。

　親友も、恩師も、もういない。それはもう取り返せない過去だ。

　──さらに言えば、この直後。パパは私を連れたママと別居生活に入っている。すなわちこの夜は、パパがそれまでの人生すべてと決別した日でもあったのだ。

「そしたら……」

　やや強い語調で、パパは言う。

「そしたら今度こそ、絶対にタイムマシンを作ってみせる。娘に論破されないような、完かん璧ぺきなタイムマシンを……！」

　私はその強い言葉に、唇くちびるをかんだ。

　不安が、全身を貫つらぬく。

　もしもパパが、ここでさえ私を否定する言葉を口にしていたら、どうしよう？

　パパの望みがあの時に言ったように、私の完全な抹まつ消しようだったとしたら？

　あまりの怖さに一いつ瞬しゆん、耳からイヤホンを引きはがしたくなる。

　けれど、そこでフェイリスさんが私の手を握ってくれた。

　私は無言で彼女を見る。

　すると彼女は、私の瞳ひとみを見つめて力強くうなずいた。

　自分はここにいると。

　絶対に、私の味方だと。だから、安心して……。

　その仕草に、私は勇気をもらう。

　そうこうしていると、次のパパの言葉が聞こえてきた。

「なあ、幸高……。それでな、私は……。俺は、タイムマシンを使ってやりたいことがあるんだ……。今日、娘むすめにひどいことを言ってしまった……。あの瞬しゆん間かんに戻って、自分に言ってやるんだ。娘を、紅莉栖を傷つけるなと……！」

　その言葉に。

　……涙なみだが溢れる。

　知らずの内に、私は嗚お咽えつしていた。

「感情に身を任せて、家族の絆きずなを壊こわすなと……！　俺は、あんなこと……、言いたくなかったんだ！」

　録音の中で、パパも私と同じように泣き始める。……程ほどなくして、録音は終わった。

「パパ……！」

　涙を流しながら、私は呟つぶやく。

　フェイリスさんはそんな私の手を、強く握にぎりしめた。元気づけるように。

「ね……。あなたは存在を否定されたりなんて、してないんだよ？　あなたは、ここにいてもいいの」

　言えなかった言葉……。

　伝えられなかった気持ち……。

　パパは……、ずっとそんな気持ちを抱かかえていた。

　それを伝えてもらっていたならば、私はこれだけ苦しんだだろうか？　……パパは。パパもまた、苦しまずにすんだのだろうか？

　よくよく、私は自分のことを思い出す。

　私も一定以上、頭に血が上ると感情の制せい御ぎよが利かなくなって、心にもないことや本意ではないことをやらかしてしまうことがある。

　それが自分の望んだことではなくても、相手に最大のダメージを与あたえるにはどうしたらいいのかを怒いかりとは別の次元で冷静に計算し、それをぶつけてしまうのだ。悪い癖くせどころの騒さわぎではないが、もしもパパも同じなのだとしたら？

　そうだとすると、パパのそれは過あやまちではあっても私にとって許容できないものではない。

　──親子ふたりして、直さなくてはならない欠点であることは間ま違ちがいないが。

　そして涙を流しながら、私は思う。

　私も、想おもいを伝えていない人がいることに。

「フェイリスさん……。ううん、留未穂さん。私ね……、私もパパみたいに伝えてない気持ちがあるの」

　顔を上げ、私は目の前の少女を見る。

「言えなかった言葉があるの。それは、伝えちゃいけない言葉なんだって思ってた……。伝えないまま、心の中に閉じ込めて消し去ろうとしてた。でも……」

　そう言った私の頰ほおを、そっとフェイリスさん──留未穂さんは撫なでる。

「紅莉栖さん。伝えちゃいけない言葉なんて、ないよ。……伝えたいって思っていれば、それはきっと届くよ。だから、今から行っておいでよ。……凶真のところ」

　彼女は、ずっとずっと幼い頃からの親友だったように言う。

　父親同士が親友だった子供は、出会ったその時から親友になれるのだろうか？

　もちろん、物事がそんなに安易でないことはよく分かっている。でもこの瞬間だけは、そんな気持ちにさせてくれる何かがあった。

「全部、お見通しなのね……」

　そう言うと、彼女はそれまでの笑えみとはやや異なった笑顔を見せた。ウィンクしての、妖よう艶えんとすら思えるような微笑ほほえみだ。

「それこそが、フェイリスの魔ま眼がん。チェシチエシヤャ猫のー・ブレ微笑みイクの能力なのニャ！」

　おどけたように言う、フェイリスさん。

　その口調に、私は思わず笑みを浮うかべた。

「ふふっ、はいはい。……それじゃ、行くね」

　言って私は立ち上がる。

　急がなきゃ、いけない。おそらく、もう時間はほとんどないはずだ。

　走っていく必要があるだろう。

「行ってらっしゃい！　それで、またこの街に戻ってきてね。クリスティーニャン！」

「ええ！　でも、……私はクリスティーニャンでも助手でもないわよ！」

　そう言って私は、親友からの応おう援えんの視線を背負って走り出した。

　……岡部の元へと。
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　私は、間違っていた。

　秋葉原の街を走りながら、私はそう思う。

　間違ったまま、自分の殻からの中で、自分を哀あわれんでいた。

　でも、今さらになって分かったの。

　パパがそれを教えてくれた。

　岡部を呪じゆ縛ばくするとか、未練たらしくみじめにすがりついて岡部の思い切りを邪じや魔まするとか、そんなことは全部、言い訳に過ぎなかったということを。

　ただ、私は臆おく病びようだっただけ。

　自分が愛されていないと思って。

　自分に〝確固たるもの〟がないと思って。

　でも、私には大好きな人がいる。

　大好きと言ってくれる人がいる。

　そのことを、きちんと見ていなかった。

　目を開いていなかったのだ。

　すべては自分の中に答えがあったというのに、私は目を開かずにいた。

　開け……、なかった。

　ずっと、内なる声はささやいていたのに。

　目を開けと。いや、開いているはずだと。

　それを自覚しろと。理解しろと。

　自分の周りに、自分を支えてくれる人々がいて、それが私の力になるのだということを、私はずっと認められずにいたのだ。

　Open The Eyes

　見通せ。

　真実を見ろ。

　自分を騙だましている境界を越こえろ。

　自分を見ろ、世界を見ろ。

　それは、本当の世界か？

　Open The Eyes

　本当の自分を見ろ、牧瀬紅莉栖！

　パパも、ママも、研究所の教授たちや同どう僚りようたち、先せん輩ぱい。

　岡部も、まゆりも、留未穂も、阿万音さんも……、あとついでに橋田も。

　他ほかにも漆原さん、桐生さん。

　みんな、ずっとそばにいてくれたのだ。

　ただ、私が目を閉とざしていただけで。

　私の元には、もうずっと〝確固たるもの〟の萌ほう芽ががあったというのに！

「けれど……、みんなのおかげで私はようやくたどり着いた。……私に」

　そしてだからこそ、言わなきゃいけない。

　私を私にしてくれるきっかけを最初にくれた人に。

　誰だれよりもこの宇宙で、すべての時間の中で一番好きな人に！

　大好きだと。

　愛していると。

　……岡部、あなたのことが！

　ラボが……、見えてくる。

「こんにちは！」

　一階で荷物を運んでいたブラウン管工こう房ぼうの店主さんに、私はそう言う。

「おう！」

　そんな威い勢せいのいい声を浴びながら、私は二階への階段を駆かけ上がる。もうとっくに息は切れていたけれど、それでも足を止めなかった。

　岡部に……。

　岡部に……！

　岡部に……!!

　岡部に会うまでは、足を止めるわけにはいかない。

　そして私は、ラボの扉とびらを開け、走り込んだ。

「岡部ッッ！」

　ラボには、みんながいた。

　橋田も、まゆりも、そして岡部も。

　全員の視線が、扉を開けてやって来た私に集中する。

「岡部……、私も……」

　言おうとする。でも、息が完全に上がっていて、声が出ない。

　好き。

　岡部が好き！

　誰よりも、この宇宙の誰よりも、全次元全時間、あらゆるすべての中で。

　一番、あなたが好き！

「紅莉栖！」

　岡部が、私の名を呼ぶ。

「私も、岡部のことが……！」
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　視界にノイズがかかる。

　奇き妙みような音が耳をつんざき、上も下も分からない感覚が私を貫つらぬく。

　それでも私は言った。……大好き、と。

　覚えていて、岡部。

　そして……。

　いつもじゃなくてもいい。百回に一回でもいい。

　私を思い出して欲しい。

　そこに私はいるから……。

　一％の壁かべの向こうに。私は必ず、いるから…………。
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「私も、岡おか部べのことが……大好き！」

　そう言った私の言葉が、虚こ空くうに消えていく。

　その感覚に、私は戸と惑まどった。

「あれ？」

　さっきまで、私はラボにいたはずだった。

　しかし今、私はまったく見覚えのない場所にいる。

　真っ白だった。

　床ゆかも、壁も、天てん井じようも。

　何処どこにも光源はないように思えるのに、明るくすべては照らし出されている。

　けれど、眩まぶしくは感じない。

　不思議な空間。

　……ひとつ訂てい正せいしよう。

　壁も白いとは言ったけれど、何処にも壁は見えない。

　正確には何処からが壁で、何処までが床なのか、何処までが天井なのか、まるで分からない、無限の広さを持ったかのように見える空間だった。

　私は首を傾かしげる。

　軽い驚おどろきがあった。

「私……、こんなある意味でステロタイプな臨死体験をするタイプだったんだ？」

　人は死に瀕ひんすると、その死の苦痛や絶望感を緩かん和わするために脳内物質を分ぶん泌ぴする。

　それによる酩めい酊ていと幸福感は、人に超ちよう常じよう的な経験を幻げん視しさせるという。

　すべてが科学的に解説できるわけではないが、よく言われる三さん途ずの川かわや天使の出で迎むかえ、魂たましいが肉体から抜ぬけ出るような経験などは、この臨死体験で説明できることが多い。

　脳が死に至るまでの時間を可能な限り──体感的な意味で──引き延ばして、そこでこれから迎むかえる死に対してできる限り肯こう定てい的なイメージを与あたえるのだ。この機能がなければ、死に直面した人間はそのほとんどが発はつ狂きようすると主張する研究者もいる。

　極きわめて主観的で眉まゆ唾つばではあるが、おそらく似たような現象は実在するだろうと、ヴィクトル・コンドリア大学脳科学研究所でも見解を出していた。

　とはいえ、だ。

　知識で知ってはいても、経験するとなると大おお違ちがいなことは多々ある。

　今こうして経験している事象は、まさしくそのひとつと言えるだろう。

「……臨死体験、ね」

　ふと、背後から声がかかる。それを受けて私は振ふり返った。

　そして見えた光景──というよりも、そこにいた人物に私は目を見張る。

　そこにいたのは、他ほかでもない私自身だったからだ。

　私は、空中に浮うかぶいくつもの歯車を足場として、そこに腰こし掛かけていた。

　片かた膝ひざを立て、その膝ひざを両手で抱かかえ込むようにして座る、もうひとりの〝牧まき瀬せ紅く莉り栖す〟。

　彼女はかすかな、仕方ないなあとでも言いたげな笑えみを浮かべていた。

　う～ん、これはつまり心理学的なもうひとりの自分というわけなのだろうか？

「そうやって解かい釈しやくしなければ、すべてを受け入れられないの、あなたは？」

　不意に、現前の〝牧瀬紅莉栖〟はそう尋たずねてきた。

　自分に問いかけをされるというのも、ある意味で〝よくある臨死体験〟だ。そこで人は事象を超ちよう越えつした真理を己おのれとの対話で見み出いだすというが……。

「そうかもね。……でも、そういうものじゃないかしら？　結局、すべての事象は解釈なしには成り立たない。……ニュートンがリンゴの落ちるのを見るまで、万ばん有ゆう引いん力りよくは存在しても認にん知ちされていなかった。そういうことよ」

　私はため息をつく。

　本音を言うと、自分が臨死体験を通じて何かを獲かく得とくできるとは思えなかったのだ。

「確かにその通りね。解釈なしには、すべては成り立たない。逆に言えば、解釈することそのものが世界を認識する手段──観測のための必ひつ須す要件ということ。解釈の出来ない者は、観測者たり得ない。……ただ、騙だまされるだけで目を開くことも出来ずに終わる」

　言外に、その〝牧瀬紅莉栖〟は私に対して合格だと告げていた。

　その対応に、少し疑念を感じる。

　如何いかに自分の心理世界とは言え、あまりにも安易な自己肯定だ。

　仮にも私というのなら、もっと難易度の高い難関を設定してもおかしくないというのに。

「あら、そういうことなら私は観測者の資格ありということかしら？」

　しかし私は、あえてその物言いに乗ってみることにした。

　少し興味が湧わいたからだ。

　これが臨死体験であるというのならば、私は死ぬのだ。

　であればこの機会は、私にとって最後の〝知りたい〟という欲よつ求きゆうを満足させる機会でもある。臨死体験が最後の経験というのは、少し不思議な感覚だったけれど、それでも未知のものを目の前にした時のわくわくする気持ちに変わりはない。

「やはり、好こう奇き心しん旺おう盛せいね」

「ええ、研究者としての本分だもの。私の先せん輩ぱいや恩師がよく言ってたわ。人は何処でだって学ぶことができる。学ぶことが何ひとつない場所や時など存在しない。何故なぜなら、私たち自身が未知の宝庫なのだから」

　そうだ。

　たとえ周囲に何もなくても、そこには必ず自分自身が在る。

　知覚と思し索さくが可能であれば、同時に脳も健在ということだ。ならば、脳に関する思索や疑念の追究はいくらでも行なうことができる。

　それが、彼らの言う「何故、自分たちは脳科学者なのか？」ということの理由だった。

　いつであろうと、何処であろうと学ぶ姿勢。

　ある意味、それは研究者としての誇ほこりとも言えるだろう。

「なるほどね。ならば、あなたの認識していない真実をひとつ教えてあげましょうか？」

「それは一体、何？」

　私の認識していない真実？

　無論、それは数多くあることだろう。でも、こんな形で〝もうひとりの自分〟に告げられる真実とは、一体何だろうか？

「あなた、今どうやって考えてるの？」

　……不思議な問いだった。

「え……、どうやって考えてるも何も……」

　そこで、はたと気づく。

　世せ界かい線せんの変動による消失とは、言ってしまえば世界に存在するあらゆるエネルギーと物質、それらの情報の書き換かえである。

　その結果として、私はなかったことにされたのだ。

　すでに私の生命はない。つまり、手も足も、身体からだも内臓も、脳もないということだ。

「それって……」

「気づいた？　世界線の変動で〝いなくなった〟人間に、臨死体験なんかあるわけがないでしょう。だって、それを発生させるための脳がもうないんだから」




　　　　☆




　私は告げられた言葉に愕がく然ぜんとする。

　確かにそうだ。

　世界線の変動が具体的にどういう現象であれ、それが事象の書き換えである以上、その事象の書き換えの瞬しゆん間かんを脳の機能で引き延ばして、臨死体験を経験させるなどということが、そもそも物理的に可能なのだろうか？

「じゃ、じゃあ……。〝これ〟は一体、何なの？」

　その問いに、目の前の〝牧瀬紅莉栖〟は肩かたをすくめる。

「さあ？」

「……さあ、じゃなくて!?」

　私は怒いかりに語調が荒あらくなる。その瞬間、怒りという感情を感じる機能も残っていることに気づいた。

「……内ない分ぶん泌ぴ系も残ってるって言うの？」

「だから、そんなことは分からないわ。よしんば分かったとしても、あなたは検証もなしに私の言葉を信じるというの？　例えばここが天国だと言ったら、あなたは信じないでしょう」

　指し摘てきされ、私は納なつ得とくする。

「なるほど。確かにそうね。多分、納得しない」

　その私の言葉に、〝牧瀬紅莉栖〟はうなずく。

「そういうこと。だから無む駄だな話はしないわ。……もっと、大切な話があるから」

　不思議な一言だった。

　もっと大切な話とは、一体何なのだろう？

「あなたは知る必要がある、シュタインズ・ゲートのことを」

「シュタインズ・ゲート？」

　私は疑問顔で尋ねた。

　それは岡部がよく口にしている造語だったはずだ。

　やはり、ここは私の臨死体験の中の世界なのだろうか？　彼女の発言に黙だまり込む私に、〝牧瀬紅莉栖〟はため息をついた。

「仕方ないでしょう。……その造語を作った人間が、そう名づけたんだから」

　言って、彼女は腰掛けていた歯車から降りる。

　すると、そこにあった歯車は宙へと舞まい上がり、続いていくつもの歯車が空中に浮かび上がった。

　まるでそのひとつひとつが、門のように見える。

「なるほど、門ゲートね」

　私の言葉に、降りてきた彼女はひとつうなずく。

「これはひとつの考えに基もとづいて構成された、模式図のようなもの。抽ちゆう象しよう化されているし、実状からはほど遠い。けれども、分かりやすいわ」

〝牧瀬紅莉栖〟が指さすと、空中の歯車は一定の規則性を保ちながら回転し、縦じゆう横おう無む尽じんに運動を始める。

「あの歯車のひとつひとつが、世界線と思えばいい。歯車の歯のひとつひとつが、言ってしまえばダイバージェンスの細かい数値」

　空中を運動する歯車はそれぞれに絡からみ合い、時に関かかわり、時に遥か遠くへと流れて予測することは難しい。けれどその様子はまるで、恒星の周囲を巡めぐる天体運動のように、何らかの規則性と周期性を持っているようだった。

「……疑問に思ったことはない？　本当に、阿あ万ま音ねさんの言っていた世界アトラ線収クタフ束範囲イールド理論は正しいと思う？」

　鋭するどい物言いだった。

「えっ……、正しいかどうかって……。検証はしたわ。けれど、実際に検証できる範囲には限界があって、何とも言えない。ただ言えることは、その理論に基づいてタイムマシンは作られ……」

　そこまで言って、私は気づいた。

　タイムマシンと世界線については、厳密には関係がない。

「もうひとつ。リーディングシュタイナーについてはどう思う？　もしも、世界線の変動によってすべてのエネルギーと物質の情報が書き換わるなら、脳の状態も書き換わるはず。なら、記き憶おくのある領域である海馬も書き換わるわ。どうやって記憶を保持するの？」

　この指摘については、以前には実は悩なやんだことがある。

　世界線の変動が、純じゆん粋すいに物理的な現象である以上、脳の状態書き換えという変動を経てなお、情報が保持されるはずはない。

　岡部の脳だって、世界線変動が発生するたびに書き換わっているはずなのだ。しかし岡部は、それ以前の記憶を保持している。……と言うよりも、新しい世界線に合わせて記憶が書き換えられていない。

　つまり記憶領域が、脳の外部にある。

　もしくは外部にバックアップシステムがあるとしか思えないのだ。しかし世界線の変動が純物理的な事象すべてに及およぶ以上、そのバックアップ先が世界線の内側にあるなら、それもまた世界線変動による書き換えを免まぬかれない。

　であるなら、世界線変動を経ても保持される記憶の記憶領域は、世界の外にあることになってしまう。少なくとも、物理的な情報データでないことだけは確かだ。

「……でも、そんなことまで言ってしまったら、それはただのトンデモ科学よ。検証のしようもない！」

　私は反発する。

　たとえタイムマシンを受け入れても、私はトンデモ科学を肯こう定ていしたわけじゃない。

「けれど、すべての事象を人間が知り得ているわけでもない。昨日までの常識は、今日にも覆くつがえる可能性がある。六年前まで、誰だれもニュートリノに質量があるなんて信じてやしなかった」

　ニュートリノは、極きわめて質量の小さな素そ粒りゆう子しのひとつだ。

　21世紀に入るまではそもそも質量がないと考えられていた素粒子で、その実証は物理学の世界に大きな衝しよう撃げきを与あたえた。それまでの常識が書き換わった瞬間だったことは間ま違ちがいない。

「そして……眠ねむっているときに見る夢や、頭の中で浮うかべる妄もう想そう、心しん霊れい現象などは、あるいは別の世界線の記憶の残ざん滓しかもしれない。厳密な意味での真実など、誰にも分かりはしないのよ。重要なのは、どう解かい釈しやくし、どうそれを利用するか」

　目の前の彼女の言葉に、私は宙を舞まう歯車を見る。

「これが……、その利用法のひとつというわけ？」

　その私の言葉に、〝牧瀬紅莉栖〟はうなずく。

「そうよ。あなたは観測しなければならない。シュタインズ・ゲートを」




　　　　☆




「シュタインズ・ゲートを、観測する？」

　一体、それが何を意味するのか、私には分からなかった。

「シュタインズ・ゲートは、岡部倫りん太た郎ろうがβベータ世界線において名づけた、ある世界線のこと。それまで彼らが如何いかに尽じん力りよくしても観測できなかった、未知の可能性を秘ひめた世界線──具体的に言えば、何が起こるか分からない世界」

　彼女は解説する。

　私の消失の後、岡部はβ世界線へと無事に移行した。

　そこは私が７月28日に死んだ世界。私の存在がそれ以降、許されない世界だ。

　しかし同時に、その世界では第三次世界大戦が起きることが確定していた。そしてその原因は、他ほかならぬ私であったという。

「どうして、私が？」

「あなたの書いた、『タイムマシンに関する考察』よ。あの論文がきっかけになって、世界でタイムマシン開発競争が激化した。それが第三次世界大戦の引き金となったのよ」

　私は愕然とする。

　パパのために私が書いた論文が、よりにもよって世界戦争を引き起こしたというのだ。これに驚おどろかずにいられるだろうか？

　しかもそれだけではない。

　その論文は後世に中なか鉢ばち論文と呼ばれ、その執しつ筆ぴつ者は中鉢博士──パパだというのだ。

　その言葉を聞き、私の中でおぼろげな記憶が蘇よみがえる。

　確かに私は、ナイフで刺さされて朦もう朧ろうとする意識の中、死を覚かく悟ごすると同時にパパが論文を持って逃にげるのを見つめていた気がする。いや、むしろ逃げて欲しいと思った。

　このまま私は死ぬけれど、あの論文さえあればパパはきっとタイムマシンを作ることができるはずと、そう思ったのだ。そうすれば、誰も真実を知らなかったとしても、私が一いつ生しよう懸けん命めいにがんばった証しよう拠こが世界に残るからと。

「思い出した？」

〝牧瀬紅莉栖〟は覗のぞき込むように私を見る。

「うん……、思い出した」

　そうだ。

　思い出したβ世界線であの日。

　何があったのかを。

「でも、それじゃ……。あの岡部は？　私と出会って……、私のことを懐なつかしく見つめていた岡部は、もしかして!?」

「そうよ。彼は、あなたとついさっきまで同じ世界線にいた岡部。彼はあの後、β世界線に移動したところで未来からジョン・タイター──阿万音さんの訪問を受けた。もっとも、β世界線では橋はし田だ鈴すず羽はさんだけれどね」

　彼女はさらにβ世界線について告げる。

　第三次世界大戦で荒こう廃はいした未来世界は、ＳＥＲＮセルンの支配下にこそなかったけれどやはり過か酷こくな世界だった。β世界線の未来において、岡部は世界を救い、そして私を死の運命から救出するために、阿万音さんをタイムマシンで２０１０年に送り出したのだそうな。

　β世界線のタイムマシンは、α世界線のそれとはまったく異なるものだった。

　おそらくはＳＥＲＮが極ごく秘ひに研究開発したα世界線のそれとは違ちがい、各国が開発を競きそい合った末に誕生したためだろう。α世界線のそれが過去にしか行けない一方通行であったのに対して、β世界線のタイムマシンは過去へも未来へも自由に行くことが出来たのだ。

　そのタイムマシンを使い、岡部は７月28日へと跳とんだ。

　私を救い、第三次世界大戦を防ぐために。

　しかし……、結果は失敗だった。

　私の死はすでにβ世界線における収束事じ項こうとして確定していたのだ。

　α世界線におけるまゆりの死や、２０００年における阿万音さんの死のように。β世界線において、〝牧瀬紅莉栖〟は必ず死ぬ。

　そういうことなのだ。

　覚悟はしていたが、さすがにショックがないわけではない。

　私は目の前の〝牧瀬紅莉栖〟から目を離はなし、軽くうつむく。

「そっか……。やっぱり、変えられないのね。私や岡部が何度も考えたように、収束する事項は変えられない」

　なら、それでもいい。

　少なくとも、まゆりの命を救うことだけはできたのだ。

　岡部はその幼き日の誓ちかい通りに、まゆりを守ることができた。

　彼を壊こわさずにすんだだけでも、私は満足すべきなのかもしれない。

「本当にそう思う？」

　声がかかる。しかしその声は、さっきまでのものとは違っていた。ハッとしてその声の方を見る。

　そこにいたのは、つい先ほどまでは私と同じ姿をしていた〝牧瀬紅莉栖〟だったはずだ。でも、今そこにはまゆりの姿がある。

「……まゆ……り？」

　震ふるえる声で私は言う。

　それに対して〝椎しい名なまゆり〟はにっこりと笑って言った。

「まゆしぃはもう大だい丈じよう夫ぶなのです。もうオカリンに無理させなくても、……大丈夫」

　私は目の前で起きていることに混乱する。

　結局、この光景は臨死体験の夢なのだろうか？　それとも、世界線の変動に伴ともなう何か未知の現象なのだろうか？

　眼前の〝椎名まゆり〟は、不意にそこで少し怒おこった表情になった。

「でも、まゆしぃはクリスちゃんに言いたいことがあるのです」

「え？　何？」

　動どう揺ようする私に、つかつかと歩み寄るまゆり。

「なんで、クリスちゃんはクリスちゃんがいなくなっても、オカリンが何ともないって思うの？　オカリンは、クリスちゃんのことをとっても大切にしてるのに」




　　　　☆




「ま、まゆり……。それは……、その……」

〝椎名まゆり〟の指し摘てきは、あまりに鋭するどかった。私は何も言えず、口ごもってしまう。

　黙だまり込み、下を向く私。

　拳こぶしを握にぎりしめ、私は自分の不明を恥はじた。

　分かっては、いたのだ。彼が私を大切な女性ひとと呼んでくれた時から。

　その時から彼にとって私はもう、ただの仲間じゃなくて……、もっと別の存在で。

　けれどもそれを認めて肯定してしまえば、本当に私は岡部が壊れるのを見ているしかなくなってしまう。

　岡部が私を好きでいてくれることは嬉うれしい。

　でも、それで私が岡部にとって失えない何かになってしまったら、すでに確定した私の死という結果を岡部が受け入れることが出来なくなってしまう。それは、岡部を肉体的にではないにせよ、殺すのと同義だ。

「でも、岡部倫太郎は君を失って、とても苦しんだよ」

　今度は、阿万音さんの声。

　のろのろと顔を上げれば、そこには予想したとおり〝阿万音鈴羽〟がいた。

「だから、未来から来たあたしと一いつ緒しよに７月28日に跳んだ。……君を救うために」

　私はかぶりを振ふって言う。

「けれど、失敗したんでしょ？」

「……君が、観測しなかったからね」

〝阿万音鈴羽〟は不思議なことを言う。

「それに、君も岡部倫太郎も間ま違ちがえている。少なくとも、観測者の視点で確定しているのは、〝牧瀬紅莉栖の死〟という結果じゃない」

　私は目を見張る。

　確定しているのは、私の死じゃない？

「どういうこと？」

「世界は、波動関数で表現される確率の雲のような状態。観測者が観測するまでは、１なのか０なのかすら定さだかじゃない」

　目の前の彼女が口にしているのは、量子論の考え方だ。

　目に見えないほどの微び少しようの世界では、すべての状態があやふやになる。ある粒りゆう子しが、特定のポイントに本当に存在するのか否いなかが、確率的にしか記述できなくなるのだ。しかしその確率でしか記述できない粒子の位置も、観測されれば確定する。

　つまり、物事は誰だれかに観測されるまで確定しない。これが微少の世界──量子論の考え方だ。

　よくたとえとして用いられるのは、シュレディンガーの猫ねこである。

　これは、細かい説明を省くと次のようなものだ。

　ある箱の中に猫を入れ、その箱の中に一時間以内に五〇％の確率で毒ガスが噴ふん出しゆつするように機器をセットしておく──この機器は、量子論で語られるような非常にミクロな世界での変動によって作動するように仕し掛かけられたものだ。

　そして一時間後、この箱を開けて中を観測した時、猫が死んでいる確率は五〇％。生きている可能性も五〇％だ。逆に言えば、この箱の中を観測するまでは、猫は生きているか死んでいるか分からない。どちらも五〇％の確率であり得る状態なのだ。

　このため、「猫は死んでもいないし、生きてもいない。どちらでもあり得る状態」となる。

　これが観測されるまで、物事が確定しないという意味だ。

　猫は箱を開けて死んでいると観測されて確定するまでは、生きているかも知れない。

　これと同様に、「まだ牧瀬紅莉栖は死んでいると観測されて確定していない」と、〝阿万音鈴羽〟は言っているのだ。

「どうして？　私が死んでいるのを岡部は見たんでしょ？」

　私は彼女の言っていることの意味が分からずに問う。

「違う。岡部倫太郎が観測したのは、誰かに刺されて血の海に横たわっている牧瀬紅莉栖だよ。死んだかどうかは確定してない。その後すぐに、Ｄメールで世界線が変動したから、その状じよう況きようすら岡部倫太郎を含ふくめて限定された数の人間しか観測していない」

　私はその言にハッとする。

「そう言えば、私は朦朧として意識を失ったから……」

　あくまでも観測者問題として考えるなら、自分の死を観測者が観測できることはほとんどない。その前に意識を失うからだ。

　私のケースも同じで、私は刺されて失血により意識を失った。だから、当然だけれど自分の死は観測していない。

「そう。観測されたのは、〝牧瀬紅莉栖の死〟じゃない。だから、観測された結果さえ変えなければ、そこに至る過程は変えることができる」

　その通りだ。

　例えば、まゆりの死は最初はラウンダーに殺されたせいだったけれど、別にラウンダーの襲しゆう撃げきを受けなくてもまゆりが死を免まぬかれたわけじゃない。その過程がラウンダーによる銃じゆう撃げきであれ、交通事故であれ、転落事故であれ、結果はまゆりの死に収束した。

　つまり、観測されたのが〝牧瀬紅莉栖の死〟ではなく、〝血の海に横たわっている牧瀬紅莉栖〟であるというのならば、その結果を導くための手段が別に私の死でなくてもよいことになる。……ただし、問題がないわけじゃない。

「でも、なら〝観測された結果〟はどこまで限定されるの？」

　世界線の収束は、ある時間に特定の現象が〝観測された結果〟に帰結する。

　ではこの場合、〝観測された結果〟とは何処どこまでを指すのか？

　まゆりのケースでは、それは〝まゆりの死〟だった。

　岡部の必死の行動によりそれ以外に観測されていたはずの、タイムリープマシン完成打ち上げや桐生きりゆうさんの行動などは打ち消せることが確認されている。

　しかし〝まゆりの死〟は覆くつがえせなかった。

　つまり世界線の収束には、確定事項と非確定事項がある。

　だが、その境目は何処にあり、何が確定事項で何がそうでないのかは複数回に渡わたる試行を繰くり返す以外に、今のところ確かく認にんする手段はないはずだ。

　そして私が刺さされたことそのものについては、未来からやって来た岡部が観測している。これも何処まで動かすことができるのか？
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　私の疑問に満ちた視線に、〝阿万音鈴羽〟は応こたえる。

「それを確かめるのが、君の役目だよ。……と言うよりも、責任と言い換かえた方がいいかもしれないね」

　その言葉に私は目を見張る。

「責任って、どういうこと？」

「中鉢博士は、君の書いた論文を手にロシアに亡命した。それが第三次世界大戦の引き金になった」

　問いかける私に〝阿万音鈴羽〟はそう言い、私の後ろの方を指さす。

　私が背後を振り返ると、そこには空中に浮うかぶスクリーンのようなものがあった。スクリーンには笑え顔がおのパパが映し出されている。

「……パパ？」

　雰ふん囲い気きとしては、ニュース番組か何かのようだ。

「中鉢博士を乗せた飛行機は、荷物室に火災を起こしながらも、何とか亡命先のロシアに着陸した模様です。中鉢博士は人類の未来に関かかわる論文を手にしているという情報もあり、今後が注目されています」

　アナウンサーとおぼしき人物が、ニュースの内容を読み上げる。

　画面の下部に流れるテロップには、「事故を起こしたロシア航空８０１便に搭とう乗じようしていた中鉢博士こと牧瀬章しよう一いちさん、現地の報ほう道どう陣じんに向けてコメント表明」と書かれている。

　そしてパパはにこやかな顔を報道陣に向けていた。

「それにしても、助かったよ。これが金属探知機にかかったおかげで、論文が焼けずに済んだのだ」

　パパは言って、小さな銀色の丸いマスコットを取り出す。

　まゆりが好きな、う～ぱだ。

　何でも飛行機への搭乗時、パパが論文の入った封ふう筒とうごと荷物を預けようとした際、金属探知機にそのう～ぱが引っかかったため、荷物を預けることが出来なかったのだという。そのためパパは封筒の入った荷物を手荷物として客室に持ち込んだのだそうだ。

　そしてそれが幸運だったとパパは話す。

　パパの乗った飛行機は貨物室から謎なぞの出火を起こしたそうなのだが、もしも荷物を預けていたらその出火で論文が焼けていたところだったらしい。

　つまり、う～ぱのおかげで私の書いた論文は焼しよう失しつを免れたというわけだ。

　嬉しそうにパパが見せているう～ぱを見た私は、あることを思い出した。そうだ、７月28日に私はあのう～ぱを見ている。

　あの日、パパの記者会見が始まる直前。

　岡部とのやりとりで時間をロスしてしまった私は、足早に階段を駆かけ上がった。その途と中ちゆう、七階の踊おどり場であの丸い金属質のう～ぱを拾ったのだ。確か、〝まゆしぃの〟と書かれていたのを覚えている。

　──その文字は、今パパが持っているう～ぱにも書かれていた。

「そうか……。あれ、まゆりのだったんだ」

　７月28日に拾った時には、う～ぱのことも知らず、書かれている文字をマスコットの名前かと間ま違ちがえたほどだった。あの時の私は、この可愛かわいらしいマスコットが何故なぜか幸運のお守りのように思えて、パパとの話をスムーズにしてくれるような気がしたのだ。

　……誰かの落とし物みたいだけど、少しの間だけ力を貸して。そう思って私は、う～ぱを封筒に入れた。まさか、それがこんな事態を引き起こすとは微み塵じんも考えずに……。

「これも、バタフライ効果ね。さんざん岡部には警告したって言うのに、まさかその最初の引き金はまず自分だったなんて……」

　確かに、私の責任だ。

　しかしだからといって、どうすればいいのかは見当もつかない。

　悩なやんでいる私に、さらに背後から声がかかる。

「クーニャンは凶きよう真まのお手伝いをすればいいニャ」

　振り返ればそこには、留る未み穂ほさんの姿があった。最初にあった時と同じく、猫耳とメイド服を身につけた完全装備状態だ。

「留未穂さん……」

「この姿の時は、フェイリスニャ♪」

　間かん髪はつ入れずの訂てい正せいを受ける。これに関しては仕方のないところだろう。

「それより聞くニャ。クーニャンは、メタルう～ぱを封筒に入れたこととその封筒の中の論文を書いたこと。このふたつの責任を取る必要があるニャ♪」

　私はこくりとうなずく。

　分かっている。これはつまり、岡部のＤメール打ち消しと同じだ。

　彼が世界線を渡り歩き、今までに送られたＤメールの効果をそれぞれ打ち消して行かなければならなかったように、私は第三次世界大戦に至るふたつの要因を打ち消さねばならない。

　そう、彼女たちは言っている。

「でも……、私はもう死んでるのよ？　ううん、違ちがう。正確には……消えている、か。いずれにしても、今の私はもう現実の事象に干かん渉しようする力なんかないはず！」

　それを、一体どうしろというの？

　しかし私の言葉に、〝フェイリスさん〟はふふんと腰こしに手を当てて胸を張った。ものすごく得意げな表情だ。

「そこは心配ないニャン♪　また、後ろのスクリーンを見るニャン」

　私はその言に、再び背後を振ふり返る。

　今度はそこに、ノイズ混じりの映像が映し出されていた。歯車が宙に舞まう、不思議な真っ白に空間に、切り取られたようにぽっかりと浮かび上がる長方形のスクリーン。

　そのスクリーンに、誰かの後ろ姿が投映されている。

「聞こえているな、ザ・ゴースト」

　その物言いに、私は反射的に応じる。

「誰だれがゴーストだッッ！　……って、一体……誰？」

　聞き覚えのある声ではある。けれどそれは何処か、自分の知っているそれとは違う。

「〝いつも〟と変わらぬ調子が聞けて、嬉うれしいぞ。……助手」

　総身が震ふるえる。

　一段と深くなった声。落ち着いた印象のある口調。

　違う。確かに違う。知っている、〝彼〟とは違う。

　でも同時に。

　同じだ。確かに同じだった。私の知っている、〝彼〟と。

　私の大好きな……、あの人と。
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「岡部……、なの？」

　震える声で私は問う。

　私が知っている背中よりも、少し肩かたが下がっていた。白衣で分からないけれど、やせているかも知れない。けれど、全体のシルエットにそう大差はない。

　スクリーンの中で、後ろ姿の人物は軽く息を漏もらした。

「ふっ……。違うな、俺の名は鳳ほう凰おう院いん凶真だ!!」

　…………。

　おい、人の感動を返せ。

　自分がジト目でスクリーンを睨にらみつけているのがよく分かる。

「はいはい、厨ちゆう二に病びよう乙おつ！」

　言い切る私に、背中だけを向けるその男は言う。

「……生憎あいにくだが、少なくとも俺は〝お前の岡部倫太郎〟ではない。だから、俺のことはその名で呼ぶな」

　落ち着いた深い声。

　確かにその口調は、よく聞く厨二病言動時の岡部のそれとは違う。

　しかしどういうことなのだろうか？　別の世界線の岡部？　しかしリーディングシュタイナーを持つ岡部にとって、別の世界線の岡部というのはあり得るのだろうか？

　世界が並行世界の存在を許容するならともかく、世界線収束範囲理論に基もとづく限り、別の世界線の岡部は単に世界線の変動に改変された〝過去の情報〟としてしか存在しないはずだ。それがこうやって話すことなど、あり得ない。

　私はその疑問をぶつける。

　すると、スクリーンの中の〝鳳凰院凶真〟は言った。

「世界線収束範囲理論がすべて正しいとは限らない。ある法則が特定の状じよう況きようで真であっても、それをあらゆる状況に適用できるわけではない。そもそも、タイムマシン自体が時空の特異点を利用したものではなかったか？」

　この世は様々な物理法則で支配されている。

　しかしある法則が、特定の状況では適用されなかったり、逆に特定の状況でしか作用しないという〝特例〟は、あまりにも数多い。

　例えばタイムマシンは、ブラックホール内に存在する時空の法則が普ふ段だん通りに適用されないポイント──特異点を利用したものだ。これによってタイムマシンは、平常なら決して破ることが出来ないはずの時間の運行を無視している。

「じゃあ……、あんたは別の世界線の岡部ってこと？」

　尋たずねる私に、彼は再度否定の言葉を口にする。

「鳳凰院凶真だ。お前にとって、岡部倫太郎はひとり。そうだろう？　そして俺はそうじゃない。だから……、俺を岡部と呼ぶな」

　深い……、そして同時に何かを抑おさえ込んだような言葉。

　その声に刻まれた年輪と苦く悩のうは、彼の内にある大きな覚かく悟ごを私に感じさせた。

「けどっ……！」

　私は確信する。

　彼が……、私の知っている岡部倫太郎であることを。

　一体、どういうことかは分からない。だが、少なくとも私には彼が、かなり年を取った岡部のように見える。せめて顔を見せてくれれば、もっとはっきりするのに！

「頼たのむ、紅莉栖。……あまり時間がない。聞いてくれ」

　嘆たん願がんするように彼は言葉を紡つむぐ。

　その声こわ音ねに宿る必死さに、私は口をつぐまずにはいられなかった。

　思わず、卑ひ怯きようだと思う。岡部にそんな風に言われて、私が言うことを聞かずにいられるだろうか？　彼はそれを十二分に了りよう解かいしている。だからこんな物言いをするのだ。

「岡部倫太郎は２０１０年８月21日、お前を救い、第三次世界大戦を阻はばむためにβ世界線の優すぐれたタイムマシンで過去に向かった。しかし、そのミッションは失敗した。……失敗せねばならなかった」

　その彼の言葉に、私は息を吞のむ。

　失敗する必要があった。

　たとえすでに確定した死とは言え、それを目まの当たりにさせられた岡部の苦悩は如何いかばかりだったろう。おそらく苦しみに苦しみ、のたうち回るほどの絶望だったはずだ。けれど、彼はそれが必要だったのだという。

「その苦しみこそが……、岡部倫太郎に牧瀬紅莉栖を完全に救うための計画を遂すい行こうさせる原動力となったのだ。それくらい強い動機がなければ、……ここまで来ることは出来なかった。……だから、なかったことにするわけにはいかなかったのだ」

　彼のその言葉は、正直に言えば納なつ得とくできるものではない。

　それくらいならいっそ、私を見捨てて欲ほしかった。もう、苦しんで欲しくなかった。

　……でも、同時に分かることがある。

　私は十一歳の誕生日に、パパと離はなればなれになった。それは私にとってあまりに大きなトラウマで、克こく服ふくしがたい傷を私の心に残した。けれど、この心の傷がなければ、私は岡部の力になれただろうか？

　まゆりを助ける支えになれただろうか？

　そもそも、岡部と出会えただろうか？　好きになってもらえただろうか？

　バタフライ効果。

　ささいな出来事が連れん鎖さ的に反応して、予想外の事態を引き起こす。

　あの悪夢のような夜が、まゆりを救い、岡部と出会うきっかけであったなら、確かにそれをなかったことにするわけにはいかない。

「そして長年の研究の結果として、分かったことがある。それは、ふたつの条件をクリアーすることで新たな世界線へと至ることが出来るというものだった。α世界線でも、β世界線でもない、別の世界線──シュタインズ・ゲートに」
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　シュタインズ・ゲート。

　それは今までに一度も観測されていない、まったく未知の世界線。

　何が起こるかはその一いつ切さいが不明。……ただし、確実なこともある。

　それはその世界では、まゆりの死も、私の死も、収束しないということだ。

　未来は誰だれにも分からない。

　たとえある程度の予測が可能であったとしても、それはあくまで予測であって予知ではない。すべての事象を確定した状態で予見することは不可能だ。

　そんな当たり前のことが、当たり前の状況となる世界線。

　それがシュタインズ・ゲートだという。

「未知の……世界線、シュタインズ・ゲート。そこに至ることができれば、現状で認にん識しきされているすべての問題は解決できる。少なくともそこまでは分かったわ。……けれど、そこに至る条件って何？」

　先ほど、私は自分と同じ姿をした〝牧瀬紅莉栖〟に「シュタインズ・ゲートを観測しろ」と言われた。

　そして同じく、阿万音さんからは「過去に〝観測された結果〟は、どこまで限定されているのかを確かめるのが君の役目」だと言われてた。

　一体、それはどういうことなのか？

「シュタインズ・ゲートに至る条件はふたつ。ひとつは牧瀬紅莉栖の死を回かい避ひすること」

　スクリーンの中の彼は言う。

　そのことについては、大体分かっている。

　阿万音さんは、私の死が誰にも観測されていないことを明らかにした。観測されたのは、〝血の海に横たわる牧瀬紅莉栖〟。だから、観測された結果さえ変えなければ、そこに至る過程を変えることは可能。どうにかして、その状況を作り出せばいい。

「それは分かってる。で、もうひとつは、論文……なの？」

「……そうだ」

　第三次世界大戦の引き金となったのは、パパが持ち去った私の論文──通つう称しよう、中鉢論文だ。この論文を手にパパがロシアに亡命し、それがきっかけとなって各国でタイムマシン開発競争が発生。五十七億もの人類を死に至らしめた。

　それは、私の罪だ。

　私がパパに振ふり向いて欲しいと思ったから。

　消えゆく意識の中で、せめてパパに論文を持って逃にげて欲しいと思ったから。

　無む邪じや気きに……、パパの愛情を〝知りたい〟と思ったから……。

「何らかの手段で、中鉢論文をこの世から葬ほうむり去らねばならない。……しかし、おそらく中鉢博士が論文を持ってロシア行きの飛行機に乗ることは収束事じ項こうだ。それは変えることができないだろう」

　苦く渋じゆうがスクリーンの中の彼から伝わってくる。

　多分、彼はずっと何が収束事項で、何が収束事項ではないのか。それを計算し続けて来たはずだ。それが分からなければ、ある状況を覆くつがえしたとしても、また別の要因でその収束事項に向かって世界は状態を確定させようとする。

　不条理で無慈じ悲ひな運命。

　彼はずっとそれに抗あらがい、打ち砕くだくためにはどうすればいいのかを考えて来たのだ。

　私は彼に向かって告げる。

「つまり、こういうことね。〝決して変えられない事象〟と、〝変えることのできる事象〟を見み極きわめて……、その積み重ねで大きな変化を作り出す。意図的に、バタフライ効果を起こす！」

「──その通りだ」

　肯こう定ていの言葉が返る。

　しかし同時に、理り屈くつは分かっても実際にどうすればいいのか、何をすべきなのかは判然としない。そもそも、先ほども〝フェイリスさん〟に言ったけれど、今の私はもう現実の事象に干かん渉しようする力なんかないはずなのだ。

　……待って？

　現実の事象に干渉する力なんかない？

　じゃあ、現実の事象でなければ？

　単純に考えれば、オカルトじみた話かも知れない。

　でも私はすでに、人の脳の中にある情報を電気信号に変へん換かんしてやりとりできることを知っている。では、ある特定の情報を電気信号として読み取り、それを脳にダウンロードすることも不可能ではない。

「眠ねむっているときに見る夢や、頭の中で浮うかべる妄もう想そう、心しん霊れい現象などは、あるいは別の世界線の記き憶おくの残ざん滓しかもしれない」

〝牧瀬紅莉栖〟が言った、その言葉。

「それを確かめるのが、君の役目だよ」

〝阿万音鈴羽〟が言ったその言葉。

「クーニャンは凶真のお手伝いをすればいいニャ」

〝フェイリスさん〟が言ったその言葉。

　ある推論が、私の中に組み上がっていく。

　仮定にしても仮定に過ぎる概がい算さん。あまりにも突とつ拍ぴよう子しもない飛ひ躍やくした思考。

　それでも、提示された状況はそれを示している。

「つまり私に、〝決して変えられない事象〟と、〝変えることのできる事象〟を見極め、それを情報の形で岡部の脳に送れというのね。そして、それを通じて岡部に第三次世界大戦を防がせろと……」
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　細かい事情や厳密な理論、どんなテクノロジーが使われているのかは分からない。

　けれど、私は直感した。

　やっぱり今の私が認識しているこの場所は、私の脳内に構築された仮想現実だ。その意味では臨死体験と何ら変わりはない。

　ただし臨死体験と違ちがい、この現象の発生している原因はおそらく私の脳の機能によるものではない。多分、私はまだ完全に消えていないのだ。これは十中八九、私が消える直前。世界線の変動ですべての事象が書き換かわる、何兆分の一秒か前の出来事。

　未来の私のまだ知らない技術の持ち主が、世界線の書き換わるタイミングに合わせて時間干渉を行ない、特異点を発生させた。そしてそれと同時に、私の脳内に何らかの情報を打ち込んだのだ。

　打ち込まれた情報は私の脳内で、夢を見る時と同様の連鎖反応で次々と連想を想起させ、特定の映像と対話に似た情報交こう換かんを導き出す。

　その結果として得られるデータを、情報を打ち込んだ何者かは欲ほつしているのだ。

　──同時に、それが誰だれかなんてことは考えるまでもない。私にこうした反応を引き出させる情報を把は握あくしている人間など、目の前のスクリーンに映っている人物以外にはあり得ないのだから。

「お前はやっぱり、俺の唯ゆい一いつ無二の助手だ」

　笑っている気配が、こちらに向けている背中から分かる。

「……今回は、あんたがそう呼ぶのを許してあげるわ」

　彼の顔は見えない。

　こんな状じよう況きようですら、見えない。

　わざとこんなことをしない限り、そうはならないはずなのに。

　そんなことをわざわざする彼が……。そうしなければならないと思う彼が。

　愛いとしかった。

「もちろん、全部妄想かもしれない。ただの臨死体験かもしれない。でも、私は今の自分の直感を信じる。信じて、あんたに協力する──岡部を、助ける！」

　おそらく、今の私にしか彼の言う７月28日の世界線収束における〝決して変えられない事象〟と、〝変えることのできる事象〟の見極めはできないのだ。

　今の私は多分、彼が唯一データを持っている、〝世界線によってその存在を抹まつ消しようされるただ中にいる存在〟なのだろう。つまり、シュレディンガーの猫ねこのように〝消えているのと、消えていないのが重なり合った状態〟の存在。

　言ってしまえば、生体脳量子コンピューターだ。

　そしてその状態の私だけが、０でも１でもないラプラスの魔まとして、〝決して変えられない事象〟の０と、〝変えることのできる事象〟の１を見分けることができる。そのとてつもない量の演算を、行なうことができる。

　世界を──門を、Hackingハッキング to theできる Gate。

　それが、私がシュタインズ・ゲートを観測するということ。

　岡部を助けるということ。

「そうだ。お前が観測したデータは、俺が電気信号に変え、ムービーメールの形で岡部倫太郎に送る。そのメールを見た岡部倫太郎の脳には、無意識野に〝決して変えられない事象〟と、〝変えることのできる事象〟の見極めが刻まれるだろう」

　その結果として、意識することなく岡部は〝決して変えられない事象〟と、〝変えることのできる事象〟を認識し、〝変えることのできる事象〟だけを改変していくことができる……。

　β世界線から、シュタインズ・ゲートへと移ることができる。

「……けれど、あんまり過信しないでよ？　今までにこんなこと、一回もやったことないんだから」

　強こわばったような笑えみを浮かべて、私は言う。

　如何いかに何をすればいいかが分かったからといって、それで何もかもができるわけじゃない。当然、不安は大きい。そもそも、今からやろうとしているのは、つまり夢の中でその夢の世界を書き換えるようなものだ。

　訓練次し第だいでは可能なテクニックであるけれど、残念ながら私はその訓練を積んでいない。しかもそれを通じて、高度かつ複雑な演算を処理しようというのだ。

　さすがに尻しり込ごみする。

　だが……、そこに声がかかった。

「大だい丈じよう夫ぶだ。……お前ならできる」

　予想だにしない、声。

　背後からの声に、私は目を見張り、振り返る。

「お前は、私の自じ慢まんの娘むすめなんだからな」

　そこにいたのは、見み間ま違ちがえようもないパパの姿だった。
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「……パ、パパ？」

　呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。分かっている、これは現実のパパじゃない。

　これは夢のようなものだ。

　けれど同時に、今まで私の夢の中に出てきたパパは、幼い頃ころの若い姿のパパがほとんどだった。

　今この目の前にいるパパは、ラジ館で出会った時と同じ姿をしている。私の中で十一歳の誕生日以降のパパが、怒ど鳴なり声を張り上げていたり、不ふ機き嫌げんそうな表情をせずにいたことは一度たりともない。

　なのに、今のパパは微笑ほほえんでいた。

「どうして、……パパが？」

　私の中のパパは、自己否定の象しよう徴ちようだ。

　自分が至らない、無力な存在であることを否いや応おうなく見せつける抑よく圧あつの化け身しんだったはずだ。それがどうして、こんな風に笑っている状態で投とう影えいされるのか？

「私は、タイムマシンができたらやりたいことがあった。娘にひどいことをしてしまった、あの瞬しゆん間かんに戻もどって……、自分を止めることだ。娘を、紅莉栖を傷つけさせないことだ。……お前を、守ることだ」

　パパは、顔を伏ふせて懺ざん悔げするように言う。

「……だが、それは叶かなわなかった。あの瞬間に戻ることはどうしてもできなかった。だから、代わりに託たくすのだ。お前を救うことを。……それしか、私にはできない。……許してくれ、紅莉栖。いや、許さなくてもいい。……だから、希望を捨てないでくれ」

　噓うそだ。

　たとえ夢であっても、こんな都合のいい状況があり得るわけがない。

　いくらパパが本当は私のことを愛してくれていると分かっても。あの過か剰じようなまでの反応が怒いかりによる行き過ぎた攻こう撃げき性の発はつ露ろに過ぎないのだとしても。それにより、自分に欠けていた〝確固たるもの〟が補われたのだと自覚できても。

　それでもやはりこれは行き過ぎだ。妄想にしても、度を超こえている。

　自分がここまで自己肯定の激しい人間とは、冷静な判断として思えない。私はちらりとスクリーンの中の彼を見る。

　私の疑念の視線に、彼はため息をついた。やれやれと肩かたをすくめている気配だ。

「……俺ではない。俺は、そんな信号は送っていない」

「なら、どう解かい釈しやくしろと言うの？」

　彼の返答に釈しやく然ぜんとせず、私は語調を強める。

「好きに解釈しろ。自分でも妄想や臨死体験かも知れないと言っていただろう？　……それに、さすがに俺も分からん」

　私はパパに向き直る。

　パパは悲しげな笑みを浮かべていた。

「紅莉栖……、お前がどう思おうといい。だが、お前にはしなければならないことがあるはずだ。お前が生き延びるために……。お前が力になりたいと思う人のために……。お前がやるべきことをやりなさい」

　やっぱり、あり得ないと思う。

　こんなことが誰だれかの干かん渉しようなしに起きるとは思えなかった。これが妄想であれ、臨死体験であれ、または未来からの信号による関連想起であれ、このパパの反応は原則的に私の脳のイメージを元にしているはずだ。

　なのに、ここまで私に肯こう定てい的な反応を示すはずはない。

　こんなことをパパが言うはずはない。

　タイムマシンを作って、その機能を使って私を助けになんか来てくれるはずがない。

　未来からの信号に便乗して情報を紛まぎれ込ませ、私を力づけようなんて……、そんなことするはずがない！

「パパが……、こんなこと……、するはずが……」

　信じたい自分がいた。

　そう、思い込みたい自分がいた。

　何度も何度も裏切られて、もうたくさんだと思ったのに……。

　スクリーンの中の彼が言う。

「もう一度言う、好きに解釈しろ。すべての事象は解釈なしには成り立たない。お前がついさっき言った言葉だ」

　私はその言葉にうなずいた。

　そうだ、好きに解釈するしかない。

　このパパの反応が、単に私の行き過ぎた自己肯定の生み出した姿なのだとしても、そうでなかったとしても、私にやらなきゃいけないことに変わりはない。

　私に望まれていることに変わりはない。

　それは、目を開き、真実を見ること。

　自分を騙だますことなく、ただそこにある事象を見つめること。

　それだけだ。
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　私は顔を上げる。

　目の前に、宙に浮うかぶ歯車の群れがあった。回転する歯車は洞どう窟くつの入り口か、空に輝かがやく太陽のように見える。

　私はそれに手をかざし、まるでつかみ取るようなジェスチャーで掌てのひらを閉じる。まゆりが、よくやっていたジェスチャーだ。

　彼女は星空に向かって。

　私は門ゲートに向かって。

「ふふっ、やはりお前は我わが助手に相応ふさわしい。俺もよく太陽に向かって同じ仕草をしたものだ。……ところでひとつ聞いておく」

　スクリーンの向こうから忍しのび笑いをしつつ、彼は言う。

　この期ごに及およんで質問とは一体何だろうと思いつつ、私がちらりと視線だけを彼に送る。

「何かしら？」

「俺が何故なぜ、到とう達たつすべき世界線をシュタインズ・ゲートという名前にしたか。何故、その名なのか分かるか？」

　……今さらの質問だった。

　一体、どれだけの長い間、私が彼につき合ったと思っているのだろう。

　実時間でも三週間。タイムリープによる繰くり返しのおぼろげな記き憶おくもつき合いの範はん疇ちゆうに含ふくめるなら、その時間はもっと長い。

　私はため息をつき、答える。

「分かってるに決まってるでしょ。……特に、意味はない」

　にやりと笑う気配があった。

「その通りだ」

「私を誰だれだと思ってるの？　狂きよう気きのマッドサイエンティストの助手。天才少女研究者、牧瀬紅莉栖よ。ふわーはっはっはっはっは」

　さすがに恥はずかしい。

　でも、思い切りがついた。

「やるわ……」

　再び、視線を回転する歯車に向ける。

　これは時間の象徴であり、門であり、おそらくは産道のイメージ──つまり新たな生を象かたどったもの。その向こうを見通すことは、その向こうに行くということでもあった。

　背中にパパからの、脇わきからスクリーンの中の彼の気配を感じる。

　それだけじゃない。

　自分がたくさんの人たちに支えられていること。まだその人たちから必要とされていること。私自身の今までの生が築いてきたものが無む駄だじゃなかったことを、強く感じる。

　古来、人は森しん羅ら万ばん象しようを目の前の歯車のような円にたとえてきた。

　時間しかり、この世界しかり。人間関係を人の輪といい、一生さえも円と関連づけて、死後さえも輪廻りんね転生という形で円の概がい念ねんで表わしてきた。

　そして同時に円は、先にも述べたように太陽や月などの天体の象徴であり、門であり、人が生まれ出いでる産道でもある。

　円は数学上でも重要な概念だ。

　数々の定理が円を表現し、解かい析せきするために編み出され、その面積やサイズを表現するために必要不可欠な円周率は無理数にして超ちよう越えつ数であり、よく単純な数論から本格的な数学へと至るためのとば口として利用される。

　円は連なりを表現するものであると同時に、新たな地平へ至るための境界でもあるのだ。

　多くの文化、宗教において円は神聖なシンボルと見なされた。時にそれは生や世界の根源を表現するものであり、同時に始まりと終しゆう焉えんをも包ほう括かつする万物それ自体の象徴でもある。

　円という図形から離はなれて、私たちは世界を認にん識しきすることはできない。

　そもそも私たちの見つめている世界そのものが、視界というものの性質上から円を描えがく傾けい向こうにあるからだ。

　私たちは、円から出でて円に還かえる世界の中にいる。

　決してそこからは離れることはできない。

　つらつらと考えている内に、脳内に無数の円に関かかわる理論、法則、定理、公式が次々と浮かんで消える。ある計算は別の計算へと派生し、その派生した計算はそこから連想される物理学上の事象へと発展して、やがてそれは元の計算へと還る。

　おそらくそれは、私が無意識の演算の過程を表層意識ではそのようなイメージとして捉とらえているからだろう。

　その無数のイメージの向こうに、程ほどなく数多あまたの図像や映像、アイコン、心象や幻げん影えいが浮かび始める。それを言葉で表現することは容易ではない。

　強しいて表現するなら、数式の雨。ベクトルの海。無数の関連を表現する矢印で編まれた、巨きよ大だいなタペストリー。

　さらにそのタペストリーが無数に連なって、より複雑な具象を描く。

　その過程で分かったのは、７月28日の収束事じ項こうがあまりに錯さく綜そうし、かつ多た岐きに渡わたっていることだった。

　何かをひとつ動かせば、それによる歪ゆがみが別の問題を引き起こし、バタフライ効果が次々と不具合を発生させる。

　迂う闊かつな干渉は、収束事項を観測された〝血の海の横たわる牧瀬紅莉栖〟から〝牧瀬紅莉栖の死〟へと簡単に移行させ、悲劇へ悲劇へと状じよう況きようを転てん換かんさせようとするのだ。それはあまりに不条理で無慈じ悲ひな罠わなだった。

　そんな悲劇の蜘蛛くもの巣すの上で、糸に搦め捕られることなく、巣の上から脱だつ出しゆつしうるルートを見つけ出さねばならないのだ。当然、その作業は容易なものではなかった。

　しかし同時に、それは果てのない作業ではない。

　状況を限定することができる限り、そこで起きることの予測は少しずつ精度を上げることができる。幾いく億、幾兆、幾京けいの試行が行なわれ、さらに浮ふ動どう因子も含め膨ぼう大だいな演算が絶え間なく続く。

　垓がい、杼じよ、穣じよう、溝こう、澗かん、正せい、載さい、極きよく、恒ごう河が沙しや、阿あ僧そう祇ぎ、那な由ゆ他た、不可思議、無量大数……無量、無量転、無辺、無辺転、無等、無等転、不可数、不可数転、不ふ可か称しよう、不可称転、不可思、不可思転、不可量、不可量転、不可説、不可説転、不可説不可説、不可説不可説転……。

　宇宙に存在する原子の数すらも超こえて、無限とも思える演算の末に、〝それ〟は見えた。

「……う～ぱ？」

　無数に連なる因果の果て、そこに見えたものに私は意外さを禁じ得ない。

〝それ〟は、あの可愛かわいらしい金属製のう～ぱだった。
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　私は、気づけば歯車の向こうに手を伸のばしていた。

　そしてそこからそっと手を引き抜ぬくと、閉じていた掌を開く。その上にあったのは、小さな銀色のマスコット──メタルう～ぱだった。

　７月28日の収束事項の数少ない例外。

　それは、７月28日時点の岡部がガシャポンを回すことで出てくるのが、メタルう～ぱでなくともよいということだ。

　ただし同時に、〝岡部がガシャポンを回した時、最初に出てくるのはメタルう～ぱである〟という事項自体は収束事項であることも分かった。

　すなわち、未来時点での岡部がタイムマシンで７月28日のラジ館に行き、〝未来岡部〟が〝７月28日岡部〟に先んじてガシャポンを回すことでのみ、因果の輪は断たち切られる。

　その結果、私はメタルう～ぱを拾って封ふう筒とうに入れることがなくなるのだ。多分、私はラジ館七階の踊おどり場でう～ぱを拾うだろう。

　しかし、それはメタルう～ぱではない。

　このため、パパが持ち去った封筒の中に金属は存在せず、パパは封筒の入った荷物を飛行機の貨物室に預けることとなる。そして封筒とその中身の論文は、飛行機内で発生した謎なぞの出火によって焼かれ、焼しよう失しつする……。永遠に、失われるのだ。

「ありがとう、みんな。……ありがとう、岡部」

　私は、そっと手の上のメタルう～ぱを抱だきしめるように握にぎる。

　それはただのメタルう～ぱではない。

　たった今、私が演算した収束事項の因果律を示す答えを、イメージの形で固着化させたものだ。

　私は、背後を振ふり返る。

　そこには、パパはもういなかった。

　代わっていたのは……、岡部。岡部倫太郎。

　私の……、好きな人。

「……紅莉栖」

　私は話そうとする岡部を制するように、その唇くちびるを人差し指でちょんとつついた。

「やめましょう。お別れそのものは、慌あわただしいけれどすませたもの。……それに、これはお別れじゃない。……そうでしょ」

　私は笑う。

　そう、これはお別れじゃない。

　再会のためのセレモニーだ。

　岡部はついにたどり着いたのだ。まゆりも、私も死ぬことのない、ＳＥＲＮの支配も第三次世界大戦も起きない世界線へ。

　誰だれもが幸せになれる可能性を秘ひめた世界線へ。

　より厳密には、そこに行くための入り口ゲートへとたどり着いたのだ。

　だから私たちは、必ず再会できる。

　どれだけ記憶を失おうと、どんなに時間がかかろうと、どれほどの距きよ離りが私たちを隔へだてていようと。

　必ず私たちは出会う。

　そしてまた、お互たがいを好きになる。

「……そうだな」

〝岡部倫太郎〟は言ってはにかむように笑う。

　そんな彼の元に、私は手の上のメタルう～ぱを差し出した。

「がんばって……。それで今度は、私があんたを捜さがすから──あんたが、あのラジ館の前で私を見つけてくれた時みたいに」

　私の言葉に、〝岡部倫太郎〟は短く「ああ」とだけ応こたえた。


　そして彼がメタルう～ぱを手に取った瞬しゆん間かん────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────




　急速に、思考にノイズが────────────

　目の前が歪ゆが─────────む。

「岡────────────部、愛──────して──────

　───────────────────────────

　───────────────

　────────────────────────────────────

　────────────────────────

「紅莉栖……。また、会おう」

　──────────────────

　───────────────────────────

「うん、絶対────────────絶────対、ま──────

　───────

　─────────────────────

　─────────────────────────────────

「岡部、……大好き」

　───────────────

　───────────

　─────────

　──────
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　七年前の７月28日。

　私はある人に助けられた。

　白衣を着た、ボサボサ髪がみの男性。やせぎすで初めて見た時は結構年上かと思ったのだけれど、後で聞いてみたら同い年だったという。

　あの時、私は離はなればなれとなっていたパパから招待を受け、日本の秋葉原にあるラジ館という場所にやって来ていた。そこで、行き違ちがいとパパの生来の悪い癖くせから口論となり、それはついに私への暴行へとエスカレートしてしまったのだ。

　そこに割り込んできたのが、彼だった。

　当初、彼は奇き妙みような言動をしていたので、私は彼のことを大分、訝いぶかしげな目で見ていた覚えがある。なのに……、彼は助けに来てくれた。

　──その時は、全然理由が分からなかったのだけれど、とても感謝したのを覚えている。

　だけど、そのせいでパパは完全に頭に血が上ってしまって、ナイフまで取り出してしまったのだ。でも、彼は臆おくしなかった。

　それどころかパパを挑ちよう発はつして、わざと自分を刺ささせたのだ。

　……私をかばうために。

　私は怪け我がをした彼を何とかしようとして、救急車を呼ぼうとしたのだけれど……、どうやらそこで憔しよう悴すいが極きわまっていたのか、気を失ってしまったらしい。

　気づいた時には、彼の姿はすでになく。

　代わりに私が救急車で運ばれている最中だった……。

　私は助けてくれた人にお礼を言うことも、その名前を聞くことさえできなかったのだ。

　あまりに申し訳なく思った私は、その後ずっと彼を探し続けた。あれだけの傷を負っていたのだから──現場にかなりの血も残っていた──、必ず医者にかかっているはずだと思って周囲の病院を片かたっ端ぱしから当たったけれど、その消息は杳ようとしてつかめなかった。

　私が彼と再会したのは、実に二ヶ月後のこと。

　よく晴れた秋の日のことだった。




　　　　☆




　あの日も、私は秋葉原の街を彷徨さまよっていた。

　本当は戻もどるはずだった日程から、実に一ヶ月以上も予定を延長して日本に留とどまり、私はずっと〝彼〟を捜さがしていたのだ。

　少し前にあった、パパのロシアへの亡命事件もあって、私自身が現実から離れたかったという事情もある。実の父親に逆上されて殺されかけ、しかも逃にげるように亡命されたとあっては、ショックも飽ほう和わ状態だった。

　悲しいんだけれど、もう悲しいと感じてすらいられない。そんな状態だったのだ。

　そのせいで職場であるヴィクトル・コンドリア大学脳科学研究所の上司からは、「そんな状態では研究などできないだろう。じっくり静養してきなさい」と休きゆう暇か延長を勧すすめられたのである。

　──ちなみにパパの亡命は、手て土産みやげにするつもりだった私の論文が焼けてしまったらしく、受け入れられなかった。その内、お互たがいの頭が冷えれば会えることもあるだろう。親子の縁えんは、簡単には切れないのだから。

　そうした事情から、私はずっと秋葉原の街で人捜しをしていたというわけである。

　とはいえ、当てがなかったわけじゃない。

　いくら世界に冠かんたる萌もえ文化の街とは言え、四六時中、白衣を着て回っている変人の数はそこまで多くはない。何人かの人ひと違ちがいを重ねつつも、私は自分を助けてくれた命の恩人を追いかけ続けていた。

　そして日も高く昇のぼり、通りに雑ざつ踏とうが溢あふれるようになった頃ころ。

　私はラジ館の中を捜し終えて、その前の道路に出てきたところだった。

「今日も……無理かな？　よくこの辺に来てるって、聞いてたんだけれど」

　連日の出歩きで、足がすっかり痛くなっている。私は下を向き、軽く屈くつ伸しんをすると今度は駅側を捜そうとまた歩き出した。

　──瞬しゆん間かん、私は運命とすれ違った。

　視界の隅すみを通り抜ぬけるボサボサの髪。肩かた越ごしになびく白衣の裾すそ。

　私は目を見張り、振ふり返る。

　すると私の目の先で、同じように彼が振り返った。

「やっと……、会えた……」

　今日、こんなところで会えると思っていなかった私の目に、涙なみだがにじむ。

　彼もまた、私に出会うとは思っていなかったようだ。まるで鳩はとが豆まめ鉄でつ砲ぽうを食ったような顔をしていた。

　私は彼に近寄り、言う。

「あなたを捜していたんです。助けてくれた、お礼を言いたくて……」

　しかしそれに対して、彼は逡しゆん巡じゆんするような動きを見せた後──携けい帯たい電でん話わを取りだした。そしてそのまま、誰だれかと話し出す。

「……俺だ。なぜ彼女がここにいる？」

　いきなりの言葉に、私は首を傾かしげる。何故なぜ、そんなことを誰かと話しているのか、理解できなかったのだ。

　しかしややあって私は気づく。

　……彼が通話ボタンを押していなかったことに。

「何……、俺が守れだと？　やれやれ、勝手なことを言ってくれる……」

　そして私は思い出した。

　彼は確か、ラジ館でパパの会見から私が無む理り矢や理り連れ出した時にも、同じようなことをしていたことを。どうやら、これが彼の悪あく癖へきらしい。

「まあいい、それが、選せん択たくだと言うならば。……エル・プサイ・コングルゥ」

　言って彼は、電話を終えた──ふりをする。そもそも、誰とも電話していないのだから、電話を終えるも何もない。

　……強しいて言えば、電話の相手は彼の脳内だろうか。

　私は彼の結びの言葉が気になり、オウム返しに尋たずねた。

「……エル・プサイ？」

　しかし彼はその問いを取り合わなかった。その顔を見上げる私に、親しい友人にそうするような挨あい拶さつをする。

「また会えたな、クリスティーナ」

　ラジ館であった時と同じ、私を知っているかのような挙動と口ぶり。その挨拶に、私はまたかと思って言い返す。

「いや、だから私はクリスティーナでも助手でもないと……！　あ、あれ……？」

　するりと口から出た言葉。

　私はその言葉に戸と惑まどう。

　確かに彼の挙動に、以前感じたのと同じ違い和わ感かんを抱いだいて言いつのろうとした。しかしそれは、今のような内容ではない。

　不可思議な感覚を覚える。

　ラジ館であった時とも違う。もっと昔から彼を知っているかのような感覚……。
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「ようこそ。我わが助手、牧まき瀬せ紅く莉り栖す……、いや、クリスティーナ」

　困こん惑わくする私に、彼は続けて言う。

　その呼び名はしっくり来なかったが、同時に何度も呼ばれているような気がした。

「えっ？」

　そしてこみ上げてくる、とてつもない懐なつかしさと……愛いとしさ？

　自分の中に湧わき上がる感情に狼ろう狽ばいしつつも、それは決して嫌いやな感覚じゃなかった。

　彼は私に、金色のピンバッジを差し出す。

　ラボメンの証あかし。

　彼はそう言った。

　……この日が、私──牧瀬紅莉栖と岡おか部べ倫りん太た郎ろうの出会いの日。

　いや、再会の日だったのだ。




　　　　☆




　そうして七年。

　私はあの日と同じく、手の中のピンバッジを見つめている。

　その円形の部分は内側と外がい縁えんのふたつに分かれた構造で、内側には歯車の意い匠しようがあしらわれ、外縁には『ＯＳＨＭＫＵＦＡ　２０１０』の文字が刻印されていた。歯車が時間を、組み合わせられた矢印がその時間を超ちよう越えつする──つまりはタイムマシンの概がい念ねんを表現している。

　これは、私を含ふくめた未来ガジェット研究所のラボメンの証だ。

　この七年間、色々なことがあった。

　命の恩人なのだから恩返しをしろと、ほぼ無理矢理──つまりは照れ隠かくしだったのだが──ラボメンの一員にされた私は、日本とアメリカ両方での二重生活を余よ儀ぎなくされた。つまりは、休暇ごとに日本にやってくる生活だ。

　──とはいっても忙いそがしくて、なかなか日本に来ることができないのがもどかしかったが。

　そしてラボメンになってみれば、ほぼ即そく座ざに厨ちゆう二に病びよう全開な〝別の世せ界かい線せん〟の話をされ──といっても半分は挙動がおかしかったので聞き出したわけだが──、気づいた頃にはお互いに好きだと告白していた。

　結局、彼の荒こう唐とう無む稽けいな話をすんなりと信じることができたのも、私にも微び弱じやくながら岡部の言うリーディングシュタイナーの能力があったからなのだろう──もっとも私はあれは特別な能力ではなく、誰もが持っているものなのではないかと疑っているが。

　平和になっても倫太郎は、持ち前の性格と人に好かれるカリスマから事件に巻き込まれることは少なくなかった。特にあの時の一件は……。いや、これは今度にしよう。これから、せっかく懐かしい顔に会うのだから。

　今日は倫太郎曰いわく、「約束されていた日」だ。

　私が今、手にしているピンバッジに刻まれたアルファベット。

　これはラボメンそれぞれの頭かしら文も字じを、そのラボメンナンバー順に並べたものなのだ。

　ラボメンナンバー００１がＯで岡部倫太郎。

　ナンバー００２が椎しい名なまゆりのＳ。

　００３が橋はし田だ至いたるのＨ。

　００４が私──牧瀬紅莉栖のＭ。

　００５が桐生きりゆうさんのＫ。

　００６が漆うるし原ばらさんのＵ。

　００７がフェイリスさんのＦ。

　そして最後、００８のＡ──阿あ万ま音ね鈴すず羽は。

　何度も何度も倫太郎の話に出てきて、そして彼を救い、私たち全員を救ってくれた親友であり、恩人。

　今日はその彼女に、会いに行く日だ。

　正確には、橋田鈴羽というべきだろう彼女が、橋田とその伴はん侶りよである由ゆ季きさんとの間に生まれたのが数日前。産後のごたごたも片付き、由季さんから「見にいらっしゃいますか？」と誘さそわれたのが昨夜だった。

　つまり、かつて倫太郎がよく言っていた「ラボメンナンバー００８は、七年後に現われる。必ずな……」という台詞せりふが真実となったわけだ。

　本当は生まれてすぐのお母さんと子供のところに大人数で押しかけるのはよくないのだけれど、由季さんが妊にん娠しんして以降の倫太郎の気の使いようを彼女が覚えていたのだろう。異例の早さでのお披ひ露ろ目めとなったわけだ。




　　　　☆




「クーニャン、会いたかったニャ！」

　病院についてすぐ、そう言って抱きついてきたのは秋あき葉は留る未み穂ほこと、フェイリスさんだ。二十代になっても、その可愛かわいらしさには変わりがない。

　私は抱きついてきた彼女を抱だきしめながら、旧交を温め合う。

「私こそ！　元気だった？」

「もちろんニャ♪」

　満開の笑え顔がおでフェイリスさんは言う。次に彼女が倫太郎に挨拶しようと私と離はなれたところで、病院の前にタクシーが止まった。

　そこから、相変わらず整った顔立ちの凜とした美女と、同じくハンサムと言っていい美男子が降りてきた。

「……牧瀬さん」

　まず美女が私に気づき、声をかけてくる。

　同じくラボメンの桐生さんだった。そして一いつ緒しよにやって来たのは、漆原さん。

「……桐生さん、漆原さんも！」

「ご無ぶ沙さ汰たしています。最近、如何いかがですか？」

　ふたりとも、どうやら変わりはないようだった。

　いや、漆原さんは以前よりもグッとそのハンサムさに磨みがきがかかっている気がする。最初に会った時は可か憐れんな女の子と信じて疑わなかったのだが、今ではかなり印象も違ちがっていた。……とはいえ、今でも時にそこらの女の子よりずっと可愛らしくは見えるけれど。

　私たちはしばし談だん笑しようをしつつ、病院内へと足を踏ふみ入れる。さすがに病院内では静かにしなくてはならないため、先に久しぶりの挨拶は終えておいたというわけだ。

　ナースステーションで面会の記帳をして、病室へと向かう。

　そして目指した先には、一足先に到とう着ちやくしたまゆりが橋田と一緒に待っていた。

「あ、クリスちゃん、トゥットゥルー♪」

「まゆり、先に来てたんだ！」

　私とまゆりは手を取り合い、互たがいの再会を喜ぶ。すると、そこに横合いから橋田が苦笑しながら声をかけてきた。

「僕のことはスルーかお？」

「ああ、ごめんなさい。別にそういうわけじゃないのよ。ただ単に、先にまゆりが目に入っただけよ」

　私は冗じよう談だん交じりに声をかけてきた橋田に、軽い弁解の言葉を返す。気を悪くした様子はないようだけれど、同時に私はお祝いに来た立場なので少しでも嫌な気分になって欲しくなかったのだ。

「僕も分かってるお」

　にかっと笑う橋田。

　正直な話をすると、彼が一番その印象の変わった人だろう。すでにその体型は七年前とはまるで違っていた。

「まずはおめでとう、橋田。これでお父さんよね……。って、奥さんと鈴羽ちゃんは？」

　私はお祝いの言葉と問いとを同時に投げかける。

「なんか、赤ちゃん前にするとみんなせっかちになるんだお……。今、看護師さんと一緒に鈴羽を迎むかえに行ってるところ……、あ！」

　橋田が話している最中で言葉を切り、病室の扉とびらの方に向かって手を振ふる。見ればそこには、白いおくるみに包まれた赤ちゃんを抱っこする由季さんの姿があった。

「こんにちは。皆みなさん、おそろいですね……」

　にっこりと笑い、自分の病室に入ってくる由季さん。

　私たちは率そつ先せんしてベッドへの道を空ける。

「おめでとうございます。……可愛い」

　みんなが……口々におめでとうの言葉を贈る。まだ鈴羽ちゃんはそんな言葉に反応はできないようで、目を開けたり閉じたりもぞもぞと動くばかりだ。

　倫太郎はそんな彼女の元へと歩み寄り、最後のピンバッジを取り出した。そして、まるで紅葉もみじの葉のような可愛らしい小さな手に握にぎらせる。

　ラボメン八人が、ようやく再びそろった瞬しゆん間かんだった。

　倫太郎の目に、涙なみだがにじんでいるのが見える。どうやら、言葉もない様子だった。

　長い長い旅の終わり。

　そして同時に、新たな旅の始まり。

　それが、彼にとっては今なのだ。無理もないことだろう。

　だから私は、彼の代わりに言う。

「初めまして……。そして多分、お帰り」

　その言葉に、まだ小さな鈴羽ちゃんはかすかに目を開いたような気がする。その姿に、私はある気持ちを覚えた。

　……今まで、私は〝知りたい〟と思う気持ちだけで走ってきた。知れば知るほど、新しい〝知りたい〟と思うものができて、今までのそれに加えてもっと〝知りたい〟ことが重なって、どんどん世界が面おも白しろくなっていく。……けれど。

「どうした、紅莉栖」

　不意に、倫太郎が私に声をかける。

　それに対して私は、かすかに微笑ほほえんで応こたえた。

「ううん、何でもないわ。……後で話す」

　そうだ。

　今、新たに思った〝知りたい〟こと。……それを知るためには、自分ひとりではできない。倫太郎に話して、その協力が必要よね。

　私が今、新たに知りたいと思った気持ち。……それを知ったら、彼はどう思うだろうか？

　そう心に思い描えがいた瞬間、彼の手が私の肩かたにかかる。

「分かってるさ……」

　愛いとおしむような、守るような……、深い声。

　私はそれに驚おどろき、倫太郎を見る。

「これも、シュタインズ・ゲートの選せん択たくだよ」
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　あとがき







　初めまして。

　そして私をご存じの方には、お久しぶりです。

　三み輪わ清きよ宗むねにございます。

　まずは、本書『STEINS;GATE ３ 境きよう界かい面めん上じようのシュタインズ・ゲート：Rebirth』をお買い上げ下さり、誠まことに感謝致いたします。本書は私の書いた小説としては四冊目、文庫としては十二冊目の本に当たります。




　本書は、アニメ版『STEINS;GATE』をベースに5pb.発売の原作ゲームなどの要素を加か味みしたノヴェライズ作品であり、既き刊かんである『STEINS;GATE 蝶ちよう翼よくのダイバージェンス：Reverse』、および『STEINS;GATE ２ 形けい而じ上じようのネクローシス：Reverse』の続編となっております。

　──もしも万が一、前巻をお読みでない方がおられましたら、そちらからお読みになることを強くお勧すすめいたします。

　あくまでもベースとしているのがアニメ版『STEINS;GATE』であるため、原作ゲームや他にも展開しているコミック版などとは、若じやつ干かん設定などが異なっている部分があります。

　ご了りよう承しよう下さい。




　さて、三冊にわたり書き続けて参りましたノヴェライズ版『STEINS;GATE』も、いよいよ本編はこの巻で最後となります。

　すでに本書を読み終えられました方はご存じのことですが、今回の話には完全にオリジナルとして構成された部分がまるまる一ひと幕まく分、存在しております。

　この部分は、アニメ本編とは違ちがい、牧まき瀬せ紅く莉り栖すというヒロインを主人公として据すえた本作におけるクライマックス部分となります。

　本編で岡おか部べ倫りん太た郎ろうというヒーローが四苦八苦し、タイムパラドックスと繰くり返かえされる悪夢との狭はざ間まで必死に奮戦していた陰かげで、果たして牧瀬紅莉栖はどのような状態にあったのか？

　このオリジナル部分はある意味ではその解答であり、逆にある意味ではその解答とは言えない部分です。

　何故なぜ、オリジナル部分がそんな二重性を帯おびているのかは、実際に本書を読んでお確かめ下さいませ。また、すでにお読みの方はあのオリジナル部分が、本当にあった出で来き事ごとなのか、それともそうではなく単なる幻げん影えいに過ぎないのか、受け取ったままにご解かい釈しやく下さい。

　まさに〝すべての事じ象しようは解釈なしには成り立たない〟のですから。




　そして今回も、本書を書くに当たってたくさんの方々からご助力をいただきました。

　多大な力ちから添ぞえを下さった担当の長谷川さん、前川原さん、角川スニーカー編集部の皆みな様さま方。そして前担当の木内さん。加えて設定を監かん修しゆうしてくださった5pb.、およびアニメ版スタッフの皆様には、いくらをお礼を言っても足りません。本当にありがとうございました。

　また、美しい表紙と口絵を下さいました坂さか井い久きゆう太た先生には、非常に感謝しております。

　加えまして、私がここまで来るために多くの手助けをしてくれた父と母、それに弟、何よりその道を示してくれた祖父に感謝の言葉を送ります。ありがとう、と。

　最後に、物心両面で援えん助じよをしてくれた相方の小こ太刀だち右う京きよう氏に何よりも深い謝意を表し、筆をおきたいと思います。




　さて、アニメ版『STEINS;GATE』本編のノヴェライズは本巻で終わりますが、皆様のご愛あい顧このおかげで、ヒロイン主体の続巻がいくつか続くこととなりました。２０１２年初夏を目指しています。まだまだ続く紅莉栖のデレっぷりに、ご期待下さい。

　それではまた、次巻でお会いしましょう。





December, 2011　三輪　清宗　　
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